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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章






　魔獣の群れ。血塗られた戦器。傭よう兵へいたちの死体。

「ぬうん！」

　パパドプロスは戦せん斧ぷを振るう。蜘く蛛ものような魔獣は真っ二つに叩たたき潰つぶされ、赤い岩場に体液を撒まき散ちらした。

　何度目かになる魔獣どもの襲撃を凌しのぎ、パパドプロスは舌打ちした。

　これが、ランサーとしての最後のクエストだった。

　いや、本当はとっくに引退しているはずだった。長年の危険な傭兵稼か業ぎようで金を貯ため、ようやく自分のギルドが持てるところまできていた。俺をこき使っていたギルドマスターたちと同じように、これからは若い連中をこき使い、自分は安あん寧ねいとした余生を過ごす。

　そのはずだったのに。

「あのジジイ！　こんな厄介ごとに引きずり込みやがって！」

　気き障ざったらしく眼帯をつけたあの顔を思い出し、パパドプロスははらわたが煮えくりかえり、転がるランサーたちの遺体を眺め、冷や汗が流れた。

　傭兵の遺体と血、魔獣の遺い骸がいと血。それが道みち標しるべのように続いていた。双方合わせて百体までは数えていたが、それももうやめた。

　とにかくこの戦場の果てに、あの『化物』がいるはずだった。

　岩山を行くと、霧の中から新たな魔獣が現れた。

　ヒューマンの背せ丈たけほどもある、蜘く蛛ものような魔獣。それが前触れなく現れた。異界の影響が現れている。舌打ちし、パパドプロスは斧おのを構えた。そのときだ。

「邪魔だ。離れていろ」

　声が聞こえた。女の声……いや、少女の声だった。

　銀色の光が舞った。白銀の鎧よろいに身を包み、長剣と盾を携たずさえている。真しん珠じゆ色いろの髪を編み、背中に垂たらしている。小柄な体型。横顔は幼く、子供といっていいくらいだ。

　前触れなく、魔獣が飛び、少女に襲おそいかかる。

　何が起こったのかわからなかった。少女がいた場所に魔獣が飛びかかる。だが、次に見えたのは、空から舞い降りた少女が魔獣の胴体に剣を突き立て、そのまま地面に縫ぬい付けているところだった。

　白銀のきらめきに、魔獣が次々と切きり裂さかれていく。

　戦いというより、作業に思えた。少女は気合いの声を上げるわけでもなく、淡々と剣を振るい、その度に魔獣を切り裂いていく。魔獣さえもその抑よく揚ようのない動作に困惑しているように見えた。

　白銀の演舞が終わった。少女は剣の血を拭ぬぐうと、魔獣の遺い骸がいにもランサーの遺体にも興味を示すことなく、そのまま歩き出す。パパドプロスは少女の腕を摑つかんだ。

「お嬢！　勝手に行くんじゃないと行っただろう！」

「遅い奴やつは邪魔だ。パパドプロス」

　少女は素っ気なく言った。人形のような感情のない表情。

「俺はお前の爺じいさんから前衛を務めろと言われてるんだ！」

「前衛など必要ない」

　それはそうだろうよ、と心中で同意しながらパパドプロスは戦場を見た。こんな虐殺ができる奴に護衛なんかいるものか。

　少女は斜面を登っていく。そして、崖がけの上に立ち、彼方かなたを見つめていた。

「こっちは重装備だし、いい歳としなんだ。少しは手加減してくれ。全く、斧なんか持ってくるんじゃなかった」

　ようやく追いつき、パパドプロスは戦せん斧ぷを地面に突き、少女の隣に立った。

　あり得ない光景が広がっていた。

　眼下は霧で満たされていた。本来、赤土の荒野が広がっているはずの場所は雲うん海かいのようになっている。そして濃い霧の上に、島が浮かんでいた。本来、あるべきではない場所。あってはならない場所。

「あれが災さい厄やくの島か」

「……らしいな」

　パパドプロスはこたえながら、体の芯しんが冷たくなるのを感じた。パパドプロスでさえ、伝説の中でしか知らないものだった。現出した異界への門。魔獣の発生源とも言われているが、詳細など何もわかっていない。

　わかっているのは突如として現れ、こんな災さい厄やくを振りまくということだった。

「あんなもの放ほうっておけばいいだろ。何でお前の爺じいさまはあんなものにご執心なんだよ」

「核が摑つかめない」

　少女が唐突に言った。パパドプロスには何のことかはわからなかった。彼女は『征野の魔眼ヴイグリード』を介して見ているのだ。その世界など、自分にわかりようもない。

「馬を用意してくれ。あれを破壊する」

「馬鹿を言うな。俺たちの任務は魔獣をこの地域に封じ込めることだ」

「あれを破壊すれば、それで解決する」

「出来るわけないだろ。この魔獣の密度だぞ。下手をすれば異界に飲み込まれるだけだ」

「『征野の魔眼ヴイグリード』に抗あらがえるものなどない」

　少女は足を踏み出す。少女の体がよろめいたのはその直後だった。少女は顔を押さえ、そのままうずくまる。

「お嬢！」

「何でもない……！」

　淡々とした様子が消えた。少女は目を押さえ、苦痛に歯を食いしばっていた。

「もう魔ま眼がんはやめておけ！　爺さまにも言われただろう！」

　パパドプロスは助け起こそうとする。少女はその手を払った。

「自分を追い込むな。あれは人間の手に負えるものじゃない」

「……私は人間じゃない。ランサーだ」

　少女は顔を上げた。

　苦痛の色は消えていた。無機質な紅あかい瞳ひとみで、災厄の島を見つめていた。

「私は『魔眼の騎士』だ。〈白き盾〉のランサーだ。何千だろうが、何万だろうが、現れる魔獣、私が全すべて破壊してやる」

　マリールイズ・ヴァイスシルト。『魔眼の後継者』はそう言った。






一、新しい仲間






「うんうん、やっぱり新しい仲間が必要ですよね！」

　と、マリールイズ・ヴァイスシルト、〈白き盾〉のギルドマスターが言い出した。

　ロックフォート、いつもの酒場。

「「「…………」」」

　奥のテーブルにいた〈白き盾〉のランサーたちは、満面の笑みを浮かべているマリールイズを振り返ったが、無視をして、また元の話に戻っていった。

「えっと、何の話だっけ？」

　豹人族リユンクスの砲兵、アメリアがたずねる。

「クエストの過密スケジュールの話でござるよ」

　巨人族テイターンのサムライ、ユージンがこたえる。

「昨日帰還して、明日には次のクエストに出立ですか」

　エルフの火術士、ソフィが嘆息する。

　三人はぐったり椅い子すに沈み込んだ。

「ったく、このところ休む暇ひまがねーじゃねーか」

「報酬が入るのはいいのでござるが、これでは使う暇もないでござる」

「どうしてこう極端なのでしょうか。少し前は暇を持て余していたというのに……」

「なるほど！　確かに今はギルドの繁忙期です！」

　アルバイト中のマリールイズが突然、カップを磨く手を止めて口を挟んできた。

「忙しいのはありがたいことですが、忙しすぎるのも考えもの。こうなるとランサーの新規雇用も考えなければなりませんね！」

「「「…………」」」

　ランサーたちは今度は一いち瞥べつもせずに無視をして話を続けた。

「こっちは長旅で疲れてるのにクエスト詰め込みやがって」

「連戦となるとエーテルを使用しても魔力の回復が追いつきません」

「サムライには静かに己を見つめる時も必要でござるのに」

「みなさん、お疲れのご様子ですね！　そうか！　ランサーの健康管理のためにも治ち癒ゆ士がいてくれると心強いかもしれません！」

　手て提さげ金庫の紙幣を数えていたマリールイズが突然、手を止めて口を挟んできた。

　ランサーたちはさらに無視して、会話を続けた。

「……次はどこいくんだっけ？」

「エルバ村。ファロス湾とクレイ半島を越えて、さらに先の島です」

「海でござるか。久しぶりでござるなあ」

「向こうではちょっとは休めるんだろ？　何するかなー？」

「砂浜でゆっくりと日光浴もいいかもしれませんね」

「甘い甘い。海と言ったら、海の幸さちでござろう？」

「ああっ！　業績右肩上がりの当ギルド、これからは海や山での活動も増えるかもしれませんね！　それならレンジャーという選択肢もありかもです！」

　向こうのテーブルを拭ふいていたマリールイズが突然、動きを止めて口を挟んできた。

　今度こそ完全に沈黙するランサーたち。アメリアは半眼になって言った。

「おい、ポンコツ……」

「ア、アメリア！　何ですか!?」

　テーブルの向こうから、腹ばいになりそうな勢いで身を乗り出してきたマリールイズが一気にまくし立てた。

「レンジャー！　レンジャーですね！　そう、アメリアはレンジャーがいいですか！　私としては治ち癒ゆ士でもいいんですけど、でもアメリアがそう言うのなら……！」

「にゃっ」

「いたっ」

　アメリアはトレイでマリールイズの頭をはたく。マリールイズは額を押さえた。

「……何するんですか？」












「さっきからうるせーな！　何、回りくどく要求してんだよ！」

「……さすがはアメリア。私のクロージングテクニックが通用しないとは」

「……お前、実はあたしのこと馬鹿にしてねーか？」

「……何を隠そう、これには深い理由がありまして」

「……誰も聞くなんて言ってねーぞ」

　半眼のランサーたちの前で、マリールイズは両手を組み合わせ、うっとり虚空を見た。

「この〈白き盾〉を創設して以来、私には一つの大きな夢があったのですよ。それはフルパーティ。いつか、うちのランサーだけで六人パーティを組むという壮大な夢が……」

「それは夢と言うより、普通のギルドが有しているべき通常機能ではありませんか？」

　ソフィがぼそりとたずねた。マリールイズはそれを流して、今度はもじもじとエプロンを弄いじりながら言った。

「今がその絶好の機会だと思うんです。最近、業績も好調ですし、皆さんもお忙しそうですし、そろそろ思い切ってどーんと戦力を補強してもいい頃かと……」

「増やしたければ増やせばいいだろ」

「……でも、レイが何と言うか」

　マリールイズは表情を曇らせ、レイが作業をしている二階を見上げた。

「私もそれとなくレイにお伺いを立ててるんですが、なかなかいい返事がもらえなくてですね。そこでみなさんからもレイに、新規採用の必要性を訴えてほしいんですよ……」

「それで先ほどから休憩にも行かず、意味不明な作業をしながら、実にわかりやすく私たちを唆そそのかしていたのですか？」

　もじもじするマリールイズにソフィが言った。

「あなたはギルドマスターなのですから、レイが何と言おうが関係ないでしょう？」

「でも、勝手なことをしてまたレイにお説教されるかもしれないと思うと怖くて怖くて」

「……あなた、本当にギルドマスターですか？」

　ソフィが静かに嘆息する。アメリアが呆あきれたように頰ほお杖づえをついた。

「あんな守しゆ銭せん奴どに何びくついてんだ。言うこと聞かない奴やつなんか追い出せばいーだろ」

「そんな！　レイほどの人材を追い出すだなんて。それに……」

　マリールイズは眉まゆ根ねを寄せ、懐ふところから帳簿を引っ張り出した。

「こんな美び麗れいな帳簿をレイが仕上げてくれる生活に慣れてしまった今、以前のような作業に戻ることは私にはとても……」

「……ただの駄目ギルドマスターじゃねーか」

　アメリアは背もたれに身を預けた。

「情けねー。そんなことだとこのギルド、そのうち奴に乗っ取られるぞ？」

「乗っ取られる？」

　きょとん、とするマリールイズにアメリアは、にっ、と意地悪な笑みを見せた。

「あいつの親父おやじは旧大陸であくどい豪商やってんだ。あいつだって、裏でなに企たくらんでるかわかんねーぞ」

「レイはそんなことしません。ギルドのことを、いえ、新大陸の人々のことを考えている、立派な人です」

「最初は優しく、なんて詐さ欺ぎ師しの常じよう套とう手しゆ段だんだろ。お前がぼんやりしてるうちに〈白き盾〉の取引先とかにこっそり根回しして、ごっそり頂くってやつだよ」

「アメリア、言っていいことと悪いことがありますよ」

　マリールイズがたしなめると、腕組みをしたユージンが鷹おう揚ように言った。

「ご心配なさるな。アメリアが適当なことを言っているだけでござるよ」

「誰が適当だ」

「まあ、アメリアの戯ざれ言ごとはともかくとして。マリールイズ殿には、もう少しギルドマスターとしてしっかりとしてもらわないと。もしかしたら、最近の活躍でレイをギルドマスターと思っている人もいるのではござらぬか？」

　ユージンが巌いわおのような顎あごを歪ゆがめて笑い、ソフィとアメリアも同意する。

「ふふ、ありえない話ではないですね」

「かもな」

「もうみんな！」

　マリールイズが口をとがらせると、ランサーたちが笑う。つられてマリールイズも笑っていると、

「ああ、お嬢さん。レイはいるかい？」

　酒場の入り口からお得意様の輸出業者、ハインツが顔を見せた。

「いらっしゃいませ、ハインツさん。レイは今、クエストの計画を立案中で……」

「そうか、少し相談したいことがあったんですが……」

「あ、お話なら私が伺いますよ。モーニングも終了したところなので」

　マリールイズは胸に手を当てて、ぱっと笑みを浮かべる。ハインツはぴたり動きを止めてから、慌あわてたように言った。

「あ、それなら後で構いません。お嬢さんも忙しいだろうし、急ぎの用でもないから。じゃあ、また出直してきます」

　そのまま立ち去るハインツ。しばらく立ち尽くすマリールイズ。

　やがてマリールイズの手が、ふるふる震え出した。ランサーたちが、ぼうっと眺めていると、マリールイズがばっと振り返った。

「何ですか!?」

「何も言ってはいませんが」

「ハインツさんは急用じゃないからお帰りになったのですよ！　他意はないんですよ!?」

「ですから、何も言っていませんが」

「わかりました！」

　マリールイズは、ぐっと拳こぶしを握った。

「そこまで言うのなら、今から人員増強の直じか談だん判ぱんに行ってきます！　ギルドマスターの権けん威いというものを見せてあげましょう！　オーナーシェフ、休憩をいただきます！」

　カウンター内にいる店主が頷うなずくと、マリールイズは肩をいからせながら階段を上っていき、レイが作業をしている一番奥の部屋をノックをした。

「失礼します！」

　ランサーたちは目め配くばせすると、足音もなく階段の下まで忍び寄り、耳をそばだてた。

　ドアの閉まる音。途端に、マリールイズの猫なで声が聞こえてきた。

「えへへ、レイ、お疲れ様です。どうですか？　仕事の進み具合は」

「ええ、何とかクエストには間に合いそうです」

「すごーい、さすがレイ！　頼りになります！」

　ぱちん、と手を叩たたく音。ランサーたちは顔を見合わせた。

「何がギルドマスターの権威だよ……」

　つぶやくアメリア。マリールイズの情けないばかりの甘えた声がさらに続く。

「そうだ。お茶でも淹いれてきましょうか？　それとも肩でもお揉もみしましょうか？」

「…………駄目ですよ」

　突然、レイがぼそりと言った。マリールイズの慌あわてた声が聞こえてくる。

「え！　い、いきなり何を言い出すんですか！」

「ランサーの新規雇用の話ですよね？」

「どうしてそれを……！」

「最近、ランサーの新規契約に水を向けてくるから何かおかしいと思っていたんです。ご意見があるのならきちんと話していただかないと」

「え、ええと……」

　マリールイズは言いい淀よどんだが、何とか立て直した。

「あ、あの！　はっきりと申し上げます！　業績好調な今こそ、業務拡大に備えて新しいランサーを採用すべきだと思うんです！」

　途端に、レイの深いため息。

「な、何ですか？　どうしてため息をつくんですか!?」

「状況を考えてください。人材は足りていますし、今だって十分にクエストをこなせてるじゃありませんか。新規ランサーの獲得を考えるのは、安定した収入が増えてからでも遅くありませんよ」

「でも、人材の女神様には後ろ髪はないといいますし、急がないと大手ギルドに人材を取られてしまいます！」

「目当てのランサーでもいるんですか？」

「それはまだですけど。でも、アメリアはレンジャーがいいって言ってました！　だから、暇ひまを見て探してみようと……」

「アメリアが本当にそう言ったんですか？　レンジャーが必要だと」

「言ってたというか言わせたというか……。だからため息をつかないでくださいよう！」

「いいですか？　あなたの目に敵かなうような腕利きなんてそうそう見つかりませんし、その上、今の報酬体系で来てくれる人なんて皆無です。ソフィ、アメリア、ユージンの三人はたまたまストライカーがあぶれていた時期だったからこそ、うちの報酬で雇えたわけですから」

「もし、赤字になるようだったら、私のアルバイトのお給料で補ほ塡てんしますし……」

「それに、ソフィたちだっていつまでもいてくれるとは限らないんですよ。たとえば、もし大型の魔獣が増加してストライカーの需じゆ要ようが増えれば、いつ他ギルドに引き抜かれるような事態になるか」

「そんな……」

「そうなれば今の報酬ではとても引ひき留とめられません。また、彼らの技量や意欲を高めるためにも、彼らの昇給も考えなければ。あなたのように、使命感だけで仕事をしている人ばかりじゃないんですから」

　聞き耳を立てながら、ランサーたちは言葉を交わした。

「……いいこと言ってるぞ、あの守しゆ銭せん奴ど」

「……そうでござるな」

「……そうですね」

　アメリアたちが言いあう間にも、レイの説教は続いていく。

「マリールイズ、ちゃんと帳簿をご覧になってますか？　無理に投資をすれば、また、かつてのように資し金きん繰ぐりに困るようになってしまいますよ。今は安定してクエストをこなし安定した収入を目指す時期なんです。ハインツ商会の森林地帯への定期輸送、そして、今回のクエストが定期化すれば、ギルドの運営もずっと楽になります。俺はギルドマスターにもその辺りをきちんと考えてほしいんです」

「…………」

　いつものようにレイの説教が熱を帯び、代わりにマリールイズの口数がどんどん減っていく。すっかり意い気き消しよう沈ちんしているマリールイズの姿が目に浮かぶ。

「ごめんなさい……」

「い、いえ！　別に責めているわけじゃないんです！」

　さすがに言い過ぎたと思ったのか、急にレイの声音が穏やかなものになった。

「時期と人員をよく考えるべきということで、俺もランサーの雇用自体に反対ではないんです。ただ、一流のランサーを揃そろえる少数精鋭という方針もわかりますが、もっとコストパフォーマンスに目を向けてみるというのも方法の一つだと思うんです」

「……コストパフォーマンス？」

「一流のランサーだけではどうしてもコストが嵩かさんでしまいます。ですから、経験が浅く、報酬の安いランサーを雇い、〈白き盾〉で育てていく観点も必要だと思うんです」

「ランサーを……育てる……？」

　その言葉をきっかけに、マリールイズの声に輝きが戻ってくる。

「ええ、あなたのランサーを見る目は信頼しています。ですから、経験や能力が足りなくてもどこか光る物を持ったランサーを雇い、自分たちで育てていくことも必要になるのではないでしょうか」

「な、なるほど！」

「人材を育てるには長期的な視点が欠かせません。今すぐ、というわけにはいきませんが、いつか、あなたの思い描くパーティが組めるように、準備を進めていきましょう」

「はい！」

　元気よく返事をするマリールイズ。それからしばらくやりとりがあって、

「レイのご意見はよくわかりました！　では、これで失礼します！」

　ランサーたちが音もなくテーブルに戻ると、マリールイズが意い気き揚よう々ようと下りてきた。

「交渉がまとまりましたよ！」

　テーブルの前で、彼女は得意気に人差し指を立てた。

「まあ、現時点での新しいランサーの導入は難しいですが、将来的にランサーを雇用するという一定の譲歩を取り付けました。さらに！　新人ランサーの教育も私に一任してくれるそうです！　ふふふ、どうですか私の交渉術は？」

「「「…………」」」

　沈黙するランサーたち。カウンターにいたドワーフの店主が口を開いた。

「おい、マリールイズ。そろそろ……」

「はーい、買い出しに行ってきます！」

　すっかり上機嫌になったマリールイズは買い物かごを摑つかみ、通りへ飛び出していった。

　その後ろ姿を見送り、

「……私の耳の調子が悪いのでしょうか？　それとも言語感覚が狂ったのでしょうか？」

「……すっかりレイに手玉にとられていたような」

「……これ、もう乗っ取られてるな」

　ランサーたちは、ぼそりと言った。




　ロックフォート中心部。四角形の大広場を、建ち並ぶ高層建築が見下ろしている。

「人にん参じんとエシャロット、あと蛇へび豆まめを一山ください」

　マリールイズは市場を見て回りながら、頼まれたものを仕入れていく。品物を手て提さげ籠かごに入れ、跳ねるような足取りで市場を行くと、

「マリールイズさーん！」

　人混みの中から、ぴょんぴょん、小さな手が見え隠れしていた。マリールイズが歩み寄ると、ホビットの鍛か冶じ、工房ファブリカ・ストラーリのヴァネッサが手を振っていた。

「マリールイズさん。ご無ぶ沙さ汰たしております！」

「これはヴァネッサさん。最近、お見えにならないので心配していたんですよ」

「申し訳ないです。最近、副業が大忙しなのですよ」

　ヴァネッサはやれやれと肩をすくめた。

「近頃、造船業が好景気だそうで、新型の大型船が建造されることになったのです。それに高度な溶接技術が必要で、わたくしめの溶接技術に白羽の矢が立ったのですよ」

「まあ、よかったですね！」

「いえいえ、仕事があるのはいいのですが、そのせいで本業の装備品開発がおろそかになるという本末転倒ぶりで。そればかりか……へくちっ」

　ヴァネッサは、小さくくしゃみをした。

「どうしました？」

「失敬。わたくしめとしたことが忙しさにかまけ、体調をくずしてしまいました。情けないことです。ですが、ご心配には及びません！」

　どん、とヴァネッサは胸を叩たたいた。

「風か邪ぜもすっかり良くなった今、わたくしめを阻むものはありません。手が空いたのでさっそく色々と試作品を手がけているところです！」

「……今度は何ブレードですか？」

「もう、嫌ですよー！　マリールイズさんったらー！」

　ヴァネッサはぱたぱた手を振って、恥ずかしそうに頰ほおを押さえた。

「あれは若気の至りです。わたくしめは技術に溺おぼれ、最新技術を製品に落とし込むことに夢中になっていました。その反省を活いかし、今回は使用者のことを第一に考えて試作品を作り上げたつもりです。ご覧頂きましょう、これがその……」

　ヴァネッサは手押しカートから傘を取り上げ、広げて見せた。

「ファブリカ・ストラーリ製全天候型歩兵銃、『ガンブレラ』です！」

「『ガンブレラ』……！」

「『ガンブレラ』ですっ！」

　ヴァネッサが掲げる長銃に、マリールイズは軽く戦せん慄りつした。長銃、その機関部から垂直に雨傘が伸びていた。

「銃の大敵は雨。雨天ではその運用を制限されてしまいます。ですが、銃器に傘を取り付け機関部をカバーすることができれば、一気に解決できるという寸法です！」

「え、ええと……」

　マリールイズが言葉を選んでいると、ヴァネッサは不敵に笑った。

「ふっふっふ、こんなものは欠陥兵器だとおっしゃりたいのでしょう？」

「い、いえ、私は別に……」

「いいのですよ。わたくしめにはわかっております」

　ヴァネッサは自じ嘲ちようしながら、ガンブレラを構えた。

「今回は自ら実地テストをしてまいりました。その結果、傘のサイズを間違えて、雨の中で構えると雨あま垂だれで余計に濡ぬれるという欠点が明らかになったのですよ。へくちっ」

　ヴァネッサは「ちーん」とハンカチで鼻をかんだ。

「失敬。しかし！　技術者とは失敗の積み重ねの上に成功を摑つかむもの。きっとアメリアさんのお眼鏡にかなうようなものを作ってみせます！」

「き、期待しております！」

　ヴァネッサは手を振りながら、小さな体にやる気を漲みなぎらせ、からからと大砲とパラソルが乗ったカートを押していった。












　マリールイズはその後ろ姿を見送りながら、頼もしさと共に、もやもやとした気持ちに包まれていった。

　漠ばく然ぜんとした不安。

　ギルド運営は順調だった。レイが来て以来、業績は右肩上がりだった。ランサーたちは一生懸けん命めいクエストに挑いどんでくれるし、スポンサーのヴァネッサも何かと気遣ってくれる。

　それなのに、心にもやがかかったように、理由のない不安に襲おそわれるのだ。どうしてなのか、それがわからない。順調すぎるから、かえって不安に思うのだろうか……。

　マリールイズが立ち尽くしていた、そのときだった。

「あの！　〈白き盾〉のギルドマスターとお見受けします！」

「はい？」

　突然、呼びかけられ、マリールイズは振り返る。

　そこに一人の少女がいた。

　歳としは十代半ば、短い赤毛の少女だ。軽装備、防具はほとんど着けていない。数本の手て槍やりが収まったベルトを左肩から斜めに掛けていた。

　彼女はこちらを見下ろし、自己紹介してきた。

「ティアナ・デ・ラ・フローラと申します！　私を雇ってもらえませんか！」

　マリールイズは彼女を見上げると、一瞬にして目を輝かせ、即答した。

「是非！」




「積荷のリストをお預かりします。クエストへは予定通り、明朝出立いたしますので」

　クエストの打ち合わせが終わり、レイは書類をまとめた。テーブルの向かい側にいたハインツはほっとしたように言った。

「毎回、厄介ごとばかり押しつけてしまって悪いね。本当に助かったよ。手持ちの在庫が無くなってしまって、危うく新しい顧客を失うところだったから」

　ハインツは店内を見回した。そこは半分倉庫のようなもので、積み上がった木箱の谷間に机が一つ置いてあるだけだ。室内には商材の乾燥薬草の臭においが立ちこめていた。

　ハインツ商会は新大陸の希少な薬草や鉱物を旧大陸へと輸出することを生業なりわいとしていた。今回、魔法道具を作るための素材『魔ま晶しよう石せき』の注文が入ったのだが、折り悪あしく市場の魔晶石が品不足になっていた。そこでハインツは伝つ手てを頼り、ファロス地方の産地に直接、話をつけ、魔晶石を譲ってもらうことになったのだ。〈白き盾〉の任務は代金を運び、品物を引き取ってくることにあった。

「これが上う手まく行けば、先方も継続してうちに任せてくれるそうだ。もちろん、輸送は〈白き盾〉にお任せするつもりだから、よろしく頼むよ」

「是非、おまかせください」

　レイは外に出た。ここへ来た頃と比べ、気候はいくぶん涼しくなっていた。

　体には充実感が満ちていた。

　ファロス地方への定期便の護衛。〈白き盾〉にとって新しい行路。

　レイが最も欲しかった定期便のクエスト。新規の依頼というだけではない。定期的な収入。それは〈白き盾〉に最も必要なものだった。

　巨獣討とう伐ばつ、遺跡探索、辺境探検。一般的なランサーギルドのイメージからはこういったクエストが頭に浮かぶ。

　大きな危険を冒し、大きな報酬が狙ねらえるクエスト。

　しかし、こういった仕事は安定した依頼数がないし、高度の専門スキルを持ったランサーが必要になる。収入は不安定になり、ランサーや装備品の維持コストからギルドの資し金きん繰ぐりも難しくなってくる。一騎当千のランサーを有しながら経営難で解散したギルドは決してめずらしくないのだ。

　ランサーギルドにとって旨うま味みがあるのは、商隊の護衛、集落の護衛、この二つだ。派手ではないし、報酬も多くはない。

　だが、依頼自体の数が非常に多い。新大陸が開発され、産業が盛んになった現在、これらの依頼は増加傾向にあり、なくなることがない。都市はあちこちに生まれ、希少な資源を求めて辺境の地にも集落が作られるようになっている。一件当たりの報酬が少なくても、数をこなせば安定した収入が得られる。

　そして、これらのクエストには特別なスキルや装備品を必要としない。

　それはランサーのコストを抑おさえられることを意味している。専門のスキルを修めたランサーは不要。必要なスキルは簡単に習得でき、そうなれば条件に合うランサーはいくらでもおり、安いコストで調達できる。同じようなケースのクエストであれば、使用する装備品も限られる。アイテム数が少なければ、それを大量に購入することで購入コストを下げることもできる。

　大手ギルドのビジネスモデルは、こういった簡単な依頼に絞しぼることで成り立っていた。

　派手なクエストには手を出さず、大量のクエストを安いコストで調達したランサーと装備品で捌さばいて利益を上げる。だから、大手ギルドは商隊護衛や集落警護の依頼を取り合っていて、商家との繫つながりを必死に守ろうとしている。

　今、〈白き盾〉の手がけている定期行路は一件のみ、三ヶ月に一回の定期便のみだ。これでは安定してランサーを稼働させるには不足だ。

　そこに舞い込んだ、待望の定期行路。安定した収入でランサーたちを維持することができれば、ギルドのさらなる飛躍へ向けての投資も可能になる。

　外回りの仕事を全すべて終え、レイが酒場に帰ってきたときには昼過ぎになっていた。

「いらっしゃいませー！」

　酒場に入るなり、満面の笑みのマリールイズが出迎えた。ウェイトレス姿のマリールイズはレイに気付くと、はにかんでみせた。

「あ、レイだったんですか。おかえりなさい！　打ち合わせはどうでしたか？」

「滞とどこおりなく。あとは予定通り出立するだけです」

「ありがとうございます。では、二階で休んでいてください。もうすぐ休憩時間なので、クエストの最終準備を済ませてしまいましょう」

「わかりました」

　頷うなずくと、レイは階段を上っていく。

「…………」

　後ろ姿を見送ったマリールイズから笑顔が消えた。階段の上へ向ける視線が鋭くなる。それも一瞬のことで、マリールイズは再び笑みを浮かべると、カウンターにいたドワーフの店主に言った。

「オーナーシェフ、それでは休憩をいただきます」

　ドワーフの店主が黙って頷いた。

　マリールイズは裏手へ向かった。裏口からそっと顔を覗のぞかせる。右。左。注意深く気配を探る。裏路地は普段、〈白き盾〉のランサーたちがたむろしていることが多いが、この時間はまだ誰もいなかった。

　安全を確認すると、マリールイズは酒さか樽だるの一つに近寄っていった。酒樽をとん、ととん、とん、とノックする。と、中から声が聞こえてきた。

「……今日は、いい天気ですね」

「明日はもっといい天気になりますよ」

　マリールイズが合い言葉をこたえると、蓋ふたががたがたと内側から開く。空の酒樽の中から、褐色の肌の少女が顔を見せた。

「ティアナ。大丈夫ですか？」

「はい……」

　広場で出会った少女、ティアナが窮きゆう屈くつそうに空から樽だるに収まっていた。

「作戦目標が帰ってきました。もう少しの辛抱ですからね」

「はあ……」

「今、作戦目標に一生懸けん命めいアルバイトをしているところを見せたところです。こうすれば幾分、作戦目標の心証も良くなることでしょう」

　マリールイズは得意気に人差し指を立てた。

「さらに、これから打ち合わせで私がてきぱきと仕事をこなし、作戦目標の機嫌が良くなったところであなたとの契約の話を打ち明けるつもりです。幸いなことにクエストは明朝出立です。どさくさに紛れてあなたを同行させ、そこでティアナの優秀さをアピールすれば、作戦目標だってあなたの力量を認めざるをえないはず。約束を反ほ故ごにして衝しよう動どう的てきにあなたを採用してしまった私のことも許してくれるでしょう。活躍次第では、かえって褒ほめられてしまうかもしれませんね。ふふふ」

「あの、質問があるんですが」

　ほくそ笑むマリールイズに、ティアナは樽たるの中から怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「ランサーの採用ってギルドマスターの一存で決められないんですか？」

　マリールイズは指を立てたまま、ぴたりと動きを止めた。

「ギルドマスターってギルドで一番偉いんですよね？　どうしてあの人のこと、そんなに怖がってるんですか？」

「…………」

　固まっていたマリールイズの手が、ふるふる、震えだす。同時に、背中から異様な気配が湧わき上がり、ティアナは樽の中で青ざめた。

「あ、あれ！　何ですかこの重圧感！　私、変なこと言いました!?」

「……いいですか？」

　ぐるり、マリールイズは振り返る。その紅あかい瞳ひとみに捉とらえられ、ティアナは肩を震わせた。

「あなたにはまだわからないかもしれませんが、組織というのは複雑怪奇なパワーバランスの上に成り立っているんです。組織を動かすには根回しと段取りが不可欠。組織が巨大化すればするほど、それは顕著になるのですよ……！」

「で、でも、さっきは少数精鋭のアットホームなギルドだって聞きましたけど……」

「そして！　ギルドマスターたる者、あらゆる人材を使いこなさなければなりません。自分の意に従わないからといって有能な人材を排除するなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。たとえ意見が対立しようと、折り合いをつけ組織を運営する。それもギルドマスターの腕の見せ所なのです。わかりますか!?」

「す、すみません！　私、何も知らないで……！」

「……ご理解いただければいいのですよ」

　ティアナが謝ると、マリールイズは咳せき払ばらいし、落ち着きを取り戻した。

「彼はレイ・ブラウン。私の右腕とも言える存在です。彼は素晴らしく有能、そして『輜し重ちよう車しやの悪魔』と呼ばれる恐ろしい人なのです」

「……『輜重車の悪魔』？」

「そう。『輜重車の悪魔』です」

「ですから俺はそんなんじゃありませんよ」

「…………」

　マリールイズは沈黙した。そして、背後に立つレイを見つけた。

「まったく。何か様子が変だと思ったらやはりこんなことでしたか」

「きゃああああああああああああ！」

　マリールイズは悲鳴を上げて酒さか樽だるの陰に駆かけ込む。頭を押さえかたかた震えるマリールイズに、レイは手を伸ばした。

「あの、そこまで怖がらなくても……」

「待ってください『輜し重ちよう車しやの悪魔』さん！」

　近寄ろうとしたレイに、酒樽の中から出てきた少女が両手を広げて立ちはだかった。

「ギルドマスターさんは悪くないんです！　私が無理に契約をお願いしただけで！」

　大体の事情はわかった、ような気がする。

　ランサー志望の少女に声を掛けられたマリールイズは二つ返事で契約を約束してしまったのだろう。少女は無理に、とは言ったが、マリールイズも乗り気だったはずだ。

　案の定というか、何というか。

　レイはティアナと呼ばれた少女にたずねた。

「ギルドマスターがどういう条件を提示したのかわかりませんが、〈白き盾〉は小さなギルドです。報酬は決して高くはありませんよ」

「わかっています！」

「ランサーの待たい遇ぐうはあまり良くはありませんし、仕事の依頼も安定していません」












「それでも構いません。私、〈白き盾〉と契約したいんです！」

　少女の強い意志を秘ひめた視線。

　レイは、いまだに震えながらうわごとのように「ごめんなさい、ごめんなさい」を繰り返しているマリールイズを見やった。彼女が持つ、人を惹ひきつける力。それもまた〈白き盾〉の財産なのは確かだ。

「マリールイズ」

「はいっ！」

　マリールイズはびくうっと顔を上げ、懸けん命めいにまくしたてた。

「あ、あの！　ティアナのような優秀な人材は滅めつ多たに見つかりません！　試しに、今回のクエストに同行させてください。力量を示す場があればティアナは必ず、活躍してくれます！　今回はわたしの報酬からティアナの報酬を払うつもりです。ですから！」

　まくし立てるマリールイズに、レイは穏やかに言った。

「このギルドはあなたのものです。最終的には、あなたが決めることですから」

「レイ……」

「では、報酬は標準的な、週三万リィルということでいいですね？」

　レイがたずねる。すると何な故ぜか、二人はぴくり、と動いた。

「それが……もう一つ。できればティアナの経費だけはギルド持ちということに……」

「……経費？」

　レイは怪け訝げんに思い、ティアナの格かつ好こうを見る。

　そういえば、まだクラスもロールも聞いていない。

　重い防具は身に付けていない。軽装歩兵よりも、レンジャーに近い。どこか別の場所に置いてあるのか、武器も持っていない。

「あなたの職業クラスは？　武器は持っていないようですが……」

　マリールイズとティアナは曖あい昧まいな笑みを浮かべ、視線を交わしあった。

「……じゃ、ちょっとこっちに来てもらえます？」

「？」

　マリールイズは怪訝な表情を浮かべるレイの袖そでを引き、建物から少し離れた。

「ティアナ、あの辺りでお願いできます？」

「わかりました」

　マリールイズが酒場の屋根を指さすと、ティアナは指笛を吹いた。

「ウーゴ、降りておいで！」

　ティアナは上に呼びかける。レイも空を見上げる。路地の狭い空を、何かが横切った。直後、突風が押し寄せ、レイは目を覆おおった。大きな旗がはためくような音。ずしりと酒場の柱が軋きしむ音。そして、再び目を開けたとき、『それ』は酒場の屋根に降り立っていた。

「ウーゴ、『輜し重ちよう車しやの悪魔』さんにご挨あい拶さつして」

「キュー」

　酒場の屋根の上にいたそれは、海鳥のような鳴き声をあげ、こちらに身を乗り出した。

　緑色の瞳ひとみがレイを捉とらえていた。

　装甲のような蒼あおい鱗うろこ。屋根に垂たれ下がる長い尾。そして、巨大な一対の翼。

　どう見ても、それはドラゴンだった。

「あ、あ、あ、あ、あ、あ！」

　絶句し、ただドラゴンを指さすことしかできないレイに慌あわててマリールイズが言った。

「レ、レイ、大丈夫です！　あれは魔獣じゃありません。騎き竜りゆうです、騎竜！」

「き、騎竜!?」

「そう！　ティアナは旧大陸からやってきた、竜騎士の子孫なんです！」





　　　　◆






　かつて、英雄がいた。

　まだ旧大陸に魔獣が闊かつ歩ぽしていた時代。

　神峰ガリアへと至った、一人の冒険者がいた。

　魔獣に抗する力を求めていた彼は、そこで一頭の竜と出会う。

「汝なんじ、神峰に至りし勇者。我と共に魔を打ち払うべし」

　神しん竜りゆうエルグラニデと契約を結んだ冒険者は、魔獣を退しりぞけ、ガリアに王国を築き上げた。

　竜騎士王アロンソ。ガリアランド王国の始祖とされる冒険者だった。




　ガリアランド王国竜騎士団。

　王の子孫たる竜騎士と、神竜の眷けん属ぞくたる騎竜とで構成された精鋭部隊。

　彼らは天空の覇者、蒼そう穹きゆうの翼、王国の守護者と呼ばれ、千年に渡り、多くの国難からガリアランドを救った英雄として名を馳はせていた。




　そして二百年前。

〈白き盾〉の初代ギルドマスター、カール・ヴァイスシルトが訴えた新大陸への援助。

　ガリアランド王国はそれに応じた数少ない王家の一つだった。

　王は六体の騎竜と竜騎士を新大陸の地へと派は遣けんし、民を守るように命じた。

　新大陸の過酷な環境。

　竜騎士たちは騎竜を駆かり、多くの困難を乗り越え、魔獣と戦い続けたのだ。





　　　　◆






「ただいま戻りました」

　ソフィが帰ってきた。彼女は裏路地にレイとマリールイズが揃そろっているところを見つけると、たずねてきた。

「ああ、二人ともお揃いでしたか。先ほど街で変な話を耳にしたのですが。大広場の市場に騎き竜りゆうに乗ったランサーが現れ、騒ぎになっていたそうですよ。一応、確認しておきますが、関かかわり合いになってはいませんよね？」

　ソフィはたずねてから、曖あい昧まいな笑みを浮かべるマリールイズ、同じく曖昧な笑みを浮かべている見知らぬ少女、硬直しながら屋根を見上げるレイ、そして屋根の上にいる「キューキュー」鳴く物体を発見し、同じように固まった。

　しばらくして、ソフィは目め頭がしらを押さえた。

「……どうも、目の調子が悪いようです。これから医師の診察を受けてきます。夕食までには戻りますので、もし何か厄介ごとが発生していたら片付けておいてください。では」

　ソフィは踵きびすを返し、早足で通りへ去って行った。

　マリールイズがぎこちない笑顔で紹介を始めた。

「じゃ、じゃ、改めてご紹介しますね。こちら、新大陸へ渡ってきた竜騎士の末まつ裔えい、ティアナ・デ・ラ・フローラさん。そして、騎竜のウーゴくんです」

「は、はじめまして！　ティアナです。ウーゴ、ご挨あい拶さつして」

「キュー、キュー」

　屋根の上の騎竜が翼を小さく動かしながら、気の抜けた鳴き声をあげた。

　騎竜。

　その存在はレイにとっては無関係にもほどがあった。

　旧大陸、ガリアランド王国は険けわしい山々に囲まれた国。レイの故国、セシリアル王国とは国交こそあれ、遠く離れている。

　さらにガリアランドが擁する竜騎士団は王家の象徴たる精鋭中の精鋭、門外不出の存在だった。平地に降りてくることも滅めつ多たにない。レイのような一般人には、彼らと知り合うどころか、目にする機会さえない。

　新大陸へやってきた竜騎士がいたことは、伝説の中で聞いたことはある。

　二百年前、ヴァイスシルトの協力要請に応じ、ガリアランド王国が竜騎士を派は遣けんした。そして、レイの知る伝説はそこで終わっていた。竜騎士たちがどうなったのか、伝承に残ってはいなかった。旧大陸に帰還するか、戦死したとばかり思っていたのだ。

　まさか、彼らの子孫が今も存在していたとは。

　表通りが騒がしくなる。ロックフォートの人でも騎竜がめずらしいのか、野や次じ馬うまが集まってくる。

「竜騎士が加入してくれる機会なんて滅めつ多たにありませんよ。それにお客さまに強力なアピールになりますし、ギルドにも箔はくがつきます！　よかったですね！」

　マリールイズの言葉にも、硬直したままのレイ。さらにマリールイズはレイの様子を窺うかがいながら、そっと懐ふところから契約書を取り出した。

「レイ？　レイ？　よーし！　レイからご意見がなければ契約しちゃうぞー……？」

「あ、あの、どうして小声なんですか……？」

「し、静かに……！　今、既き成せい事じ実じつを積み重ねているところなんですから……！」

「既成事実じゃなくて、ちゃんと契約してくださいよ!?」

　ティアナとマリールイズが囁ささやき合っていると、ついにレイがゆっくりと首を回し、マリールイズたちを見た。

　様子を窺っていたマリールイズは不穏な気配を察知し、はっ、と表情を強こわばらせた。

「こ、これは『輜し重ちよう車しやの悪魔』への変身の兆候！　このまま押し切らなくては！」

「へ、変身って何ですか!?」

「お願いお願い！　いいでしょ？　ちゃんとお仕事頑張りますから！　ね！　ね！」

「押し切るってそういう形なんですかっ!?」

「アルバイトだって頑張りますから！　何ならアルバイト増やしますから！」

「駄目駄目駄目駄目！　駄目に決まってるでしょう！」

　力押しに出たマリールイズに、ようやく立ち直ったレイが言った。

「明日にはクエストに出立するんですよ！　この人たちはどうするんですか！」

「もちろん同行してもらいましょうよ！　竜騎士がいたら一騎当千ですよ！」

「宿舎はどうするんです！　食事は！　街を連れ回して大丈夫なんですか！」

「えっと、それはこれから考えようと……」

「だから、そういうことを考えずにどうして契約しようとするんです……！」

　レイは屋根の上にちょこんと留とどまっている騎き竜りゆうを指さした。

「大体、お金はどうするんです！　食費だけでいくら掛かるか……って、その前に何食べるんですか、あれは！」

「ご安心ください！　うちのウーゴは好き嫌いしません！　何でも食べます！」

「あなたも！　街中で物騒なことを言わないでください！」

　ティアナに叫び返すレイ。

　と、レイの襟えり首くびを、屈強な腕ががっしりと摑つかんだ。同時に、太い腕がマリールイズの襟首に伸びるのが見えた。

「お前ら……」

　運営職二人は首だけ動かして、振り返った。

　そこには悪魔の形相を浮かべたドワーフの店主がいた。

「俺の店の上で何をやってるんだ……！」

「あ、あの、オーナーシェフ！　近くに手頃な駐竜場が無くてですね……！」

「ちょ、ちょっと待ってください！　俺は今知ったところで無関係……！」

「いいから、来い！」

　レイとマリールイズは首根っこを摑つかまれ、店内に引きずられていった。






二、〈白き盾〉業務日誌






『風の月の九日。

　クエスト出発の前日。何とギルドに新しい仲間、竜騎士ティアナが加入してくれた。

　心強い反面、ランサーたちとの連携には不安も。そこでギルドマスターとして一計を案じ、野外研修を企画する。一晩、寝食を共にしてお互いに身の上話をすればきっと仲良くなれるはず！』




　ティアナは焚たき火びの前で、ここまでの経緯を語り始めた。

「竜騎士の子孫は新大陸の南部、ターバッシュという僻へき地ちの村に暮らしています。そこで〈新大陸竜騎士団〉というギルドを作り、ヴァルチャーやワイバーンといった飛行型の魔獣を狩ってきたんです」

　ティアナはウーゴの尻尾しつぽを撫なでた。

「ところが、このところ南部も平和になってお仕事が無くなってしまって。騎き竜りゆうを維持するのにお金が必要で、私とウーゴが出で稼かせぎに出ることになったんです。あちこちのランサーギルドに掛け合ったんですが、なかなか条件の合うところが無くて。そんなとき、『スノウホワイト』を討とう伐ばつしたギルドの話を聞いたんです。そのギルドは腕の立つランサーを求めていて、経費が多額になっても面倒を見てもらえると。それでロックフォートまで飛んできたんです」

「大変だったんですね……」

　しんみりとした空気を振り払うように、マリールイズはぱんぱん、手を叩たたいた。

「まあまあ、世知辛い話はこれくらいにして！　みなさん、〈白き盾〉の新しい仲間、ティアナと仲良くしてくださいね！」

　マリールイズは、ぱあっと手を広げる。そんな彼女にソフィが言った。

「何ごともなかったかのように話を進めてますが、そろそろこの事態を説明していただけませんか？」

　ソフィがじっと睨にらんでいた。その隣で、アメリアとユージンも、じっとマリールイズに視線を送っている。

　赤い荒野だった。

　ロックフォートの東城門のすぐ外。日は暮れて、すでに人通りはない。

　残されているのは〈白き盾〉の面々と、焚たき火びと、テント。そして、野菜や果物や肉が山盛りになった荷台から、もしゃもしゃと餌えさを食べている騎き竜りゆう。

「ふふふ、これは野外研修ですよ」

　マリールイズは得意気に、懐ふところからくしゃくしゃの古新聞を出した。

「新しい仲間と親しん睦ぼくを深めるにはやはり研修が一番。王都の商家さんでも幹部候補を集め自然の中で生活を共にし価値感を共有していると王都経済新聞に書いてありました。今夜はここで野営をし、親交を深めましょう！」

「それがクエスト前日に野営させる理由だったら砲身に詰めて吹っ飛ばすぞ」

　アメリアが半眼で言うと、マリールイズは顔を俯うつむかせた。

「……あちこちに掛け合ったのですが、大広場は市場があって駄目、城壁の上は衛えい士しさんに怒られて駄目、射撃場は危なくて駄目と騎竜を置いてくれる場所が見つからず、とりあえずウーゴくんには城門の外にいてもらうしかなくてですね……」

「ふざけんなー！」

　アメリアが尻尾しつぽを逆立て、餌をもしゃもしゃ食べている騎竜を指した。

「にゃんで新入りの都合であたしらが割り喰くわなきゃならねーんだよ！」

「ほ、ほら、ウーゴくんだけ外に置いておくわけにはいかないじゃないですか！　それならみんなで一緒に野営しましょうよ！」

「す、すみません、先輩方！　ご迷惑お掛けします！」

「ドラゴンなんだから放し飼いにしとけばいいだろ！」

「そんな！　ウーゴが魔獣に襲おそわれたらどうするんですか！」

「ドラゴンが魔獣を気にしてんじゃねーよ！」

　アメリアがティアナに叫ぶ。と、城壁の上で鐘が鳴った。城門を閉じる時間だ。マリールイズは街の方向を振り返り、言った。

「じゃ、じゃあ、あとはみなさんで仲良く過ごしてくださいね」

「「「「「は？」」」」」

「私はこれからディナータイムに出ないといけないので……。それから城門は夜は閉じてしまうので合流は明朝ということに……」

　手をもじもじさせるマリールイズに、アメリアはかろうじて言葉を絞しぼり出した。

「お前……まさか、お前だけ帰るつもりか？」

「アメリア。先ほどまでオーナーシェフにこっぴどく叱られた私にシフトに穴を開けろと言うのですか……？」

「ドラゴンなんか拾ってくるからだろーが！」

「あ、朝一には準備を整えてきますから。それまでよろしくお願いしますね！」

　マリールイズは手を振りながら、こそこそと閉じられかけた城門の中へと消えていった。残されたのは、啞あ然ぜんとするランサーたち、申し訳なさそうなティアナ、キューキューと鳴く騎き竜りゆう、そして、レイ。

　当然のように、ランサーたちの針のような視線がレイに突き刺さった。





　　　　◆






『風の月の十日。

　今日からファロス地方へのクエスト開始！　日の出とともにロックフォートを出発した。新加入のティアナが荷物の運搬を申し出てくれた。やる気に満みち溢あふれた素晴らしいランサーだ。採用してよかった！』




「というわけで！　第一回エルバ村輸送クエストを開始しまーす！」

「……何がというわけなんだよ」

「ま、まあ、怒らないでくださいよう。朝ごはんも用意してきましたから。私が荷積みしている間に召し上がってください！」

　翌朝。荷馬車とともに現れたマリールイズが朝食の紙袋を配る。むっつりと朝食を食べ始めるランサーたちの脇わきでマリールイズがテントをまとめ、馬車へと積んでいると、ティアナが手を挙げた。

「あの！　あの！　私とウーゴも何か運びます！」

「当たり前だろ。そんなでかい図ずう体たいしてんだから」

「す、すみません……」

　アメリアの皮肉に、ティアナの笑顔が強こわばる。荷積みをしていたレイは言った。

「大丈夫ですよ、無理をしないでも」

「いえ、平気です。こう見えてもウーゴは強い子ですから！」

　レイはためらう。騎き竜りゆうは強い子にしか見えないが、レイとしては下手に積荷を空から落とされても困る。

「では……、そこの木箱を運んでもらえますか？」

「わかりました！」

　ティアナは騎竜の鞍くらに荷物を積み、ロープで括くくり付つけると、手た綱づなを取った。

「よし！　ウーゴ、準備運動だ！」

「キュー！」

　騎竜が、ばさばさと翼を動かす。周囲に風が吹き荒れ、赤土から埃ほこりが舞う。

「頑張って！　ウーゴならできるよ！」

「キュー……」

　やがて騎竜は諦あきらめたように、翼をたたんだ。

　しばらく固まるティアナ。彼女は鞍の上から申し訳なさそうに言った。

「あの……」

「どうしました？」

「ちょっと重すぎて飛び立てないみたいです。私の他にヒューマン一人と装備品くらいの重さなら何とかいけると思うんですが……」

　サンドイッチを嚙かんでいたアメリアがぼそりと言った。

「……つかえねー」





　　　　◆






『午前、北東への街道を進む。ティアナが上空から警戒をしてくれた。たいへん心強い。道中、ガルムが出現！　危機に陥おちいる一行。しかし、竜騎士ティアナの獅し子し奮ふん迅じんの大活躍によってこれを撃退！　見込んだ通りの素晴らしい能力。採用してよかった！』




　ロックフォート北東にあるファロス地方。三日月のように突きだしたクレイ半島と、それに囲まれたファロス湾、そこに浮かぶ群島で構成されている。地図上では嘴くちばしを開けた鳥のような形をしている地域だ。

　今回のクエストの目的地はクレイ半島の突端の先にある、エルバと呼ばれる島だ。小規模な鉱山だが、ここで採れる魔ま晶しよう石せきは上質なのだそうだ。

　今回、〈白き盾〉は馬車を調達し、クレイ半島を陸路で進む。湾内を航行する定期便もあるのだが、何しろ高額商品ということもあって、信頼できる輸送手段である〈白き盾〉のランサーが選ばれたのだ。

　穏やかな街道をゆっくりと進む馬車。その頭上を、

「キュー」

　海鳥のような鳴き声をあげながら、騎き竜りゆうが上空を追い抜いていく。

　そのまま騎竜は飛び去っていき、その姿が見えなくなった。

「キュー」

　しばらくして、騎竜が再び姿を現す。おそらく数キロ前方まで進み引き返してきた騎竜は馬車の頭上を飛び越え、今度は後方まで飛んでいく。

　そして。

「にゃー！　もう！」

　五十往復目、ついにアメリアがいらいらと空を指さした。

「あの、うっとーしいのどうにかなんねーのかよ！」

「そ、そんなこと言わないでください。ティアナはああやって、魔獣の接近をいち早く察知しようとしているんですから」

　懸けん命めいになだめるマリールイズの脇わきで、レイは暗い顔付きで空を見つめた。

　進行速度が違いすぎる。

　上空からの掩えん護ごは確かに心強いのだが、馬車とは進行速度が合わない。

　最高速度は時速一二〇キロ。騎竜の強きよう靱じんな肉体と生命力をもってすれば、平均速度五〇キロで六時間の飛行も可能だそうだ。

　馬車で進めるのは一日三〇キロ程度。その距離を、騎竜はわずか一時間弱で進んでしまう。高性能だ。高性能すぎる。ただ、まったく足並みが合わない以上、その速さは宝の持ち腐れだ。

「もう先に行かせて宿でも取らせてろよ」

「道に迷ったら大変じゃないですか」

「ドラゴン相手に過保護だろーが！」

「マリールイズさーん！」

　上空から、ティアナが叫んでいた。マリールイズが大声でたずねる。

「どうしましたー!?」

「大変でーす！」

　ティアナは大きく旋回しながら答える。が、速さが速さなので話している間にも騎竜は数十メートル先に行ってしまう。ティアナは騎竜を戻しながら続けた。

「ご報告したいことがー！」

「…………」

「あるんですがー！」

「にゃー！　いらいらするー！」

　上空で旋回しながら、ティアナが懸けん命めいに進行方向の左の地平を指さしていた。

「魔獣です！　魔獣がこちらに向かってきています！」

「にゃ……そーいうのは早く言え！」

　アメリアが目を点にしたあと、叫んだ。

　赤土の彼方かなたから砂すな煙けむりが上がっていた。マリールイズが目を凝こらし、声をあげた。

「あれは……ガルム！」

　レイの見たことのない魔獣だ。ハウンドよりも大型、牛ほどもある魔獣だ。それが一見ではその数を判別できないほどの群れを作っている。

「ほらほら、ティアナとウーゴくんがいて良かったじゃないですか！」

「うるせー、ポンコツ！」

　アメリアは怒鳴りながら、馬車から大砲を引き出していた。

「運が悪いな。あたしは機嫌がわりーんだ。覚悟しやがれ」

「やれやれ、もう出番ですか」

「どれ、新人にいいところを披ひ露ろうするでござるか」

　ソフィとユージンもそれぞれ得物を持つ。レイも盾を構え前列に向かった。

　マリールイズは御ぎよ者しや台だいに飛び乗り、ランサーへ指示を出した。

「総員戦闘態勢を！　積荷の防衛を最優先に！　できるだけ引きつけてから……」

「ウーゴ！　行くよ！」

「キュー！」

　マリールイズが指示をしている中、パーティの頭上を、騎き竜りゆうが甲かん高だかい鳴き声を上げながら飛び抜けていった。

　ティアナたちの姿はあっという間に小さくなる。一度、二度、大きく翼で大気を叩たたくと、騎竜は高度を上げていった。大気を切きり裂さくような、甲高い音が彼方かなたから聞こえてくる。速度を上げた騎竜は翼から雲を引きながら、上空を進む。

　さらに反転すると、急降下。騎竜は螺ら旋せん状じように回転しながら、落下していく。

「『スパイラル・ダイブ』！」

　ティアナの声が、かすかに聞こえたような気がする。点のような騎竜から、槍やりが放たれたように見えた。そして。

　どおぉん。

　どういう原理かわからないが、地上で爆発が起こった。

　さらに投とう擲てきされる槍。繰り返される爆発。舞い上がる砂煙。

　遠景で行われる、いまいち臨場感のない戦い。

「「「「「…………」」」」」

　ぼうっと眺めている一行の顔に、熱風が吹き付けた。




　死し屍し累るい々るいだった。

　初めて遭遇した魔獣は、一体どんな風ふう貌ぼうの魔獣かもわからなくなっていた。

　地面のあちこちに開いた大穴。かろうじて魔獣の遺い骸がいだとわかるものが転がっている。

　いち早く、マリールイズが立ち直っていた。

「すごーい！　これはスカウト大成功といっても過言ではないでしょう！」

　大砲を抱えたアメリアと、大太刀を構えたユージンと、宝ほう杖じようを手にしたソフィが、得物を持て余しながら、じっとマリールイズを見つめていた。

「……あれ？　みなさんどうしました？」

「なあ、帰っていいか？」

「え？」

「もう、お前らだけで行ってこいよ！　何とかなんだろ！」

「ど、どうしてそうなるんです!?」

　周囲を警戒していたティアナが戻ってきた。騎き竜りゆうが進行方向に降り立った。ふらふらと、たたらを踏むように着陸する。

「ほら、竜騎士さまの凱がい旋せんだぞ」

　ふて腐れたようにアメリアが言った。ティアナが報告する。

「周囲に敵影はありません。魔獣の殲せん滅めつを確認しました」

「お見事です！　さすが竜騎士！」

　ぱっと笑みを浮かべるマリールイズ。対照的にティアナの表情が曇っていた。

「どうかしました？」

「あの」

　ティアナが俯うつむき加減に言った。

「ウーゴは小さい頃から南部の山岳地帯にいたんです。そこは田舎で、ロックフォートのような街もありませんでした。あまり人混みに来ることもなかったんです。それで……」

「それで？」

「ウーゴが風か邪ぜをひいたみたいなんです……」

「……え？」





　　　　◆






『正午。いいことは続かないもの。戦闘の影響でウーゴが負傷してしまう。でも、ソフィ、アメリア、ユージンがこの危機に立ち上がってくれた。みんなの心が一つに。ティアナを採用してよかった！』




「解せぬ……」

　荒野を歩きながら、ユージンがつぶやく。

　巨人族テイターンの背中にはテントの部品で作った背負子しよいこ、そこには積荷が高々と積み上がっていた。その隣、宝ほう杖じようと鞄かばんを手にしたソフィが、ユージンに言った。

「しっかりしてください。こういうときの巨人族でしょう？」

「否でござる……！　荷物運びはサムライの役目ではござらぬ！」

　大砲のケースと弾薬箱を抱えたアメリアがレイを睨にらむ。

「……おい、運営ども。いい加減にしろよ？」

「わかってます……」

　レイは自分の装備の他、持てるだけの荷物を抱え、振り返る。

「キュー……」

　馬車の荷台の上で、騎き竜りゆうが鳴き声を上げていた。

　カバーを取り払い、騎竜が載のせられていた。翼を小さく畳たたんだ姿は思いのほか、こぢんまりとしている。馬よりも二回り大きい程度だ。

　ロックフォートの馬車馬は訓練で大砲や魔術の爆発、そして魔獣には慣れているはずだったが、さすがに騎竜を積んだことは無いらしく、キューキュー鳴く見慣れない物体に少し挙動不審になっている。

「す、すみません、うちの子がご迷惑をお掛けして……」

　荷物を背負い、恐縮しきったティアナが言った。

「騎竜には炎気管といって、ブレスを吐いていたころの名残があるんです。そこから温めた息を排出することで推力を得ることができるんですが……。そこが炎症を起こしたみたいなんです。普段、空気の澄すんだところにいたので、人混みとかには弱くって……」

「キュー……キュー……」

　騎竜が弱々しい鳴き声を上げている。それは少し掠かすれていた。

「こうなると長距離飛行は難しくて。薬は与えたので一晩休めば治ると思うんですが」

「一晩……」

　大太刀を持ったマリールイズもさすがに表情は固い。

「す、すみません、みなさん。ほら、ウーゴからもお礼を言って」

「キュー……」




　ポートファロス。ファロス地方、最大の都市。

　突きだした半島の根元にあり、ここから半島やファロス諸島への船が出ている。ファロス湾の玄関口とも言える港町だ。

　ポートファロスの城壁が見えてきたのは予定よりも遅い翌日の昼のことだった。騎き竜りゆうがいるにもかかわらず進行速度が落ちた一行は、道中の村で一泊する羽目になっていた。

　ロックフォートと違い、城壁の外にもバラックやテントが建ち並んでいる。そこには簡易食堂や売店があり、入城待ちの商隊の列には物売りの人々が集まっている。

　城壁の中は、活気溢あふれる坂道の港町だった。白壁の高い建物の間に曲がりくねった狭い道が続いている。店が軒のきを連ね、その前には木箱や麻布が積み重なり通りまではみ出している。あちこちで人々が行き交い、大声が上がっている。

　窮きゆう屈くつに馬車を進めると、やがて海が見えてきた。

　青い海に陽光が降り注いでいる。穏やかな光景だった。港には大型船が停泊し、その隙すき間まを埋うめるように小舟が浮かんでいた。

「宿舎につきましたよー」

　マリールイズの案内で進んでいた一行は一つの建物の前で止まる。大きな扉、殺風景な室内、積み上がった木箱を見て、アメリアは、どさり、と手荷物を落とした。

「宿舎って……ただの倉庫じゃねーか」

「ウーゴくんごと泊まれる場所がなくてですね……」

「一緒に泊まる必要なくねーか？」

「この街の宿泊料が意外に高くて、別に部屋を取ってしまうと完全に予算オーバーに……」

「「「…………」」」

　マリールイズが言うと、ランサーたちはため息をつき、荷物を置いてすごすご通りへと歩き出す。

「ど、どこへ？」

「……メシ、食ってくる」

「……半日、空いたのでござるから、せめて英気を養ってくるでござる」

「…………」

「こ、この埋め合わせは必ずしますからね！」

　もはや文句を言う元気もないランサー三人はうんざりと倉庫を後にした。

　運営職の二人は倉庫脇わきの階段を上がり、屋上に出る。

　屋上は平らになっており、そこにも荷物が置けるようになっていた。

「ティアナ！　こっちですよー」

　マリールイズがスカーフを旗代わりにして、空にサインを送る。上空を旋回していた騎竜がゆっくりと高度を落とし、優ゆう雅がに羽ばたきながら、屋上に着陸した。

　騎竜から下りたティアナは申し訳なさそうに俯うつむいた。

「すみません。足を引っ張ってしまって……」

「とんでもない！　魔獣を撃退してくれたじゃありませんか！　一騎当千の働きですよ」

　マリールイズがはしゃいだように言葉を掛ける。半分は本心で、半分は元気づけるためだろう。

「先輩方は？」

「先にごはんを食べに行きました。留守番は私たちがしてますから、ティアナもゆっくり休んでください。そうだ。ウーゴくんのごはんに必要なものを教えてください。みんなが帰ってきたら調達してきますから」

「いえ、そこまでご迷惑は掛けられません。ごはんは私が調達してきます」

「でも……」

「それに、あの、ウーゴのトイレの場所も探さなければならないので……」

「ああ……」

　ティアナが街へ出る。それを見送り、マリールイズはレイに言った。

「ふう。それでは、私たちも少し休みましょうか？」

「その前に」

　マリールイズはおそるおそる振り返る。レイが筆記板を差し出してきた。

「今のところの収支をまとめておきました。ご覧ください」

「…………」

　マリールイズは固まった。




　固まるマリールイズを前に、レイは淡々と説明を開始した。

「竜騎士に掛かる費用についてティアナから聞き取りをしました。そこから必要経費を算出しましたのでこれから説明します。まず、ティアナの武器です。あの手て槍やりは『竜の牙きば』といって竜騎士用に作られた特別製の手槍です」

　筆記板にはメモが取ってあり、簡単な図面と説明が記されていた。

「その特徴は穂先にあります。槍の先端に火属性の魔術加工した晶石が嵌はめ込こんであります。その晶石が、高高度から加速された槍の力をあの火力に変えるそうです。魔力の発現によって本体はバラバラになってしまうので再利用はできません。使い捨ての武器です」

「使い捨てってことは費用が掛かるっていうことですか……？」

「ですが槍自体は木材ですし、晶石も小さく純度の低い、安価なものでいいそうです。加工自体もティアナ自身ができるそうなので、思ったほどコストは掛からないと思います。大体、一本一五〇〇リィル。アメリアの砲弾よりは安く済みます」

「そ、そうなんですか！」

　マリールイズは、ほっと息を吐いた。

「それであの火力なら立派なコストパフォーマンスじゃないですか！　これなら……」

「問題なのは騎き竜りゆうの維持費です」

　おそるおそる筆記板を手にしたマリールイズは、大きく深呼吸してから、ちらりと紙面に目を落とす。そして、

「おおおおう……」

　彼女は少しよろめいた。

「一日の食費が馬二頭分。鞍くらや手た綱づな。それに健康管理、手入れの費用を考えると、馬車一台分の維持費は掛かる計算になります」

「そ、それくらいなら、私がアルバイトを増やせばなんとかなりますよね！　馬車一台分であの戦力と索さく敵てき能力があれば安全性だってぐっと増しますし……」

「問題なのは費用の性質です。ティアナとウーゴには固定費用が掛かり過ぎるんです」

「性質？　固定費用？」

　マリールイズが小首を傾かしげる。

「アメリアたちの装備品経費の大部分は変動費用です。弾薬もカタナのメンテナンスも宝ほう杖じようやエーテルも、基本的に倒した魔獣の数に比例して使用する量が増えていきます。ですが、ウーゴの場合は何もしなくても経費が嵩かさんでいくんです。戦闘をしなくても日々、食費などを負担しなければなりません。

　騎竜の費用効率を上げるためには日常的に魔獣を狩り続けなければなりません。でも、魔獣の討とう伐ばつ数と報酬が比例するようなクエストは滅めつ多たにありません。これでは利益を上げることはできません。残念ですが、〈白き盾〉ではとても騎竜を維持することはできないと思います」

　レイは少しためらい、それから、言った。

「彼女は解かい雇こすべきです」

　マリールイズは顔を強こわばらせ、強くかぶりを振った。

「追い出すだなんてできません！」

「ですが、騎竜一体で馬車を維持できる費用なんですよ。下手をすれば、あなたの望むフルパーティだって編成できるくらいの金額なんです」

「ティアナは望んで〈白き盾〉に来てくれたんです。それはお金には換えられません！　何か方法を考えましょう。あれほどの能力、もったいないですよ！」

　食い下がるマリールイズに、レイはなだめるように言った。

「ただ解雇するわけではありません。大手ギルドに打診して、ティアナを引き受けてもらってはどうでしょうか？」

「でも……」

「彼女には、〈白き盾〉よりも相応ふさわしい場所があると思うんです。大手ギルドなら、もっといい条件で契約してくれるかもしれません。需じゆ要ようと供給、それが嚙かみ合あわなければ、結局、どちらも不幸になります」

「…………」

「ロックフォートに戻ったら、〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉などに打診してみます。ティアナには……あなたが話しづらいというのなら俺から話しますから」

　それでも、俯うつむいたままのマリールイズ。

　数日前に出会ったばかりだというのに、ティアナとウーゴに情が移っているのだろう。

　でも、こればかりは駄目だ。とても〈白き盾〉に騎き竜りゆうを維持する力はないのだから。

　そこへ。

「あはははは。どこかで聞いた声かと思えば。奇き遇ぐうですね、〈白き盾〉のみなさん！」

　港町の通りに、突然、笑い声が響き渡った。

　黒い帽子、黒い服。黒い髪。彼女は倉庫の入り口に堂々と立ちはだかり、腰に手を当てて高笑いをしていた。

〈黒銃士隊〉の運営職、クレア・キャンベルだった。

　ロックフォートにいるはずなのに。疑問を口に出す前に、彼女はまくし立てた。

「え？　私はどうしてこんなところにいるのかですって？」

　聞かれもしないうちに言うと、手にしていた旅行鞄かばんを二人の目の前にかざした。

「何を隠そう、出張です！　ギルドマスターから出張を仰おおせつかったのです！」

　二人が黙ったままでいると、クレアはあはは、と笑った。

「どうしました？　運営職となって半年も経たたない私が上司に付帯してパーティを監督しているのがそんなに驚きでしたか？」

　レイがマリールイズを見る。彼女はためらいながらも、小さく頷うなずいた。

「クレア。話があるんだけど」

「？」




「おお！　おお！」

　屋上に上がるなり、クレアは歓声を上げた。

「まさか……これは騎竜か！　ガリアランド王国からやってきたという神しん竜りゆうの末まつ裔えいか！」

　クレアは目を輝かせ、ちょこん、と鎮ちん座ざしているウーゴに駆かけ寄っていった。ウーゴはめずらしそうに、大騒ぎする黒ずくめのヒューマンを覗のぞき込こんだ。

「蒼そう穹きゆうの翼、天空の覇者、王家の守護者と呼ばれた騎竜にこんなところで会えるとは！」

「キュー」

「おお！　鳴き声もどこか高貴な感じがするな！」

　クレアはウーゴの鼻先をぺたぺたと撫なでた。

「ガリアランド竜騎士団といえば旧大陸屈指の精鋭！　部外者は乗ることも許されない門外不出の存在！　わー、わー、まさかこの目で見ることができるとは！」

　クレアは目をきらきら輝かせながら、レイたちのほうを振り返った。

「おいおい、レイ・ブラウン！　貴様、もう乗ったんじゃないだろうな。私でさえまだ、乗った、ことは、ないのに……」

　レイとマリールイズが冷めた目で見ているのに気付くと、クレアはぴたりと動きを止めた。それから咳せき払ばらいをすると、狼おおかみのような眼まな差ざしに戻った。

「……と、まあ、こんなふうに羨うらやましがらせるつもりだったのだろう？　残念だがその手には乗らん。私は騎き竜りゆうなんか見ても格かつ好こいいとも可愛かわいいとも思わないし、乗ってみたいとも思わない」

「あの……」

「勘違いするなよ。乗ってみないかと申し出があれば、乗るぞ。臆おくしたと思われては癪しやくだからな。家名にも傷が付くし。で、乗せてくれるのか？」

「とりあえず下で話を……」

　一階に戻る。ティアナたちの移籍話を進めるうちに、クレアの瞳ひとみに輝きが戻ってきた。

「な、何？　それはもしや竜騎士を〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉に譲ってくれるということか！」

「ええ、ランサーとしての契約をしていただきたいと……」

「何な故ぜ、それを早く言わないのだ！」

「ロックフォートに戻ってから、他のギルドにも打診してみるつもりなのですが、あなたを見かけたので〈黒銃士隊〉の運営の方に意見を伺っておこうと思って」

「駄目だ駄目だ！　他のギルドなんかに言っては駄目だからな！」

　クレアはすでに倉庫の入り口に向かっていた。

「待っていろ！　すぐに上司に打診して、戻ってくる！」

　クレアは港町の斜面を、疾風はやてのごとく駆かけ出していった。見送るレイとマリールイズは、ぼそりと言いあった。

「……大丈夫でしょうか？」

「……あんまりいい予感はしませんが」

　そして、数分後。

「怒られました、上司に……！」

　クレアは一階の木箱に座り、憮ぶ然ぜんとした表情で言った。

「どうしてお前はそう厄介ごとを持ち込んでくるんだと！　それでなくても忙しいというのにと！」

「やっぱり……」

「やっぱり？　何という人たちだ、私を罠わなに嵌はめるとは……！　ティアナ・デ・ラ・フローラがブラックリストに載のっていることを知っていたんですね！」

「ブラックリスト？」

「とぼけてもらっては困ります！　ランサーユニオンが訳ありのランサーをリストアップして、有償でギルドに提供するサービスのことです！　ロックフォートのギルドならみんな利用していると上司が言ってましたよ！」

　ブラックリスト。

　ギルドがランサーを雇う際、人物照会が必要になる。そのランサーが過去に起こした問題を知らなければとても安心してクエストを任せることはできない。だが、個々のギルドがランサー一人一人の過去を調査するのには多くのコストが掛かる。そこで大手ギルドはユニオンに出資し、ランサーの情報を調査する機関を設置した。問題を起こしたランサーをリストアップし、その情報を共有するためにだ。

「そんなものがあったんですか？」

　目を瞬しばたたかせるマリールイズ。どうやら初耳のようだ。サービス料がいくらになるのかわからないし、そもそも、どんな問題児でも腕を見込めば契約してしまうのだから、マリールイズには必要なかったのだろう。

　クレアは手帳を広げ、ティアナの経歴を読み上げた。

「竜騎士の末まつ裔えいたちは大陸南部の僻へき地ちで自分たちのギルド〈新大陸竜騎士団〉を結成、主に飛行型の魔獣を狩ることを生業なりわいにしていたそうだ。ところが最近、飛行型の魔獣の出現率が下がり、さらに地上からの砲撃技術も発達してな、徐々に仕事の依頼が無くなっていたらしい。それで前例を覆くつがえし、一人の竜騎士を都市の大手ギルドに出向させることになった。要は出で稼かせぎだな」

「それがティアナですか？」

「そうだ。ティアナ・デ・ラ・フローラ、一族でも天才と呼ばれた竜騎士。彼女は槍やり士としての技量も図抜けていて、行政府のギルドではティアナをランサーとして雇い、騎き竜りゆうは行政府の博物公園で飼育する計画だった。騎竜は貴重な種だから行政府からも援助金を出すことに同意した。見み世せ物ものとして見物料を取れば維持費くらいにはなると踏んでいたらしい。ところが」

　クレアは手帳を捲めくった。

「ティアナは出しゆつ奔ぽんした。どうやら彼女はその方針を知らなかったらしい。あくまで竜騎士にこだわり、騎竜を檻おりから連れ出して姿を消した。以来、郷里にも帰っていないそうだ」

「そんな……」

　それを聞き、マリールイズが顔を曇らせる。

　そのとき、通りにざわめきが起こった。天井がきしみ、騎竜の海鳥のような鳴き声が聞こえてくる。

　マリールイズは弾はじかれるように倉庫を出た。レイも後を追う。

　屋上から、騎き竜りゆうの長い首が突きだしているのが見えた。騎竜は屋根の端に立ち、翼を羽ばたかせ飛び立とうとしていた。

　その背中には、いつの間に戻ってきたのかティアナが騎乗していた。

「ティアナ！」

　マリールイズが叫ぶ。その声に、騎乗のティアナが反応する。彼女の目は涙で潤うるんでいるように見えた。彼女は目の辺りを拭ぬぐい、手た綱づなを引くと、ウーゴは翼を羽ばたかせる。

　周囲に大風が吹き付ける。

　騎竜は大きく羽ばたくと、海風に乗り、上空に舞い上がっていった。

「おお、飛んでるぞ！　うむ、流石さすがに見事なものだな！」

　帽子を押さえ、クレアが吞のん気きに感心する。

「ティアナ！　ティアナ！　戻ってください！」

　マリールイズが上空に向かって叫ぶ。だが、騎竜はそのまま、飛び去っていった。

「聞いてたんです。今の話……！　私たちが追い出そうとしていると思ってそれで……！」

　マリールイズの声が震えていた。その表情は不安に満ちていて、激しく動揺しているようだった。彼女はレイを振り返った。

「私、探してきます！　一日中飛んだ後です！　そう遠くまでは行けないはずです！」

「俺も行きます……！」

「レイはここに残ってください！」

「しかし、一人では……！」

　レイは駆かけ出そうとするマリールイズを引ひき留とめる。マリールイズは眉まゆ根ねを寄せ、レイの手を振り払った。

「私はティアナの信頼を裏切りました。ギルドと契約することは命を預けることです。私はその信頼を裏切ったんです。これは私の責任なんです！」

「マリールイズ……」

「もし、私たちが戻らなかったら。そのままソフィたちとクエストを遂行してください。お願いします！」

　レイの反論を遮さえぎり、マリールイズは街へ飛び出していった。

　どうしてそこまで……。

　レイは呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、彼女の後ろ姿を見送った。






三、比較優位






　太陽は西の大地に沈んでいた。

　辺りはすでに暗かった。冷たい海風が、ティアナの体に吹き付けてくる。

「う……ぐす……」

　岩場の上。膝ひざを抱え、ティアナは泣きじゃくっていた。

　あの会話を聞いた瞬間、ティアナは衝しよう動どうを抑おさえきれず、宿舎を飛び出していた。

　マリールイズ・ヴァイスシルト。彼女は自分を追い出そうとしていた。口では自分のことを褒ほめてくれていたのに、その実は邪魔者扱いをしていたんだ。それがとても悔しく、悲しかった。

　でも、衝動はあっという間に消え、代わりに不安が襲おそってきた。

　せっかく雇ってくれたギルド。それを台無しにしたのだ。もう、戻ることはできない。

「キュー」

　疲れ切ったウーゴが、餌えさをねだって顔を覗のぞき込こんでくる。

　寄せてきた鼻先に手を伸ばす。大丈夫。大丈夫だからね。声を掛けようとしたのに、その声は嗚咽おえつに紛れ、声にならない。

　私がこの子を守らなければならないのに、不安で、不安でたまらないのだ。

「ウーゴ……」

　これから、どうやって生きていけばいいのだろう。大手ギルドはもう雇ってくれない。故郷にも戻ることはできない。

「ティアナ」

　振り返る。そこに、息を切らせたマリールイズがいた。

　柔らかな真しん珠じゆ色いろの髪。穏やかな赤い瞳ひとみ。彼女を見た瞬間、安あん堵どが胸に満ちた。

　それなのに、ティアナは顔を背けていた。

「私が必要ないのなら、そう言ってくれれば良かったんです。すぐに出て行きますから」

「ティアナ、ごめんなさい。あなたの気持ちも考えずに。先に、ちゃんと相談するべきでした。いえ、移籍の話など考えるべきではありませんでした」

「別にいいんです。ギルドマスターはあなたなんですから」

　彼女は屈かがみ込こみ、言った。

「宿舎に戻りましょう」

「…………」

　ティアナはかぶりを振った。

　戻ってどうなるというのだろう。これ以上、迷惑になることも嫌だった。ウーゴに掛かる費用は膨ぼう大だいだ。いずれ重荷になる。

「これからどうするつもりなんですか？」

「関係ありません。また、雇ってくれるギルドを探すだけです」

　マリールイズはティアナの隣に座った。泣き顔を見られないよう、ティアナは腕に顔を埋うずめた。

「行政府でのこと、どうして話してくれなかったんですか？」

「あなたには関係ないじゃありませんか」

「どうして、行政府のギルドの話を断ったんですか？　ウーゴくんの面倒を見てもらえるんでしょう？　それならいいじゃありませんか」

「あれは侮ぶ辱じよくです……！」

　檻おりに閉じ込められたウーゴの姿。それを思い出し、ティアナは叫んでいた。

「檻の中で見み世せ物ものとして生きるだなんて！　そんなのは騎き竜りゆうではありません！　誇り高き騎竜が、そんな生き方をしなければならないなんて！　魔獣と戦い、人々を守護する。それが竜騎士と騎竜の生き方なんです！」

「それが、竜騎士にこだわる理由ですか？」

「こだわるんじゃありません！　私は竜騎士なんです！」

　ティアナは激げき昂こうしていた。マリールイズは静かに言った。

「行政府でのことを聞いて思ったんです。もしかしたら、ティアナは怖いんじゃないかって」

「怖い……？」

「そう。竜騎士でなくなることが。今まで積み重ねて来たことが全部、無駄になってしまうことが」

「私は臆おく病びよう者ものじゃない！　誇り高き竜騎士だ！」

　衝しよう動どう的てきな怒り。その感情を、マリールイズは微笑で受け止めていた。

　赤い瞳ひとみがこちらを捉とらえていた。穏やかに、こちらの深しん奥おうまで貫つらぬくような視線。何な故ぜか、ティアナは肩を震わせていた。マリールイズは続けた。

「私は、怖かったですよ。ランサーであることを捨てることは」

「え……？」

「ランサーしかやってきたことのない自分に、本当に違う生き方ができるのかどうか。不安で、不安で仕方なかったんです。夜になると、朝になるのが怖かった。新しい一日が始まるのが怖かった。ティアナも、そんな気持ちなのかもしれないと思って」

「…………」

　涙が溢あふれてきた。マリールイズの言葉が、ティアナの心にパズルのピースのように収まっていく。自分の中にあった、言葉にならなかった感情に、次々と言葉が与えられていく。

　その通りだった。私は怖かったんだ。

　竜騎士が、もう必要とされてないことを認めるのが。

　竜騎士となるために生まれてきた。竜騎士となるために鍛きたえてきた。

　それ以外のことは、何も知らない。山を出たことも、都会に降りたこともなかった。騎き竜りゆうを駆かり、槍やりを放つこと、それなら誰にも負けない自信がある。

　でも、それにはもう、何の意味もないのだ。

　この世界に、自分を、竜騎士を必要とする場所はない。それはとっくに思い知ったはずだった。それでも、それをわからないふりをして、腕が立つのならどんなランサーでも受け入れるという噂うわさを聞きつけ、ロックフォートへやってきた。いや、逃げ込んだのだ。

　マリールイズがスカーフを引き出し、ティアナに差し出してきた。

「比較優位という言葉をご存ぞん知じでしょうか」

「ひかくゆうい？」

　ティアナは聞き返す。全く知らない言葉だ。

　マリールイズは懐ふところからくしゃくしゃの古新聞を取り出した。彼女は赤い瞳ひとみで、愛いとおしむように紙面に目を落とした。

「比較優位。私がランサーを辞めるとき、お祖じ父いさまに教えてもらった言葉なんです」





　　　　◆






「やあああああ！」

　気合いの声をあげながら、マリールイズは剣を振るった。

　相手は魔獣、ではなかった。

　ただの木で偶く人形。庭の大樹に吊つるされた人形だった。

　剣を振り上げ、振り下ろす。子供でもできる、単純な動き。

　それなのに、剣は空くうを切り、一向に当たらない。振っても、振っても、振っても、剣は目標を捉とらえることができない。

　極ごく彩さい色しきの世界の中を、人形はゆらゆらと動く。

　動くな！

　マリールイズは人形を睨にらみつける。途端に吐き気がした。色の海に飲み込まれ、脳がぐらぐらと揺さぶられる。

　ここはマリールイズの知っている世界ではなかった。

　白と黒。魔ま眼がんが教えてくれたあの世界。失われた、あの純粋な世界。魂たましいと体と世界。それが単純に結びつき、矛盾なく動く世界。

　今、ここにあるのは極彩色の世界だった。

　赤、緑、青、橙だいだい、茶色。

　言葉でしか知らなかった色。私が知らなかった色。それが感覚を酔わせた。

　世界と体が結びつく感覚。それはもうなかった。魔ま眼がんを封印された瞬間、世界と体と精神はばらばらに切り離され、この異世界へと放ほうり出されたのだ。

　もう一度、あの世界を取り戻すため。マリールイズは強く、目を凝こらした。その瞬間、

「くっ！　あああああ！」

　マリールイズは剣を取り落とし、両目を押さえた。

　激痛。眼がん窩かから眼球にかけて、無数の針で突き刺すような痛みが走った。押さえた手が濡ぬれる。赤。赤い涙。赤い血。

「またやっているのか」

　芝しば生ふの上に、老人がいた。

　屋敷の前に立つ、背せ広びろ姿の老人。白髪。黒い眼帯。茶色の杖つえを地面に突き立てている。

　祖父、のはずだったが、マリールイズには確信がなかった。

　かつてのようには見えなかった。魔眼が見せてくれる世界の中で、彼はもっと強大な存在だった。地面に根ざした大樹のように、地面に突き立てられた頑がん強きような大剣のように。

　今は違う。杖を突いた姿は、細く、弱々しく見えた。

「封印の儀式の直後に剣を振れるようになるとは大したものだ。だが、一向に当たらんようだな」

　彼は杖を突き、大樹を見上げた。

「ここは未知の世界のように思えるだろう。魔眼の見せる世界とは別物だ。俺は片方だけだったが、それでも二つの世界の折り合いをつけるには苦労したものだ」

　指を二つ立て、眼帯と、残っている目を指した。

「まあ、最初は苦労するだろうが、慣れればずっと暮らしやすいだろう。お前は魔眼を介してしか世界を知らなかったのだし、もう、あの世界を見ることもないのだから。それより勉強はどうした？　今は書き取りの時間のはずだが」

「うるさい……！」

　マリールイズは祖父に向かって吐き捨てた。

　魔眼の騎士。〈白き盾〉の偉大なるギルドマスターだった男。

　だが、彼への畏い敬けいの念は消きえ失うせていた。

　私から、魔眼を奪った男。私を騙だまし、魔眼の封印を執とり行った裏切り者。体の奥から怒りが噴ふき出した。

「さあ、部屋に戻れ」

「黙っていろ！」

　もう一度、剣を握り、振り下ろす。

　世界がかみ合わない。かつて、マリールイズは世界の流れと一致していた。そこに乗り、力を操ることは自由自在だった。

　この極ごく彩さい色しきの世界にはその流れが見えない。自分がどう動けばいいのか。神々の力をいかに呼び込めばいいのか。それが見えてこない。

「そろそろやめておけ。魔ま眼がんの封印は痛みを与える。お前に危害を加えるつもりはないが、無理をすれば、課題をやるのにも差し障さわりがでるぞ」

「私の目を返せ！　私の魔眼を返せ！」

　マリールイズは彼を睨にらみつけた。彼は平然と言った。

「あのとき封印していなかったら、お前はとっくに死んでいた。二つの魔眼。失明するより前に、肉体が破壊されていただろう」

「だったらそのまま死んだ方が良かった！」

　マリールイズは剣を握り直す。

　私は魔眼の後継者だ。両親のようなランサーとして、戦うために生まれてきたんだ。

　マリールイズは木で偶く人形に照準を合わせ、跳ちよう躍やくする。

　イメージする。見えない白と黒の流れを空間に思い浮かべ、それに力を乗せる。だが、足は縺もつれ、マリールイズは無様に地面に倒れ込んだ。土の味が、口の中に広がった。

「諦あきらめろ。もう、お前はランサーじゃないんだ」

　涙が溢あふれてきた。

　私はもうランサーじゃない。その言葉が深く突き刺さる。

　もう戦うことも、まともに歩くことさえもできない。

　だったら！

　マリールイズは剣を喉のどに突き立てた。模造剣でも自分くらいはまだ殺せるところを見せてやりたかった。

　途端に、頰ほおを強い痛みが襲おそった。

　ランサーを辞めて十数年経たつ今でも、彼の手は石のように硬かった。マリールイズは殴られた勢いで、再び、地面に崩くずれ落ちた。

　情けなかった。どうして、私は、こんなになってしまったんだろう。

　マリールイズの体が持ち上げられた。噎むせび泣なくマリールイズを、彼は抱き抱え、屋敷へと戻る。彼はマリールイズを居間のテーブルに着かせた。

　マリールイズはされるがまま椅い子すに座らされると、そのまま泣き続けた。

　落ち着くまで、彼はテーブルに様々なものを置いていった。

　湯気の立つティーカップ、小さな黒板、チェスの駒こま。そして、新聞を置いた。

「飲め」

「…………」

　マリールイズが落ち着くと、彼は言った。マリールイズは塞ふさぎ込んだまま、テーブルの上を見つめ続けた。

「今日はお前に、一つの言葉を教えよう」

　彼は黒板に文字を書いた。読めなかった。マリールイズは普通の文字は知らなかった。呪術文字なら、感覚で何となくわかっていた。でも普通の文字など自分には関係ないし、新聞など読んだこともなかった。

「読めるか？」

「読めない」

「これは『比較優位』と読む。聞いたことはあるか？」

「知らない」

「だろうな。お前はただひたすら、ランサーとして自分を鍛きたえることだけをしてきたのだから。だが、これからのお前に必要になる言葉の一つだ」

「そんなもの、知る必要もない」

　彼はさらに、チェスの駒こまを置いた。

「お前にもわかるよう、パーティで例えよう。ここに三人のパーティがいる」

　彼は騎士の駒を取った。

「一人は一騎当千の聖騎士パラデイン。ガルムなど一分もあれば斬きって捨てることができる。さらには実戦治ち癒ゆ魔術を操ることができる万能の戦士だ。当然、馬の扱いも上う手まく、馬車を駆かることなど朝飯前だ」

　次に僧侶の駒を取った。

「一人は一騎当千の精霊使いエレメンタラー。高度の攻撃魔術・治癒魔術が得意な後衛だ。聖騎士ほどではないが剣を取って戦うこともできる。自然と意志を通い合わせることが可能で、馬車を操らせれば新大陸の荒野も大理石の床のごとく走破することができる」

　最後に兵士の駒を取った。

「一人は駆け出しの剣士。まだまだ未熟で一頭のガルムを倒すのに三十分はかかる。治癒魔術も防護魔術も使えず、まあできるのは応急手当くらいだな。御ぎよ者しやとしてついてきていたが馬の扱いもそこそこというところだ」

「二人はどうしてそんな奴やつを連れてきたんだ？」

「いいから聞け。パーティは道中、ガルムに襲おそわれている旅人を見つけた。何とか怪け我が人にんを馬車に乗せることができたが、瀕ひん死しの状態だ。治癒魔術でも延命することしかできず、蘇そ生せいには街に戻る必要がある。さらにガルムはまだ健在だ。さて、パーティはどうすればいいのか。誰をガルムと戦わせ、誰を治療に当たらせ、誰に馬車を駆らせるか」

　マリールイズは淡々と答えた。

「聖騎士がガルムと交戦。精霊使いが治癒魔術を使用。剣士が馬車を駆る」

「残念。街への到着が遅れ、負傷者は死んでしまった」

　マリールイズは憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべた。

「では精霊使いエレメンタラーが馬車を駆かり、聖騎士パラデインがガルムと戦闘。剣士が応急手当をする」

「残念。剣士の技術では負傷者を延命させることはできなかった」

「だからどうしてそんな奴やつを連れてきたんだ」

「いる以上は仕方ないだろう」

「どのみち、これでは助からない」

　眉まゆ根ねを寄せるマリールイズに、彼は駒こまを動かして見せた。

「精霊使いが馬車を駆り、聖騎士が治ち癒ゆにあたる。そして、新入りがガルムと交戦する。それが最も効率よく、怪け我が人にんを街に送り届ける方法だ」

「弱い奴に戦わせるのか？」

　腑ふに落ちなかった。クラスにはそれぞれ得意な分野がある。それを外した采さい配はいが正解だなんて。

「皆、何かを諦あきらめなければならない」

　祖父は言った。その言葉に、何か、重いものを感じた。

「どれほど有能なランサーでも、一度に二つのことはできない。一流の剣士、一流の魔術士であっても、東の果ての魔獣と戦い、西の果ての仲間を癒いやすことは同時にはできない。剣を取るということは、魔術を諦めるということ。何かを選択するということは、何かを諦めなければならないということだ」

　兵士の駒を手に取る。

「面白いのは、誰かが諦めたものを誰かが埋めることができるかもしれない、ということだ。一騎当千の戦士が諦めたものを駆け出しの冒険者が補おぎなえるかもしれない。誰かがそれを埋めることができたのなら、それには一騎当千の価値がある。それが比較優位という考え方だ」

　祖父はマリールイズを見つめた。

「そこでお前だ。お前は一人で世界を救ってきたつもりかもしれない。だが、見方を変えれば、お前は『戦う』以外のことを諦めてきたということだ。人を癒やすことも、守ることも、導くことも、お前は諦めてきた。そして、それを補ってきた人間たちがいたということだ。お前に一騎当千の働きをさせるために、彼らも一騎当千の働きをしてきたということだ」

　私が諦めてきたもの。そんなつもりはなかった。魔獣と戦う、それが私の全すべてだった。私にはそれで十分だった。

「お前が魔ま眼がんとともに生き、明日くたばるのもいいだろう。だが、他の者が戦場に立つためにお前にできることがあるということも忘れるな。どんな仕事であっても、それは一騎当千の道に繫つながっているかもしれないのだ」












「一騎当千……」

「と、このような記事が今日の新聞にあった。この歳としになっても、知らないことはいくらでもある。お前はまだ、何も知らない。読み、書き、学び、見つけ出せ。そこに一騎当千の道がある。さあ、わかったら勉強の時間だ。課題が終わるまで、昼飯は抜きだぞ」

　彼は新聞を置き、居間を出て行った。

　マリールイズにとって、それは気持ち悪い物の象徴だった。それは単純じゃない。混こん沌とんそのもの。魔ま眼がんの世界の対極にあるものだった。

　だが、心に何かが芽め生ばえたのに気付いた。それは火のように、胸の中を温めていく。

　新しい道。一騎当千の道。それがまだあるのかもしれない。

　マリールイズは新聞に手を伸ばした。





　　　　◆






「それが王都経済新聞との出会い。そして、私が運営職を目指すきっかけでした」

　マリールイズがくしゃくしゃになった新聞を愛いとおしげに見つめながら、そう言った。

　ティアナは隣に座ったマリールイズを見つめ、その話に聞き入っていた。

　すぐには信じられなかった。マリールイズの外見や、普段の立ち居振る舞いからは、魔獣相手に戦っている姿は想像もできない。

　一方で、ティアナは心のどこかで納得していることに気付いた。ときおり放たれる重圧感。体の奥に秘ひめられた意志。一流の戦士の片へん鱗りんのようなものを彼女からは感じるのだ。

　何より、ティアナの抱えている不安をマリールイズは理解していた。積み重ねてきたものを手放さなければならない不安。マリールイズが自分と同じ不安を抱えてきたことが、ティアナにははっきりとわかった。

「一騎当千の運営職になれれば、前線の人材を支えることができるかもしれない。まだギルドに関かかわっていられる。だから、運営職になろうと思ったんです。……お祖じ父いさまはもっと違う商売をしてほしかったみたいでしたが」

　マリールイズは笑い、それから言った。

「ティアナ、新しいことを始めてみませんか？　竜騎士の力を活いかせる、新しいことを」

「新しい、こと？」

「私に一つ考えがあるんです。あなたの竜騎士としての能力は素晴らしい。それを人々の役に立てるような新しい道が、きっとあると思うんです」

「ランサーを、竜騎士を辞めろということですか」

「……騎き竜りゆうを駆かり魔獣と戦うことがランサーの役目であるなら、そうかもしれません」

　ティアナは目を伏せた。他に道はない。それでも、心はまだ迷っていた。

「でも、この世界には様々な仕事があります。戦うだけでは世界は動かないんです。戦いの他にも、一騎当千になれる可能性がある。それは素晴らしいことだと思うんです」

「……私は戦うことしか知りません。他のことは何にもできないんです」

「恐れることはありません。あなたの積み重ねて来たことは決して無駄にはなりません。私はもう剣は振るえません。でも、ランサーとしての経験は無駄じゃない。確かにそう思えるんです」

　マリールイズは立ち上がり、その手を差し伸べてきた。穏やかな赤い瞳ひとみが、こちらに向けられていた。

「私と、〈白き盾〉と一緒にやってみませんか。最大限の助力を約束します。一騎当千の道、それを見つけ出しましょう」

　ティアナはマリールイズを見上げた。じわり、視界がにじんだ。

「マリールイズさあん！」

　ティアナはマリールイズの胸に飛び込んでいた。

　心の底に押し込めていた不安が一気に押し寄せ、涙がそれを洗い流してくれた。

「大丈夫。大丈夫ですよ」

　ティアナは子供のように、マリールイズの腕の中で泣きじゃくった。

　マリールイズの暖かく、固い手が、やさしく髪を撫なでてくれた。




　倉庫の中で、レイはランサーたちの冷たい視線を浴びていた。

「それでマリールイズ殿は出て行ったきり、というわけでござるか」

「それでギルドマスターが戻らなければ、あなたの指揮の下、クエストへ行けと？」

「はい……」

　木箱に座り込んでいたレイが頷うなずく。その前に立ち、アメリアが腕組みをして言った。

「誰が、追い出せって言ったんだよ」

「別に追い出すつもりなんて……。俺はよかれと思って移籍先を……」

　ランサーたちは不機嫌だった。彼らもティアナとウーゴに対しては不満があった。でも、それとこれとは別のことだ。そこにはランサーたちの連帯感があった。もしかしたら、自分も同じ目に遭うのかもしれない、その思いが根底にあったのだろう。

　ティアナが出て行った直後、レイは憤ふん然ぜんとしていた。

　俺は間違ってはいないはずだ。

　ティアナをこのギルドに置いておくことはできない。〈白き盾〉の規模ではとても騎き竜りゆうを維持することはできない。大手ギルドに移籍することは自然なことだ。大手ギルドがティアナを受け入れなかったとしても、それは〈白き盾〉の責任じゃない。騎竜は希少な種だが、それを保護するのは〈白き盾〉の責任ではない。

　確かに俺に非はあるだろう。でもティアナだって問題がないわけじゃない。大手ギルドから出しゆつ奔ぽんしたのだ。それは自分の責任じゃないか。

　だけど。

　あの涙がレイの心に突き刺さっていた。

　俺はあの気持ちを知っていたはずだった。

　士官学校を放校になったとき、騎士失格の烙らく印いんを押されたとき、どんな気持ちだったのか。理由も知らされず、ただお前は不要だとされたとき、どれほど傷ついたのか。

　どうして俺じゃ駄目だったのか。俺の何がいけなかったのか。教官たちに激しい怒りが湧わき上がり、そして深い絶望に落ち込んでいった。彼らにとって、俺は羽根のように軽い存在で、俺を切ったのはただ不要だから切ったのだ。

　ティアナの目には、俺はどのように映っていたのだろう。

　俺はいつの間にこんな人間になってしまったんだろう。

　利しか追わず、人を駒こまとしかみない、父のような人間に。こんな道を歩きたくないからこそ、俺は騎士を、新大陸を目指したはずなのに。

　天井から、翼が空気を打つ音が聞こえてきた。

「おや、思ったよりも早かったようでござるな」

　ユージンが倉庫の外に出た。街の灯ともし火びを頼りに、騎竜が上空を旋回していた。

　カンテラを手に、レイは階段を駆かけ上がる。大きくカンテラを揺らすと、騎き竜りゆうが高度を落とし始めた。足を伸ばし、翼を羽ばたかせながら、ゆっくりと屋上に進入してくる。

　騎竜の鞍くらの上で手た綱づなを操るティアナ、その身体からだに手を回してマリールイズが摑つかまっているのが見えた。

　騎竜が着陸すると、ティアナの手を借り、マリールイズが屋上に降り立った。

　レイを見つけ、マリールイズが駆け寄ってくる。

「ただ今戻りました」

　その背後に隠れるように、ティアナがいた。レイは二人に近寄り、言った。

「ティアナ、すみませんでした。勝手なことをして」

「いえ、私こそ……」

　ティアナはマリールイズの背後に隠れる。レイはマリールイズに言った。

「夕食の用意はしてあります。どうそ……」

「その前に」

　マリールイズはレイの言葉を遮さえぎった。レイは、はっとなった。その目は、何か、ただならぬ決意に満ちていた。

「レイ、お話があるんです。少し、時間をいただけませんか？」




「で、にゃんだって？　外で待たせておいて、今度は倉庫に呼び出して」

　宿舎代わりの倉庫の中。そこには椅い子すの代わりに、倉庫に残っていた木箱が並べられていた。ユージン、アメリア、そしてレイはそこに座り、マリールイズを待ち受けていた。

　空間を仕切るように、テントの布地でカーテンが作られていた。マリールイズたちはその背後に入り、何やら作業をしていた。

「そういえばソフィはどこに行ったんだよ」

「さあ、何やら急用があると言ってたでござるが」

「……逃げやがったな」

　レイたちが待っていると、やがて、カーテンの後ろから、紙束を脇わきに抱えたマリールイズが入ってきた。彼女はカーテンの前に立ち、口を開いた。

「お忙しい中、お時間ありがとうございます。〈白き盾〉ギルドマスター、マリールイズ・ヴァイスシルトです」

「知ってるでござるが」

　ユージンがつぶやくものの、マリールイズは固い表情を崩くずさない。

　彼女の視線はユージンの隣、レイに向けられている。その気迫はまるで、剣を携たずさえ、レイに挑いどみかかるかのようだった。

「お集まりいただいたのは竜騎士ティアナ、そして騎竜ウーゴの処遇についてです。彼女たちの運営計画を立案しました。そのプレゼンテーションを見ていだたきたいのです」

　ユージンはちらりとレイとマリールイズを見比べた。あくまで、マリールイズはティアナを雇用するつもりらしい。

「騎き竜りゆうと竜騎士は元々はガリアランド王家の守護者。その維持には多くのコストが掛かります。そのコストを賄まかなうことは通常のランサー業務では難しい、それはレイのおっしゃる通りだと思います。ですが、彼女たちの高い能力が活用できるのは戦場だけではないはず、日常生活の中でもきっとみんなの役に立てる場面があるはずです。そう、例えばこんなときに……」

　マリールイズはファイルを閉じ、脇わきに抱える。そして、

「いらっしゃいませ！　空いてる席へどうぞ！」

　いきなり満面の笑みで言い出した。さらに、

「はーい、ただ今、お伺いします。エールがお二つとポテトフライですね。かしこまりました！　シェフ、ツー・エール、おあとポテフラでーす！」

「……にゃんだこれ」

　啞あ然ぜんとするアメリアたちの前で、いつものアルバイトの様子をパントマイムで演じ始めた。

「どうしたの、レイナちゃん？　ああ、エールはこうやって注つぐんだよ。ん？　何ですかアルバレスさん。もうやだー、『すっかり看板娘だね』だなんて。私だってもう一年も勤めてるんですから、後輩の面倒を見たって不思議じゃないでしょ？」

「……おめー、誰と話してんだよ」

　マリールイズは架空の常連客や実在しない後輩とひとしきり話したあと、

「あ、そろそろシフト終了の時間だわ。それではみなさん。お先に失礼しまーす」

　と、仕事を切り上げる。ふう、と息をつくと、笑顔が消えた。カーテンの前まで歩き、客席のほうを向くと、両手を組み合わせ、ゆっくり左右に揺れだした。

「わたしはー、名もなき村娘ー。酒場ではたらいているのー」

　ユージンは巌いわおのような顎あごをあんぐりと開けた。

（う、歌い出した！）

　何な故ぜ！　なにゆえに！

　驚きよう愕がくし、硬直したユージンをよそに、マリールイズは歌い続けた。

「まいにちーが、充実ーした日々ー、でも心配事があるのー」

　そこでマリールイズはどこか遠くを見ながら、はきはきと独白を始めた。

「私は酒場の看板娘、村から街へ働きに来ているの。毎日とても忙しいけれど、優しい店長、愉快な同僚たちに囲まれ充実した生活を過ごしているわ。そもそものはじまりは一年前……」

「……あたし、寝るから。あのお遊戯が終わったら起こしてくれ」

　アメリアは呆あきれながら木箱の上に丸まると、看板娘が村から街へ出てきた経緯の説明の間に寝息を立てていた。

　独白を要約すると、マリールイズ演じる村娘は森の一軒家でおばあさんと二人暮らしをしていた。街へ出で稼かせぎに出ることになった村娘は生来の明るさと元気で、紆う余よ曲きよく折せつの末、酒場の看板娘へとのし上がったのだが、最近、何やら心配ごとができた、らしい。

「そしてついに看板娘にのぼりつめた私。でも最近、不安なことが。それは森に残してきたおばあさんのこと。近頃、流行はやり病やまいが巷ちまたで猛もう威いを振るっていると聞くわ。おばあさんは元気でいるかしら」

　マリールイズは、ぺたん、と座り込み、床に視線を落とした。

「今すぐ森へ帰っておばあさんに会いたい。でも森までは遠いし、道中には魔獣も現れるわ。それに看板娘である私が簡単にシフトを空けるわけにはいかない。とても今すぐ向かうことは不可能なの。はあ、一体どうしたらいいのかしら」

　深くため息をつくマリールイズは、はっと何かに気付いたように耳をそばだてた。

「何かしら？　この不思議なメロディ」

「……何も聞こえぬでござるが」

　耳に手を当て、きょろきょろと辺りを見回すマリールイズにユージンがつぶやく。と、それに合わせるようにカーテンの陰から歌声が聞こえてきた。

「きゅーきゅっきゅ、騎き竜りゆう便ー。とっても早い、騎竜便ー。あなたの荷物を運びますー。大きな翼で運びますー」

「この歌は一体？」

「……それはこちらが聞きたいことでござる」

「騎竜便って一体何かしら？　『騎竜』のところはわからないけど、『便』ということはきっと運送業者なのね。私の力になってくれるかもしれないわ！」

「……何な故ぜ、そのような結論に？」

「騎竜便さん、待ってちょうだい！」

　ユージンの指摘を無視し、マリールイズは立ち上がる。瞬間、カーテンの裏で灯あかりが付き、カーテンにドラゴンのシルエットが浮かび上がった。

「きゃあっ！　魔獣だわ！　こわい！」

「ははは！　お嬢さん、安心して！　これは魔獣じゃないよ。騎竜なのさ！」

　ついに、カーテンの後ろから第二の出演者が現れてしまった。軽装姿のティアナは何故か少年口調で、颯さつ爽そうとマリールイズの前に立った。

　そして、ユージンたちの視線に気付いた瞬間、彼女は「う……！」と呻うめき、俯うつむいてしまった。よく見ると、マリールイズとは違い、ものすごく恥ずかしそうに顔を真っ赤にし、目を潤うるませている。

　そんな彼女をよそに、マリールイズは舞台を進行する。

「騎き竜りゆう？　騎竜って何なの？　それにあなたは？」

「き、騎竜は……」

　ティアナが口ごもり、微妙な間が空く。焦るマリールイズはレイたちを気にしながら、その間を埋めるように台詞せりふを繰り返す。

「騎竜便とは一体、何なの？」

「騎竜は……あの……」

「騎竜便さん！　声が小さくて聞こえないわ！　騎竜って一体何なのかしら！」

「ひっ……！」

　せっぱつまった看板娘から放たれた異様な重圧感。それに負け、ティアナは半ば自や棄けぎみに台詞を始めた。

「騎竜は！　昔から人間と暮らしてきた、人懐っこい、心優しいドラゴンなのさ！　僕はティアナ。街から街、村から村へ、この騎竜ウーゴと一緒に手紙を届けているんだ！」

「竜と一緒に手紙を運ぶなんて聞いたことないわ。何て斬ざん新しんなの！」

　看板娘はほっとした様子を浮かべると、何な故ぜか、客席に向かってセールスポイントを強調した。

「そうだわ、ティアナ。私のお手紙を森まで届けてくれないかしら」

「いいよ。森なら明日には届けられるよ」

「ええ！　通常なら四日はかかる行程をたったの一日で！　一刻も早くおばあさんの安否を確認したい私のニーズにぴったりのサービスだわ！　……ああ、でも、森はとっても危険よ。本当に大丈夫？」

「僕にはこの騎竜がついているからね。騎竜は重い物を運ぶことはできないけど、とっても速く飛べるし、とっても強いから安心なんだよ。その代わり、料金は少し割高になるよ。騎竜の維持費が掛かるから」

「そうなの？　でも、一般的な郵便よりも格段に早い輸送速度、そして力強い騎竜を使うことによる信書の安全性を考えたら、料金に見合うだけの価値はあるわ！」

　看板娘は手紙を書くふりをして、ティアナに手渡した。

「これをお願い」

「引き受けた！　それじゃ、行ってくるよ！」

　ティアナは颯さつ爽そうとカーテンの陰に消えていく。

「よろしくねー」

　手を振る看板娘。彼女は後ろ歩きでカーテンを引っ張りながら舞台の袖そでに下がる。

　カーテンの裏にあったのは、

「ここは森の一軒家。街からは遠く離れています」

　一つの寝台、そして何な故ぜか、ソフィが臥ふせっていた。

「……ソフィ、何をしてるでござるか？」

　口に出したユージンをやはり無視し、ソフィは手にしたフラスクからエーテルを飲み、台詞せりふを始めた。

「けほけほ、私はうら若きおばあさん。うっかり風か邪ぜを引いてしまい、エーテル片手に絶賛病気療養中です」

　台詞の様子がおかしい。台詞と言うより、酔っ払いの独り言だ。アルコール入りのエーテルで、すっかり出来上がっているようだ。

「ただの風邪ではありますが、何しろ森の一人暮らし、体調を崩くずすととても心細いです。美人薄命とも言いますしね。うふふ」

　不安なのか何なのかよくわからない口調で台詞を言うと、例の歌が聞こえてきた。

「きゅーきゅっきゅ、騎き竜りゆう便ー。とっても安心、騎竜便ー。あなたの荷物を守りますー。大きな牙きばで守りますー」

「あら、何かしら。この心が穏やかになる歌は」

「こんにちは！　騎竜便です。手紙を預かってきましたよ」

　ティアナが颯さつ爽そうと寝台の前に現れ、一礼した。淡々と驚くソフィ。

「これは騎竜ではありませんか。騎竜で郵便配達なんて、何て斬ざん新しんなんでしょう」

「どうぞ、お孫さんからですよ」

　手紙を受け取るふりをするソフィ。一瞬で手紙を読み終えると、目め頭がしらを押さえた。

「あの子から手紙とは何と嬉うれしいことでしょう。すっかり元気が出て、病も治った気がします。なお、これは個人の感想であり、実際の効能を保証したものではありません」

「お孫さんはとっても心配しているよ。手紙を出して安心させてあげたらどうかな？　もちろん騎竜便でね！」

「まあ、商売上手ですね。でも、いい考えです。ああ、こんな素晴らしいサービス、もっと広がればいいのに」

「……と、このように騎竜便は二つの心を結ぶことに成功しました」

　二人の前に、脈みやく絡らくなくマリールイズが現れた。

「騎竜は重い物を運ぶことはできません。ですが、その速度は、人の想おもいを繫つなぐことができるのです。さあ、歌いましょう！」

　マリールイズがティアナとソフィに呼びかけると、二人はそれぞれマリールイズの隣に並ぶ。迫真の演技を見せるマリールイズ、ほろ酔い加減のソフィ、そして、顔を真っ赤にしたティアナは一列になり、観客席に手を掲げながら騎竜便のテーマを口ずさんだ。

「きゅーきゅっきゅ、騎竜便ー。とっても早い、騎竜便ー。

　あなたの手紙を届けますー。大きな翼で届けますー。

　きゅーきゅっきゅ、騎き竜りゆう便ー。とっても安心、騎竜便ー。

　あなたの手紙を守りますー。大きな牙きばで守りますー」

　彼女たちは歌いながら、ゆっくりと舞台袖そで、倉庫の出口へと消えていった。

「…………」

　啞あ然ぜんとなるユージン。寝ているアメリア。

　しばらくして、すました様子のマリールイズが戻ってきた。

「以上で発表を終わります」

「……演出過剰に磨きがかかってるでござるな」

　ユージンを無視し、マリールイズはまとめに入った。

「これが私の提案する〈白き盾〉の新しいサービス、騎竜による手紙の配達『騎竜便』の事業計画です。騎竜の特性、それは機動力と長い航続距離です。それは騎馬の全速力を軽く超え、一日の移動距離にして三百キロに達します。

　ただし、騎竜には欠点もあります。それは重量のある物は運べないというもの。馬車とは違い、荷車を引くことはできません。どうしたらいいか？　普通に荷物を運ぶにはコストが掛かり過ぎてしまいます。速度が必要になり、軽くて価値のある商品とは？

　そう、それは郵便です！　情報、それは無限の価値を秘ひめた商品！　情報は軽く、早ければ早いほど価値があります。郵便配達こそ、騎竜に適した事業と言えるでしょう！　手紙ならたくさん運べますし、量も稼かせげます。きっと利益も上げられるはずです。どうでしょう。試してみる価値はあると思うのですが！」

　マリールイズの演説が終わった。緊張した面持ちでレイの様子を窺うかがう。ユージンは腕組みをし、レイを横目で見た。

　レイが重々しく口を開いた。

「……わかりました。やってみましょう」

「何と!?」

　驚くユージン。しかし、一番驚いていたのは提案したマリールイズのようだった。彼女は目を瞬しばたたかせて、たずねた。

「ほ、ほ、ほ、ほ、本当ですか！」

「ええ、竜騎士の能力を輸送業務に用いるというのはいい考えだと思います。情報に目を付けるのも、理にかなっています。それでこれからの計画は？」

「ええと！　ええと！」

　マリールイズはばたばた、紙束をめくった。

「まずはどれくらい費用が掛かるのか計算して、それからどれくらいの依頼があれば利益が上げられるのか考えて、それからそれから！」

「わかりました。とりあえずはあなた一人で計画を進めてみてください。俺はクエストが終わるまで手伝えませんが、相談には乗りますから」

「ありがとうございます！」

　マリールイズはレイに駆かけ寄ると手を握ってぶんぶんと振った。

　それから、ティアナたちの待つ外へ駆けていき、興奮のまま、まくしたてた。

「やったー！　やったー！　やりましたよ！　レイとの交渉を取りまとめました！　私が密ひそかに温めてきたプレゼンテーションが実を結びました！」

「あの！　これ本当にプレゼンテーションなんですか！　歌う必要って本当にあったんですか……!?」

「必要に決まってるじゃありませんか。これからのランサーには演技力や自己表現能力は必須。あなたは立派にランサーとしてのキャリアを積んだのですよ」

「歌も演技もランサーには関係ないと思うんですけど……！」

　そこへソフィがぼそりと口を挟んだ。

「マリールイズ、何かお忘れではないですか？」

「ソフィ、忘れるわけがないでしょう？　さあ、慣れない作業で精神的にも疲労したでしょう。エーテルで喉のどを潤うるおしてください。ふふふ」

「ありがとうございます、うふふ」

「今、慣れない作業って言いましたよね！　やっぱり関係ないですよね！」

　そして、ぱちん、と手を叩たたく音。

「さあ！　ウーゴくんとごはんを食べながら、明日からの予定を確認しますよ！　ソフィも知恵を貸してください！」

　話をまとめるため、三人は屋上へと上がっていく。

　残されたのは、ユージンとレイと眠っているアメリアだった。

　ユージンは不安を覚えた。マリールイズに全すべて任せてしまっていいのだろうか。

「何とまあ……本当にいいのでござるか？」

　レイにたずね、ユージンは巌いわおのような顎あごを地面に落としそうなくらい、あんぐり口を開けた。

　レイが涙を流していた。舞台を見つめたまま、静かに泣いていたのだ。

「何を泣いておるでござるか！」

「え？」

　レイは、自分ではじめて気付いたかのように、目を拭ぬぐった。

「いえ、思っていたよりしっかりしていたので、感心してしまって」

「あれで泣くのはおぬしか実の父親くらいでござろう……」

　ユージンはふらふらと立ち上がった。

「ほれ、アメリア、そのまま寝ると風か邪ぜを引くでござるよ」

「にゃ……？」

「全く、解せぬ……」

　寝床を作り始めるユージン。もぞもぞと寝返りをうつアメリア。

　レイは一人、いつまでも舞台のあった場所を見つめていた。





　　　　◆






　クレアは、ぼうっと窓の外を眺めていた。

　結局、竜騎士の移籍話についてはあやふやになってしまった。

　それにしても惜しい。上司殿は何を考えているのだろう。あの竜騎士と騎き竜りゆうを野に捨て置くだなんて。戦力としても申し分ないだろうし、注目度という点でもばっちりだ。それとも、旧大陸ガリアランド・竜騎士団の威光は新大陸には届いていないのだろうか。いっそ、旧大陸の父上に相談してみようか。父上の騎士団でなら引き受けてもらうこともできるのではないか……。

「おい」

　帽子の庇ひさしを叩たたかれた。クレアが顔を上げると、背せ広びろ姿の男が立っていた。

〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の運営職。自分の上司だ。

「何を呆ほうけてるんだ。まだ竜騎士のことを考えていたんじゃないだろうな」

「滅相もない！　騎竜など全く可愛かわいくありませんから全然うらやましくありません！」

「……何でもいいから、さっさと用意をしろ」

〈黒銃士隊〉ポートファロス支部。

　その一室。今、ここにはクレアとその上司、そしてランサーたちがいた。六名の屈強な戦士たちだ。砲兵や術士系のランサーはいない。街中でそんなものをぶっ放すわけにはいかないからだ。相手が魔獣ではなく、人間だと言うのならなおさらだ。

　自分たちがここに来た理由は魔獣と戦うためではなかった。

　しばらくして、ドアがノックされた。

「ガスパール商会の者です。お迎えにあがりました」

　上司はランサーたちに頷うなずいた。

「行こう」




　ポートファロスの目抜き通り。

　ガスパール商会。建物のプレートにはそう記されている。四階建て、煉れん瓦が造づくりの何の変哲もない建物だ。

　ガスパール商会は海運業で知られていた。ファロス地方の船の半分は彼らのものとも言われている。その他にも、不動産、鉱山の開発、金融業。ファロス地方では知らない者がないほどの商家だ。

　運営職の男は注意をしながら、中へと入る。ランサーがついているとはいえ、用心に越したことはない。

　案内され、応接室に入る。趣味のよい瀟しよう洒しやな内装。旧大陸との雰囲気と似ていた。飾ってある絵画や美術品は旧大陸から運ばれたものだろう。

　一流の大手商家。それはあくまで表向きのことだということも知っていた。

「支配人がお会いになります」

　使用人がドアを開け、続けて青年が入ってきた。一見、優男に見える。上品に背せ広びろを着こなした、長髪の男性。

　とても、海賊の首領とは思えない。

　ガスパール商会。その裏の顔が武装商船団であることは公然の秘密だった。ファロス湾を武装船団で支配する非合法組織。彼がその首領、エンリケ・ガスパールだった。

「遅かったですね。我々が通達を出して、もう一ヶ月ですか」

　ガスパールは言った。思ったよりも穏やかな口調だった。

「どうしてこんなに時間が掛かったのです？」

「うちはあなたたちとは違うのです。〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉が独断で決めるわけにはいかない。ギルド同士、理性的な話し合いをして合意を得るには、当然、時間が掛かる」

「それで返答は？」

「ロックフォートはあなたの要求を拒否する。それが結論です」

〈黒銃士隊〉は封筒を差し出した。封ふう蠟ろうには〈黒銃士隊〉の紋章、銃十字が描かれている。

「あなたの要求は、『今後、ファロス地方のランサー業務の営業権及び、ランサーライセンスの交付権はポートファロスの管理委員会が有する』。それで間違いはないですか？」

「ええ」

「とても正気とは思えない。ガスパール商会がロックフォートのギルドを排斥し、全すべてのランサー活動を取り仕切る。こんな要求が本当に通ると思っているんですか？」

「この要求は正当なものだと考えている」

　ガスパールは言った。

「ロックフォートのギルド会議所が有しているとされているランサー業務の営業権。それをポートファロスとはじめとするファロス地方は承認していない。ファロスの人々が自分たちを守るギルドを選ぶ権利を有している、私どもはそう考えている」

「人々の権利、といいますがね、管理委員会の実態はガスパール商会傘下の組織が名を連ねる傀かい儡らいだというのは周知の事実でしょう？」

「市庁舎との連名の要求をも拒むというのですか？」

「市庁舎だってあなたのものじゃありませんか。ギルドは私的な利益だけではなく、公共の利益も考えなければならない。とても飲める内容じゃない。これを認めれば今後、ファロス地方で何かあったとしても、ロックフォートのギルドは手出しできないことになる」

「公共の利益。あなたたちの口から出ると滑こつ稽けいでしかない。これまであなたがたが何をしてくれたというのです。この地方に産業が根付く以前、報酬を支払えないという理由でこの地を見捨ててきたあなたたちが」

　青年は封筒を取り、中身を改めた。

「人々を守ってきたのは我々、ガスパール商会の船だということを忘れてもらっては困る。そして、もはや、ファロスはロックフォートのランサーを必要としない」

　便箋を破り捨てる。青年は窓の外を見た。そこからは港が見えた。舷に大砲を備え付けた大型船が、その威を示すように停泊している。

「銃、大砲。戦力とは数だ。今やガスパールはそれだけの力を有している」

「あくまでも要求を押し通すというのですか？」

　運営職の問いに、ガスパールは立ち上がった。

「我々は通達のとおり、即時行動を開始する。どうなるか見ているがいい」






四、武装商船団






「お世話になっておりまーす！　私、ロックフォートのランサーギルド〈白き盾〉のマリールイズ・ヴァイスシルトと申します！　本日は全く新しい郵便、騎き竜りゆう便のご紹介に……」

　ばたん。目の前でドアが閉じられた。

　笑顔のまま固まるマリールイズ。やがて、その赤い瞳ひとみがじんわりと潤うるんでいく。

「ギルドマスター……？」

　商家の前、ティアナに呼びかけられ、マリールイズは、はっと振り返る。そして涙目のまま、不敵に笑ってみせた。

「ふふふ、大丈夫でしたか、ティアナ。営業活動には挫ざ折せつがつきもの。序盤から強敵続きで、大層驚いたのではありませんか？」

「私は大丈夫ですが、ギルドマスターが……」

　おろおろするティアナをよそに、マリールイズは商家のドアを振り返った。

「それにしても、ご挨あい拶さつの時点でドアを閉められるとは予想外でした。歌唱パートにまで漕こぎ着つければ勝算もあるのですが……」

「歌でどうやって勝つのか全然わかんないですが、こうなった以上は全力で歌いますから……！」

　何な故ぜかティアナも目を潤うるませて、ぐっ、と拳こぶしを握った。

　クレイ半島、街道にある小さな村。騎き竜りゆう便の営業活動を繰り広げていたマリールイズは手帳を見ながら、ティアナへ説明する。

「ウーゴくんの食費を捻ねん出しゆつするためには、値段は一件当たり五〇〇リィルとかなりの強気設定をしたとしても、最低、週五十件の依頼を受けなければなりません。そのためにはとにかく営業活動で多くの依頼を獲得することです。まだまだこれからですよ！」

「はい！」

　頷うなずくティアナ。そこへレイがやってきた。

「マリールイズ。試算の結果が出ました」

「レイ、待ってました！」

　マリールイズは、ぱっと笑みを浮かべた。そして、得意気にティアナに言った。

「こんなこともあろうかと、レイに見積もりを精査してもらっていたのですよ。レイなら、もっとコストを抑おさえることができるはずですからね」

「な、なるほど！　さすがギルドマスター！」

「ふふふ、それでどうでしたか？　もっと値引きをしても大丈夫ですか？」

　期待の笑顔を向けるマリールイズに、レイは言った。

「計算の結果、損そん益えき分ぶん岐き点は一件当たり、一五〇〇リィルになりました」

「……え？」

「五〇〇リィルではいくら引き受けても利益は出ません」

　固まるマリールイズ。レイは筆記板の用紙を捲めくり、淡々と言った。

「あなたの試算では地価の上昇の見積もりが甘く、倉庫を借りるにしても、かなりの費用を見込まなければならないことがわかりました。依頼の数を週五十件とすると、封書一通あたり、一五〇〇リィル以上にしないといけません」

「しょ、商売の基本は薄はく利り多た売ばいです！　それならば、今よりもっと営業をかければいいだけです！」

「さらに。船舶を使った輸送業者の価格を調べてみたところ、一通二〇〇リィルが相場だそうです。向こうは船を使っていますから、安価に大量に運ぶことができるんです。ですから注文を取るためには何かもっと工夫をしないと」

「おおおう……」

　呻うめくマリールイズ。そして、心配そうなティアナに気付き、ぐっと拳を握った。

「いいでしょう！　千の訪問で足りなければ一万件訪問するまで！　行きますよ！」

「はいっ！」

「もうすぐ出立です。昼過ぎには向こうに着きたいので、ほどほどにしてください」

「わかってます！」

　クエスト途中にもかかわらず猪ちよ突とつ猛もう進しんするマリールイズと、追走するティアナ。

　ユージンがぽつりと言った。

「すっかり師弟のようでござるな。これも人徳というか何というか」

「は、馬鹿馬鹿しい」

　馬車の荷台で欠伸あくびをしていたアメリアが言った。

「ポンコツのそばにポンコツが寄ってくるだけだろ。くだらねー」

「アメリアはティアナにマリールイズ殿を取られて拗すねてるでござる」

「にゃんだと！」

　食ってかかるアメリアを適当にあしらうユージン。

　師弟関係。確かにポートファロスを出立してから、ティアナのマリールイズへの心酔ぶりはすさまじいものがある。

「ところで、本当に見込みがあるのですか？　騎き竜りゆう便は」

「……潜在的な需じゆ要ようはあると思うんですが」

　ソフィにたずねられ、レイは表情を曇らせた。

「ガリアランドでは伝書に騎竜を使っていたと聞きますから、不可能ではないと思います。しかし、もともとは王家のためのサービスですから、維持するためには膨ぼう大だいな費用が掛かるんです。それに騎竜は量が積めませんから、そのぶんどうしてもコストが掛かります。ティアナの他に、ヒューマンの大人一人と手荷物でぎりぎりですから、スピードや踏とう破は力を付加価値としてつけられないと商売になりません。騎竜を養うだけの十分な需要があればいいのですが、それだけの顧客を見つけるまでは時間が掛かるでしょう」

「それまでは赤字でござるか」

「何か、早期に利益を上げられる、大口の依頼があればいいのですが」

「そんな都合のいいものがあるでござるか」

「……もしかしたら、あるかもしれません。それで、少しこの辺りの倉庫の様子を調べてみたいので、荷物を見ていてもらえませんか？」

「は？　あるのであったら、どうしてマリールイズ殿を止めないのでござる？」

「いえ、まだ確証がないので。それに……もう少し、あの人がやりたいようにやってもらいたいんです」

　レイは目に焼き付けるように、民家のドアをノックするマリールイズを見た。

　彼女は進化している。

　俺の知っている彼女は、ただひたすら理想を追いかける人だった。無理難題にひたすら力尽くで立ち向かい、依頼をこなしていた。

　でも、今回は違う。彼女は現実的な方法を取ったのだ。騎竜の利点と欠点をきちんと把握し、他者との違い、強みを生み出した。そこに付加価値をつけ、利益を出し、騎竜を現実的な方法で養おうとしている。

　確かに、まだ甘いところもある。今のところは思いつきの範はん疇ちゆうを出ていない。

　しかし、彼女はまだ変わろうとしていた。俺が立ち止まっている間に。







「島が見えてきましたよー」

　ティアナは上空から、馬車に向かって叫ぶ。一足早く、ティアナはウーゴを駆かり、島の上空へ到達した。海風を翼に受け、ウーゴが高度を上げる。ティアナの故郷は海と山の狭間はざまの辺へん鄙ぴなところにある。ウーゴにとって海は慣れたものだ。

　ポートファロスを発たって三日目。クレイ半島の南海岸線に沿った街道を抜け、一行はそこへ辿たどり着ついた。

　岬の先から、板橋が伸び、その先に三日月型の島があった。

　広い砂浜。島の中央には岩山がそびえている。岩肌には道が切り開かれ、あちこちに空いている洞どう窟くつと繫つながっている。あちこちに人の手の加わった形跡があった。

「ウーゴ、大きな船がいるよ」

「キュー」

　ティアナは騎き竜りゆうを駆り、島の反対側へと回る。

　島の中ほどから海の色が変化していた。鮮やかな青から、深い群青へ。そこから海が深くなっているのだろう。

　断だん崖がいの入り江。そこには桟さん橋ばしがあり、大きな船が停泊している。人々が岩山の中から物資を積み出しているのが小さく見えた。

　頂上には大きな灯台があった。それは一見、要よう塞さいのようにも見えた。大自然に、魔獣に対抗するために、そのような機能を持っていたに違いない。

　その島が目的地、エルバ村だった。




　本土から島へ続く板橋。マリールイズは馬車に一時停止を命じた。

「さあ、初めてのお客さまの前ですよ。みなさん身だしなみを整えてください！」

「……こっちは疲れてんだから、余計なこと言い出すなよ」

「そうはいきません。ランサーはギルドの顔、清潔感は欠かせません。みなさんの……」

　マリールイズは言いかけ、黙り込んだ。赤い瞳ひとみが、島を凝視している。

「マリールイズ？」

　レイが呼びかける。だが、マリールイズは空間を凝視したまま動かない。

「にゃんだ？　ポンコツ、とうとう壊れたか？」

「マリールイズ、どうかしましたか？」

　ようやくマリールイズは、はっと我に返った。

「い、いえ、何でもありません。さあ、行きましょう！」

　板橋を進んでいくと、砂浜の集落に行き着いた。

「ハインツ商会のご依頼でまいりました。ロックフォートのギルド〈白き盾〉です！」

　民家に呼びかけると、そこから若者が姿を見せた。マリールイズがハインツ商会の紋章の入った手紙を差し出すと、若者は頷うなずいた。

「中にご案内します。どうぞこちらへ」

　若者の案内で、岩山に開いた洞どう窟くつへと馬車を進ませる。

　中は鉱山というより、砦とりでのようだった。馬車が楽に進めるほどの整備された洞窟を行くと、やがて大きな空間に行き着いた。壁を切り開いて通路を作り、集合住宅のように部屋が作られている。中央の広場には村人が行き交っている。空間のあちこちから通路が伸びていて、さらに別のスペースへと繫つながっている。数十年に渡る開発の痕こん跡せき。岩山は蟻ありの巣ように切り開かれ、この島自体が一つの大きな建物になっていた。

　岩山の反対側へ行くと、急に視界が開けた。崖がけに展望台のようなスペースが作られ、そこから大洋が一望できた。眼下には港があり、桟さん橋ばしが海へと突きだしていて、今も大型船が停泊している。隣接する空間には倉庫があり、村人たちが港から揚げられたらしい荷物を運び入れていた。

　若者は港にいた老人に近寄っていった。

「村長、ハインツ商会の使いのかたが到着しました」

「はじめまして！　ロックフォートのランサーギルド〈白き盾〉ギルドマスターのマリールイズ・ヴァイスシルトと申します！　以後、お見知りおきを！」

　マリールイズが、ぱっと笑みを浮かべる。対照的に村長の顔は曇っていた。

「そうですか。わざわざ来てくださってありがとうございます。実は、荷物の引き渡しの前にお話しがあるのですが……」

「？　何でしょう？」

「ここでは何ですので、どうぞこちらへ」

　村長が洞窟上部への階段を上がっていった。

「みんな、先に行ってください。俺は物資を倉庫に入れてしまうので」

「そうですか？　じゃ、お願いします。こちらが終わったら手伝いますから」

　マリールイズとランサーたちが上階へと上がっていく。

「積荷はどこに置けば？」

「じゃあ、そこの倉庫の空いてるところに置いといてくれ」

　村人の指示に従って、倉庫用のスペースの前に馬車を進ませた。

　レイは倉庫に入り、薄暗い空間に目を凝こらす。積み上げられた木箱の山。

　生家にいたときのように、士官学校にいたときのように、積荷の置かれた場所、木箱・麻袋の量、保管状況を確認していく。

　もし、この倉庫が自分の思う通りの状況なら騎き竜りゆう便のビジネスに活いかせると思うのだが……。これだけではまだ何とも言えない。やはり事情を話して、倉庫の回転率など詳しい情報を聞かせてもらったほうがいいかもしれない。

　奥に足を踏み入れた瞬間、レイは奇妙な感覚に襲おそわれた。臭においだ。どこかで嗅かいだような独特の香り。木箱の一つに張られた札にその答えがあった。

（これは……）

　乾燥薬草。ハインツ商会にあったようなものだ。臭いの正体は明らかになったが、違和感は消えようとしなかった。その原因に思いを巡らせていると、

「おい」

　背後から呼びかけられた。振り返ると、倉庫の入り口、〈白き盾〉の馬車の辺りに複数の男たちがいた。屈強な体格、日焼けした肌、服装から見て船乗りらしかった。

「お前らがロックフォートのギルドか？」

「？　そうですが」

　レイがこたえると、頭かしららしい大男が前に立ちはだかった。こちらを値踏みするように、にやにやと見下ろしてくる。頭が顎あごをしゃくると、部下らしい男たちは〈白き盾〉の馬車にとりついた。

「やれ」

　合図とともに男たちが馬車から木箱を放ほうり捨てた。さらに木箱を叩たたき壊こわし、食料品を地面にぶちまけ、足で踏みにじっていく。

「何をするんです！」

　止めに入ろうとしたレイは、直後、地面に転がされ、激しく咳せき込こんだ。腹部に強い痛み。呼吸ができなくなるほどの衝撃。

「ここで商売をするなら、ガスパール商会の許可が必要になる。それを憶おぼえておけ」

　それから、見守っている村人たちに叫んだ。

「よく見ておけ！　お前たちを守っているのは誰なのか！」

　村人たちは男の視線を避さけるようにただ遠巻きに見ているだけだ。男はさらに続けた。

「これでわかっただろう！　ロックフォートの腰抜けどもと、俺たちガスパール商会と、どっちが頼りになるのかをな！」

「「「ロックフォートの腰抜けども？」」」

「ああ？」

　船乗りたちが振り返る。背後にいた三人のランサーが、凶悪な笑みを浮かべていた。




　決着はあっという間についた。

　呻うめきながら地面を転がる男たちに、ユージンが手を払いながら告げる。

「義を見てせざるは勇無きなり。正義は果たされるのでござる」

「乱らん暴ぼう狼ろう藉ぜきなど、悪徳ですよ」

　ソフィが宝ほう杖じように傷がついていないか、光にかざしながら眺める。船乗りたちの間を飛び回りながら暴れ散らしていたアメリアがへたり込んでいるレイの頰ほおをぺちぺち叩たたいた。

「情けねーな。相手は一般人だぞ」

「うるさい……」

　起き上がるレイ。同じようにユージンたちの背後で船乗りたちがよろめきながらも立ち上がってくる。

「さて、こやつらはどうしてくれようか」

「やめてください！」

　階段の上から、村長が叫ぶ。

「お願いです。これ以上のことはどうか！」

「……え？」

　村長は船乗りの頭領に頭を下げる。

「この人たちは、ここに来るのは今日がはじめてのギルドなんです。みなさんの言う通り、品物はガスパール商会にお渡しします。これは酒さか手てに」

　そう言って、布袋を渡す。ユージンに打ちのめされた頭領が、気まずそうに鼻を鳴らし、金を受け取ると、部下に指示を出す。

〈白き盾〉の見ている前で、男たちは倉庫に入ると、荷物を港へと運び出していく。

「一体、どういうことなんですか？」

　レイは村長に寄り添っているマリールイズにたずねる。彼女は無言のまま、眉まゆ根ねを寄せていた。そして、憔しよう悴すいしきった村長がランサーたちに告げた。

「お願いします。ガスパール商会とこれ以上のいざこざは起こさないでください」

「ガスパール商会？　彼らは一体……？」

　村長は男たちの視線を気にしながら、小声で言った。

「ガスパール商会は表向きの姿に過ぎません。彼らは……武装商船団なんです」




　船が出航する。それを見下ろしながら村長は語り出した。

「ガスパール商会が武装商船団を生業なりわいとしているのは公然の秘密なんです」

「武装商船団？　そんな海賊みたいなものがまだ存在しているんですか？」

　レイが驚いて尋ねる。村長が顔を曇らせた。

「あくまで商船団です。昔は海賊同然と聞きましたが、私が知る限り、もうそんなことはしていません。彼らはファロス湾の海運そのものを仕切っていますから、そんなことをする必要もないのです」

　村長は沖合を眺める。武装商船団の大型船がゆっくりと進んでいく。

「ガスパール商会はファロス湾の要所に拠点を持ち、他の海運業者にも睨にらみをきかせています。彼らに逆らえば、ここでは商売するどころか、生きていくことさえできません」

「そんな連中、どうして行政府は野放しにしているんです」

「行政府は手出し出来ないのですよ。彼らがいなければファロス湾は無法地帯になっていたでしょう。ここで魔獣と戦っていたのはランサーや行政府ではなく、彼ら武装商船団だったんですよ。行政府は力が足らず、ここまでは衛えい士しを送り込むことはできなかった。もちろんそれは彼ら自身の利益のためだったのは確かです。でも、この土地のような辺境に投資をし、開発し、守ってきたのは彼らだというのも事実です。彼らがいなければこの地は治められない。行政府は彼らを必要悪だと考え、多少のことなら見て見ぬふりをしてきたんです」

　眉まゆ根ねを寄せたマリールイズが口を開く。

「私たちでよければ相談に乗ります」

「今まで、行政府やロックフォートのギルドが何をしてくれたんです。ここに産業がなかった頃、見捨ててきたのに、今さら……」

　村長は言いかけ、やめた。

「すみません。あなたたちに言っても仕方のないことでした。とにかく、魔ま晶しよう石せきはお渡しできません。ハインツさんにもそうお伝えください」

「待ってください！　俺たちは依頼を受けてここまで来たんです」

　レイの声が大きくなる。マリールイズはレイの腕に触れた。

「レイ、仕方ありません。みなさんに迷惑を掛けるわけにはいきません」

「品物が持って帰れなければ契約不ふ履り行こうになってしまうんですよ！　ハインツさんだって利益が出せずに、うちへの報酬だって無くなってしまうかもしれないのに……」

「ハインツさんには私から謝ります。レイは心配しないでください」

　マリールイズは頭を振り、村長に言った。

「ご迷惑をかけて申し訳ありませんでした。一晩だけ、島にご厄介になります。明朝一番には出立しますので」

　マリールイズが言うと、村長は黙って頷うなずいた。




「にゃんだよここ。何にもねーじゃねーか」

　砂浜につまらなそうに座り、アメリアが言った。

「日光浴しようにも、思ったよりも潮しおの流れが冷たいようですね」

　毛布にくるまりながらソフィが言った。

「ここはあんまり漁が盛んではないそうでござる……海の幸さち……」

　ユージンが呆ぼう然ぜんと言った。

「あ、あの先輩方」

　後ろからティアナがおどおどとたずねた。

「んだよ、新入り」

「ギルドマスター、あのままでいいんですか……？」

　ティアナは砂浜を指さした。

　少し離れた砂浜でマリールイズは黄昏たそがれていた。ポートファロスでのティアナのように、膝ひざを抱えて海を眺めている。

「ポンコツがポンコツで失敗するなんていつものことだろ？　ほっとけよ」

「でも、ものすごく落ち込んでいるようですが」

「ああ？　守しゆ銭せん奴どはどこ行ったんだよ。お守りはあいつの仕事だろ？」

「『輜し重ちよう車しやの悪魔』さんもすごく落ち込んだ様子で『一人にしてくれ』と……」

「……役に立たねーな」

　ソフィとユージンが顔を見合わせた。

「どうするでござる？　最近、マリールイズ殿のフォローはレイに任せっきりだったでござるし」

「このままでは今後の日程に差し支えるというか、ギルドの存続の危機ですしね」

　ソフィがつぶやき、銀貨を取り出した。ユージンが言った。

「では、表で」

「……裏は好きではないのですが」

　ソフィが銀貨を弾はじいた。




「マリールイズ？」

　ソフィが呼びかけると、マリールイズは物憂げな顔を上げた。それから再び海を見つめ、言った。

「ソフィ。最古こ参さんのランサーとしてご意見を伺いたいのですが」

「どうしました、あらたまって」

「私、ギルドマスターに向いてないんでしょうか？」

「今さら何を。そもそも何をもって向いていると判断していたのですか？」

「ソフィぃ……」

　マリールイズは眉まゆ根ねを寄せ、もじもじと、砂を弄いじりながら言った。

「私だって、レイみたいになりたくて、いろいろ勉強してきたつもりなんです。『輜重車の悪魔』は無理でも、せめて『輜し重ちよう車しやの小悪魔』くらいにはなりたいと思って……」

「そんなつまみ食いを生業なりわいにしているいたずら妖精のようなものに憧あこがれないでください」

「でも結局、役に立てなくて、レイの足を引っ張ってばかりで。今回も私がしっかりしていればこんなことにはならなかったんじゃないかって……」

「まあ、そうですね。あなたは未熟者です」

「…………ぁぅ」

　マリールイズは少しためらってから、たずねた。

「あの、ソフィ。もし、レイがギルドマスターだったら……」

　それを遮さえぎるように、ソフィが言った。

「向いてなかったら、あなたはギルドマスターを辞めるつもりなのですか？」

「え？」

「私たちを捨てて、酒場の看板娘として気楽に過ごすつもりですか？」

「そんなわけないじゃありませんか！　みなさんが出て行くと言わない限り私は……！」

　反論しかけたマリールイズは目を瞬しばたたかせた。ソフィは微笑を浮かべていた。普段、あまり見せないような微笑。

「私に言わせれば、レイも未熟者ですよ」

　そう言って、ソフィは振り返る。ランサーたちがこちらを見つめていた。ユージンはおおらかに、アメリアは何だかんだ心配そうに、ティアナは不安を隠そうともせずに。

「ポンコツだけでは駄目なように、守しゆ銭せん奴どだけでも駄目なのですよ。レイはある面では確かに優秀でしょう。利益を追う力はありますが、それだけでは人はついてきません。あなたのようにポンコツだからこそ、人の信頼を得られることもあるのです」

「ソフィ……」

「で・す・が」

　ソフィはマリールイズのほっぺたを両手でぐいぐいつねった。

「いふぁふぁふぁふぁ……」

「だからと言って調子に乗ってはいけませんよ。レイの言うようにお金が必要なのは確かなのですから。いくら人望があったとしても、ちゃんと報酬が払えないところに人は来ません」

　ソフィは手を離し、頰ほおを押さえるマリールイズに言った。

「パーティのロールと同じように、人にはそれぞれ役目があるものですよ。彼がちゃんと非情だから、あなたが安心してお人ひと好よしでいられるように、レイもまた、あなたがちゃんとお人好しだから、安心して非情でいられるのです。それならば、あなたのやるべきことは決まっているじゃありませんか？」

　マリールイズはソフィを見つめ、そして、ぱっと笑みを浮かべた。












「助言ありがとうございます」

「お役に立てて何よりです。ギルドマスター」

　ソフィはまた、元の氷のような無表情に戻った。

「レイを探してきます。すぐに晩ごはんの用意をしますから」

　マリールイズは立ち上がり、服の砂を落とした。そのときだ。

「おい、魚だぞ！」

「すごいな、これは！」

　砂浜で村人の声が上がった。

　海面に変化が起こっていた。穏やかだった海に、白波が立っていた。

　魚の群れだった。数千、数万、見る限り海面に魚が浮かび上がり、溺おぼれているかのようにヒレをばたつかせていた。

　マリールイズの視線は水平線の一点に釘くぎ付づけとなった。

　沖に、白い雲が湧わいていた。入道雲のようだが、そうではなかった。雲は海面にのし掛かるように広がっていく。そして、その雲を突き抜けるように黒い影が見えた。

　島。本来あるべきではない場所に、突然、島が現れていた。

「災さい厄やくの島」

　マリールイズがつぶやいた。ソフィが聞き返してくる。

「災さい厄やくの島？　聞いたことがあるようなないような」

　雲はみるみる大きくなっていく。白い雲はこちらへと広がり、そして、そこから黒い点が溢あふれ出だした。

　それを見た瞬間、マリールイズは弾はじかれるように動いていた。

「避難を！　ここはもうすぐ魔獣に襲おそわれます！」

「にゃんだよ。魔獣なんかどこにいるんだよ」

「お願いアメリア！　力尽くでも構いません！」

　マリールイズは砂浜を駆かけだしていた。

「避難してください！　魔獣が現れます！」

　砂浜から小舟を出そうとしていた村人たちに叫ぶ。マリールイズが指さす方向を見て、村人は笑った。

「あれはグラフ島だ。蜃しん気き楼ろうだよ。たまに潮しおの流れが変わって、見えるときがあるんだ」

「……あれ？　グラフ島ってあっちの方角か？」

「どっちだっていいだろ。心配いらないよ。霧が来るまで少しある。それまでに捕まえるだけ捕まえちまおう」

　漁に出ようとする村人の前に、マリールイズが立ちはだかる。

「今すぐ、逃げてください！　他の人たちにも知らせないと！」

「魚が逃げちまうだろ。さがってな」

　マリールイズを無視し、村人が小舟を押す。

　刹せつ那な、マリールイズの視線が険けわしくなる。腕を振り上げ、小舟に叩たたきつけた。

　船の舳へ先さきが粉々に砕け散った。

「死にたくなかったら早くしなさい！」

　怒号が海岸線を貫つらぬいた。あまりの剣けん幕まくに砂浜が静まりかえる。村人ばかりか、アメリアたちさえ目を点にしている。その間にもマリールイズは指示を飛ばす。

「ティアナは空から索さく敵てきを、雲には絶対に近づかないで！　ソフィ、馬車をお願いします！　ユージンとアメリアは手分けして村人に危険だと伝えてください！」

　声に潜む切せつ迫ぱく感かんが伝わったのか。ランサーたちの表情が変わる。各々、使命を果たすために、砂浜を駆け出した。




　岩山の上に一人立ち、レイは物思いに耽ふけっていた。

　俺は何を見ていたのだろう。

『新しい顧客を失うところだったから』。ハインツ商会で聞いた言葉。

　新しい顧客。その裏にある事情。どうして、今まで取引のなかったところから依頼が来たのか。それも、ハインツ商会のような小さな商人に。

　みんな、知っていたんじゃないのか。ガスパール商会の動きを。大きな商家も大手ギルドも、魔ま晶しよう石せきに関する取引にトラブルが起こっていることを知っていて、依頼を引き受けなかったんじゃないのか。

　俺は浮かれていた。調査を怠おこたってはいけなかった。調べる方法はいくらでもあったはずだ。大手ギルドの運営にそれとなく探りを入れることもできたはずだ。それなのに、新しい定期収入に目がくらみ、その裏にあるリスクに気付かなかった。そして、ギルドに損失を与えた。利益を考えろ。マリールイズに偉そうに言った言葉が跳ね返ってきた。

　突然、鐘が打ち鳴らされた。

　岩山の方角から、せわしなく聞こえてくる。

　レイは村へと駆かけだしていった。洞穴外の集落に近づくにつれ、人々の大声が聞こえてくる。どこかへ避難するように声を掛け合っているようだ。

　慌あわてふためく村人たちの中、マリールイズが指示を出していた。

「どうしたんですか？」

「災さい厄やくの島です！」

　レイは硬直した。記憶の中から言葉の意味が浮かび上がってくる。

　レイは村の向こうに目を凝こらす。沖合に霧が出ていた。そして、その上に黒い島が浮かんでいた。地図には存在しない島。

　海はまだらに染まっていた。鮮やかだった群青に、染みのように黒い部分が見える。蠢うごめく黒。それが霧から吹きだし、海を染めていく。

　耳を不快な音が覆おおう。砂を搔かき分わけるような音が、海岸から聞こえてくる。

　そして、それが姿を現した。無数の蜘く蛛ものような魔獣。それが軍団レギオンのように村に押し寄せようとしていた。

「！」

　レイは腰の剣に手を掛ける。抜き放とうとしたが、なぜか、右手がいうことを聞かなかった。

「んにゃろー！」

　砂浜に爆発が起こった。アメリアの撃ち放した大砲が魔獣の群れに直撃した。吹き飛ぶ魔獣の遺い骸がい、それを乗り越えて、次々に魔獣が押し寄せる。

「アメリア！　避難を優先して！」

「優先たってどうすりゃいいんだよ！」

　マリールイズの声に、次弾を装そう塡てんしながら、アメリアが怒鳴り返してくる。

「避難できる場所は？　普段はどうしてるんです!?」

「岩山の中の教会に！　あそこは元々、砦とりでがあった場所ですから……！」

「みんなをそこへ避難させてください！」

　マリールイズの指示に、村人が駆かけ出す。

「ギルドマスター！　反対側からも魔獣が！　島はもう囲まれてます！」

　騎き竜りゆう上のティアナが頭上を旋回しながら、叫んでくる。ソフィが問いかけてくる。

「どうします？　私見ですが、非常にまずい事態かと」

「…………！」

　マリールイズは苦く悶もんの表情を浮かべた。それから、

「ティアナ！　ティアナ！　降りてきてください！」

　マリールイズは上空に向かって叫ぶ。それから彼女はレイに言った。

「私たちはここで魔獣を防ぎます。あなたはティアナと一緒にロックフォートに向かってください」

　レイは言葉を失う。呆ぼう然ぜんとなっているうちに、騎竜が村に着陸した。

「ティアナ！　レイを連れてロックフォートに向かってください！」

「ロックフォートですか……？」

「援軍が必要になります。一刻も早く、このことを知らせなくてなりません」

「で、でも、ギルドマスターたちはどうするんですか！」

「村の人たちと岩山に立てこもります。みんなとなら数日、耐えられるはずです」

「……わかりました！」

　ティアナは頷うなずき、騎竜の手た綱づなを引き、騎竜の体勢を整える。マリールイズはレイに向き直った。

「レイ、あなたはロックフォートに戻り、ギルド会議所にこのことを報告してください。災さい厄やくの島と伝えれば、きっとすぐに動いてくれるはずです」

「ま、待ってください！　俺も戦います！」

　レイは腰の剣を抜き払った。

「最悪の事態を考えなくてはなりません。あれが、私の想像する通りの災厄の島なら、今すぐに手を打たなくてはなりません」

「だとしても、戻るならギルドマスターであるあなたです！　俺じゃない！」

「私はギルドマスターです。ここを離れるわけにはいきません。それに私よりもレイが戻ったほうが……」

「嫌です！　ロックフォートに知らせるだけならティアナでも、いえ、ティアナだけのほうが早いはずです！」

「ティアナはロックフォートに来たばかりです。ギルド会議所の人たちのことも知りません。これはレイにしかできない仕事です」

「俺はこんなときのために！　人々を守るために騎士を、ランサーを目指したんです！　俺も一緒に戦います！」

　マリールイズはわずかに眉まゆ根ねを寄せた。そして、躊躇ためらったのち、言った。

「あなたがここにいても、邪魔なだけです」

　体の中が、冷たくなったのを感じた。

「私はランサーでした。あなたの力量はわかっています。自分を守り、村人を守るには、力が足りません。ここに残るより、やってもらわなければならない仕事があるんです」

　わかっていた。

　彼女が俺の力を信頼していないのは。

　彼女とはじめてクエストに出たとき。彼女はレイを庇かばった。

『スノウホワイト』との決戦前。彼女の不安そうな顔を思い出した。

　それでも、力が及ばないとは口にはしなかった。クエストを重ねるにつれ、戦闘を任せてくれるようにもなった。だから、少しは認められている、そう思っていた。

　そうじゃなかった。彼女は、ずっと不安を押し殺していたのだ。レイが騎士を思い描き、前線に立っていたときも、ずっと不安だったに違いなかった。

　はっきりと言葉にされた衝撃は、とてつもなく大きなものだった。

「五日。今日から五日間、保たせてみせます。その間に援軍を」

「もう魔獣が来ます！　すぐに飛び立たないと！」

　ティアナが手た綱づなを操りながら叫ぶ。レイは動けなかった。マリールイズは意を決したように、レイの体を引いた。手から剣が落ちる。衝撃から立ち直れないまま、マリールイズのすさまじい力にされるがまま、レイは鞍くらに乗せられていた。

　マリールイズがティアナに頷うなずいて見せた。ティアナはレイの体を引き上げた。

「ウーゴ！　行くよ！」

　ティアナが合図をすると、騎き竜りゆうはどたどたと駆かけ出す。速度がついたところで翼で空を叩たたき、体を宙へと持ち上げた。

　上空へと舞い上がっていく。

　鞍くらに横たわったレイはマリールイズへと手を伸ばす。

　その手は何も摑つかむことはなかった。彼女の姿が、あっという間に小さくなっていく。

　逃げ惑う村人たち。その中に、アメリア、ユージン、ソフィの戦う姿があった。

　灯台。海岸。村。島。そして、島の全景が明らかになった。

「まだ、こんなに……！」

　ティアナの戦おののく声。

　黒い点。それが白い砂浜を埋め尽くそうとしている。それだけではない。海面にまだら模様のように黒い染みが広がっている。

　それが全すべて魔獣だった。数千の魔獣が辺りを埋め尽くしていた。

　騎竜の体が、さらに上空に舞い上がっていく。島はみるみる小さくなり、やがて海の中に消えていった。




　海上から騎き竜りゆうが飛び立っていく。

　騎竜は何とか魔獣の追撃を逃れながら、上昇していく。

　その間にも、蜘く蛛ものような魔獣が、次々と海岸線に押し寄せてきた。

「にゃーっ！」

　崖がけの上から、アメリアが大砲を撃ち放した。

　海面にアメリアの大砲が撃ち込まれる。水柱が立った。吹き飛ぶ魔獣の遺い骸がい。だが、無数ともいえる魔獣の群れは、次々と砂浜に上陸してくる。

　マリールイズは声をあげ、村人を避難させる。

　避難を知らせる鐘が慌あわただしく響く中、岩山の洞どう窟くつには、次々と村人が逃げ込んでいた。魔獣が目に見えるところにまで迫り、数分前の余裕は消え去っていた。

「逃げ遅れている人は!?」

「子供たちは？」

「来てないのか！　村の裏手にいたはずだが！」

「そちらにはユージンが向かっているはずです」

　魔術を撃ち込んでいたソフィが冷静に告げる。

　やがて、殿しんがりを務めるように、ユージンが坂道を駆かけ上がってくる。足元にも三人の子供たち。背中には背はい囊のうを背負い、腕には幼い子供を抱いている。

　大太刀はすでに抜き払い、魔獣の血で濡ぬれている。追いすがる魔獣、それを一刀のもとに切り伏せる。

「こちらは大丈夫でござる！」

「ありがとうございます！　早く中へ！」

　ユージンが子供たちとともに洞窟の中に駆け込む。

「扉を閉めろ！」

　人々が避難すると、ユージンが鉄扉を閉め、閂かんぬきを掛けた。

　その空間は教会になっていた。

　ざわめきが辺りを包んでいた。

　魔獣たちが扉を叩たたく音。風の鳴り響く音が、空間を満たしていた。

　ざわめきが辺りを包んでいた。

　家族の無事を確かめる者。事態がまだ摑つかめない者。魔獣の姿を仲間に伝える者。

　百人近い村人。

　彼らの不安そうな視線が、中央に立つマリールイズに向けられていた。

　マリールイズは躊躇ためらう。どうするべきか。何をしてはならないのか。考えがまとまらない。

　あの災さい厄やくの島を相手に、立てこもることが本当に正しかったのか。

　忘れるはずはない。忘れるはずはないのだ。

　あの存在が、どれだけの災いを生み出してきたのか。私はこの目で見た。

　前触れなく現れ、魔獣を生み出し、どれだけの人々を屠ほふってきたのか。

　かつて、必ず倒すと誓った存在。

　でも、いつしか理由もなく、もう、二度と現れないのではないか。そう思うようになっていた。災厄の島はいつの間にか伝説の中だけの存在になり、世界は平穏なまま過ぎるのだと、そう漠ばく然ぜんと思っていた。

　そうではなかった。

　災いは必ず訪れる。

　それが今日、この場所だったなんて。

　そのときに、もう、自分に戦う力がないだなんて。






五、〈白き盾〉の名にかけて






「二度目だ。これを見るのは」

　崖がけの上に立ち、ヴァイスシルトは言った。

　眼下には霧が満ちている。そしてそこに浮かぶように異形の島が存在していた。

　パパドプロスはその後ろに付き従っていた。〈白き盾〉のギルドマスター。いや、元・ギルドマスターか。〈白き盾〉はすでに解散してしまい、本人も引退している。

　それなのに、どうしてこんなところにいるのか。どうして、俺まで連れてきたのか。

「四十年。もう、そんなに経たったか」

「いい加減、ここに来た理由を教えてくれ。とっくに引退したあんたがここに来る必要なんかないだろう。俺がここに来る必要も。あの娘を連れてくることも」

　パパドプロスの問いに、ヴァイスシルトはこたえた。

「あれは災厄の島と呼ばれている。俺があれを見たのはまだ駆かけ出しの頃だった。辺境でな。魔ま眼がんの力もまともに操れず、魔獣から身を守ることで精一杯だった」

　パパドプロスは意外に思った。この爺じいさんが弱音のようなものを吐くことは滅めつ多たになかったからだ。

「あれは異界への門だ」

「なんだそりゃ」

「言葉の通りだ。ここではない世界と繫つながり、魔獣を送り込むものだ。先人たちはあれに何度も挑み、敗れ去っていった。とても人の手に負えるものではない」

「見ればわかるよ」

「あれを追うことは、虹を追うようなものだ。決して捕まえることはできない。だが、見ずに済ませるわけにもいかない。俺はあれを倒す方法、破壊する方法、封印する方法を求めて、各地の伝承を集めてきた。再び現れたときに備えてきた。だが、この四十年、災さい厄やくの島は現れなかった」

　ヴァイスシルトは背後、マリールイズが眠っている馬車を振り返った。魔ま眼がんの力を使い過ぎ、今は年相応の寝顔を浮かべている。

「それが今とは。全盛期を過ぎ、もはや諦あきらめ、ギルドを解散したときに現れるとは」

　ヴァイスシルトはそこまで言って、馬車へと歩き出した。パパドプロスは後を追いながら、ヴァイスシルトが帰還する意志を見せたことに安あん堵どした。

「それで俺を連れてきた理由は？　あんたの意志を継ついであれと戦えというんじゃないだろうな」

「そこまで期待はしていない」

「それはどうも」

「だが、憶おぼえておけ。お前も決して無関係ではない。この地上にいる限り、誰しもが無関係ではないのだ」

　ヴァイスシルトは言った。

「あれはいずれ必ず現れる。必ずな」





　　　　◆






　島を飛び立ってから三時間。

　レイたちがポートファロスに辿たどり着ついたのは夕刻だった。

　騎き竜りゆうのすさまじい速度。陸路で二日の距離。それをわずか数時間で踏とう破はしていた。

「ここにも魔獣が……！」

　騎竜を操りながら、ティアナが言った。

　港の防波堤。そこに戦闘の痕こん跡せきがあった。数体の蜘く蛛ものような魔獣の遺い骸がいが、波に揺られていた。数は数体、ポートファロスの衛えい士したちが撃退したのだろう。

　程度の違いはあれど、あの蜘蛛型の魔獣はファロス湾の全域に現れている。

　あの『資料』にあった通りだった。災厄の島は周囲の空間を歪ゆがませ、異界への扉となる。その影響はすでにファロス湾に及ぼされていた。

　騎き竜りゆう上の風圧に抗あらがい、レイはティアナに叫んだ。

「降りてください！　〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の支部があるはずです。彼らに協力を要請します！」

　時間はない。

　残されたのは、四日と数時間。その間に、何としてもロックフォートのギルドを動かし、エルバへ救援に向かわねばならないのだ。





　　　　◆






「結界術は得意ではないのですが」

　教会にある三カ所の扉、そこに術を施ほどこしながら、ソフィが言った。

「少しは魔獣避よけになると思いますが、効果は保証できません。相手が相手ですから」

　反対側の扉を見る。砂浜側の鉄扉は直接外に繫つながっているから分厚く頑丈だ。だが、残り二カ所は岩山の内部、居住スペースに繫がっているドアだ。魔獣が来たら、防ぎようもないだろう。

　マリールイズは空間の中央を振り返る。部屋の中央、そこには百人を超える村人がいた。ソフィが結界術を張る数分、マリールイズは考えを巡らせていた。災さい厄やくの島について説明するべきかどうか、混乱を避さけるため伏せるべきか。

　マリールイズは意を決し、村人に向かい合った。

「私は〈白き盾〉のギルドマスター、マリールイズ・ヴァイスシルトです。『魔ま眼がんの騎士』カール・ヴァイスシルトの末まつ裔えい、そして魔眼を受け継つぐ者です」

　村人たちがざわめいた。村長が前に進み出た。

「一体、何が起きたんです？」

「……あれは災厄の島と呼ばれる存在です。異界への門とも呼ばれ、魔獣の発生源とも考えられています」

　マリールイズは災厄の島について話した。

　人間たちが新大陸を訪れてから、数え切れないほど起きてきた災厄。

　調査体制が整っていなかった過去、原因不明の大災害も数多くあった。

　その大災害のいくつか、その背後に、共通の存在があったことを突き止めたのが祖父、ヴァイスシルトだった。

　彼は各地の伝承を集め、数十年の周期で『島』が現れ、大規模な厄災を引き起こしていたことを発見したのだった。

「五年前、新大陸のウェストエンドにも災厄の島は現れました。その周囲には魔獣が大量に溢あふれ、私も救助クエストに駆かり出されました」

　息を吞のむ声が聞こえた。

「到着したとき、半径五キロにあった十を超える集落がすでに全滅。討とう伐ばつ隊は島に攻撃を加えようとしましたが、魔獣たちを駆除し、危険域を封ふう鎖さすることで精一杯でした。そして、ある日突然、島は消失しました」

「消える？　それはどれくらい先のことなんですか？」

「そのときは約一ヶ月。記録によれば数日のときも、あるいは一年にわたって魔獣を吐き出し続けたこともあったそうです。それがいつになるのか、誰にもわかりません」

　村人たちの顔に陰が浮かぶ。誰かが口を開いた。

「ここから逃げ出そう！　まだ橋は残ってるはずだ。本土にさえ行けば……」

「半径十数キロは危険域です。ここでは未踏のダンジョンと同じ密度で魔獣が犇ひしめきあっています。ランサーは三人だけ。全員、安全圏まで逃げることはとても不可能です。私はそう考えています」

　マリールイズは掌てのひらを掲げ、村人に見せた。

「五日間、ここで耐えるんです。今、〈白き盾〉のランサーがこの事態をロックフォートへ知らせに行っています。援軍が来るまで、私たちが魔獣の侵攻を食い止めます」

「半径五キロの集落は全滅したって言ったじゃないか！」

　村人の一人が声を上げる。村長が言葉を継つぐ。

「ここには嵐や魔獣への備えもあります。ですが、正直、ここまでの数の魔獣は想定していません。一週間分の食料が蓄たくわえてありますが、しかし、それも上のエリアに行かないと……」

　洞どう窟くつがかすかに振動する。岩山に押し寄せた魔獣が、獲物を求め、さまよっている気配が、岩山のあちこちから伝わってくる。

　一つ一つの決断が、背中にのし掛かってくる。その一つでも間違えれば、百人の村人ごと、ここは全滅する。

「どうか、私を信じてください。我々は一心同体です。誰一人、見捨てはしません」

　マリールイズは深呼吸し、ランサーに告げた。

「アメリアはここに残って村人の護衛を。ユージン、ソフィ。私たちはここを出て、物資を調達しにいきます」





　　　　◆






　災さい厄やくの島の出現から六時間後。

「ロックフォートが見えてきましたよ！」

　騎上でティアナが叫ぶ。レイは返事ができなかった。騎き竜りゆうの鞍くらにしがみつきながら、かろうじて首をまわした。

　円形の都市。闇やみの中、そこにはすでに灯あかりが点ともされていた。

「大広場に着陸できますか……!?」

「わかりました！　ウーゴ！」

　ティアナは左足に体重を掛け、手た綱づなを引く。

　騎き竜りゆうの体が傾く。騎竜の背が垂直な壁のように感じられた。上空から落下しそうな感覚に、レイは両手に力を込めた。

　騎竜が旋回し、東から、通りに沿うように高度を落としていく。高台になっている城じよう郭かく区を目印に進んでいくと、高層建築に囲まれた大広場に辿たどり着ついた。ティアナは外縁に沿って旋回。手綱を引くと、騎竜は首を起こし、翼を羽ばたかせた。

　大広場を進んでいた馬車、片付けをしていた商人たちが驚く姿が見える。

　減速した騎竜は、大広場の中央にある銅像の上に、小鳥のように軽やかに着陸した。

　翼をたたみ、休息を取るウーゴ。レイは地面に降りようとする。途端に、体に痛みと痺しびれが走った。ウーゴにくくりつけられたレイの体は、一日の強行軍で固まりきっていた。

「レイさん、待ってください！　今、手伝いますから」

　ティアナが言った。彼女は騎竜を操り続けていたにもかかわらず、疲れた様子も見せない。レイは彼女の手助けを断り、鞍くらから降りる。

　よろめきながら、レイは銃十字の紋章の入った建物を見つけ、そちらに駆かけていった。〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉本部の重厚な扉を叩たたく、中から、運営職らしい背せ広びろ姿の男が現れた。

「〈白き盾〉のレイ・ブラウンです！　ヴィルトールさんに取り次ぎを……！」

　レイは〈黒銃士隊〉の印章が入った封筒を差し出した。




　傭よう兵へい街、そこはいつもと変わらない光景だった。災さい厄やくの島の知らせはまだ、誰も知らない。ここまで知らせが来るまで、あと一日は掛かるはずだ。

　酒場に入る。

　誰もいなかった。ランサーたちのいるいつものテーブルは空のまま。カウンターの中にいるドワーフの店主も見当たらない。

　二階に駆け上がり、最初のドアを開く。マリールイズの部屋。マリールイズのいない部屋。資料の詰め込まれた本棚に挟まれ、ベッドが置いてあるだけの質素な部屋。

　レイは本棚の資料を手に取った。古いファイル。災厄の島のレポートは記憶通りの場所にあった。レイはそれを抱え、一階に戻る。

「何かあったのか？」

　ドワーフの店主がいた。酒場のフロアから、こちらを見上げている。

　レイは言葉に詰まった。

　謝罪の言葉が、口をついて出そうになるのをかろうじてこらえた。

　謝れば、俺は逃げ帰ったことになる。俺は逃げるために来たんじゃない。みんなを助けるために、戻ってきたんだ。

「マリールイズたちは……」

　レイは顚てん末まつを話した。ドワーフの店主は表情を変えなかった。

　そうか、店主はそれだけ言い、カウンターに戻っていった。

　一瞬、店主の顔に諦てい念ねんのようなものが見えた。ランサーの生き死に、ランサーの運命を多く見てきた者の言葉。

　レイは、躊躇ためらったのち、言った。

「みんなは必ず連れ帰ります！　必ず……！」

　店主は料理に戻り、もう言葉を返すことはなかった。

　レイは罪の意識に追われるように、酒場を出た。




　大広場に戻ると、銅像の足元に鎮ちん座ざする騎き竜りゆうが見えてきた。その傍らに座り込んでいたティアナが、レイを見つけ、跳ねるように立ち上がった。

「ギルドマスターたちは？」

「もう集まってるみたいです！」

　ティアナが建物を指さす。見ると、大広場に複数の馬車が待機していた。客車つきの豪華なもの。ギルドマスターたちはすでに〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉本部の中にいるようだった。

　レイは〈黒銃士隊〉の本部へ駆かけていく。

　入り口にいた運営職は何も言わず、レイを通した。階段を駆け上がっていくと、四階の廊下に、大手ギルドの運営職が待機しているのが見えた。人混みをかき分け開け放たれたドアに向かうとそこは円卓の大部屋で、二十数名の背せ広びろ姿の男たちが席に着席していた。

　皆、見覚えがある。大手・中堅ギルドのギルドマスターたちだ。

「お待たせしました！」

　レイは資料を手に、円卓の前に立った。

「〈白き盾〉に保管されていた災さい厄やくの島の資料をお持ちしました！」

　ギルドマスターたちは、レイを冷めた視線で迎え入れた。

「その必要はなかった」

「え？」

「市の図書館に災厄の島に関する資料が保存されていた。故ヴァイスシルト、〈白き盾〉の先代が寄贈したものだ。このときのためにな」

「彼は災厄の島の専門家だった。ヴァイスシルトは生涯に渡り、災厄の島の調査を続けていた。その資料を行政府へと寄贈していたんだ。五年前、ウェストエンドに現れたときも赴おもむき、詳細を記録している。我々の知っていることは彼の知っていることと等しいか、それよりも少ない」

「あれは数十年の周期でこの世界に現れ、災さい厄やくを振りまく。あれは異世界への扉なのだ。その周囲の空間は歪ゆがみ、魔獣の出現率が大幅に高まる。全すべての魔獣はそうやってこの世界へとやってきた。ヴァイスシルトの言葉を信じるならだが」

「彼は災厄の島に備えるように言い残し、逝せい去きよした。だが、こんなに早く現れるとは」

　ギルドマスターたちが落ち着いた口調で言った。

「それで対応策は！　どこまでまとまったんですか!?」

　レイはたずね、円卓の中央を覗のぞき込こんだ。

　クレイ半島とファロス湾の大地図が広げられている。そこに目印と赤い線が加えられている。それを前に、ギルドマスターは誰も口を開かなかった。そのときレイは、室内に微妙な空気が漂っていることに気付いた。

「行政府とギルド会議所の執行部が対応を検討した」

　口を開いたのは〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉のギルドマスター、ヴィルトールだった。

「結果、まずは情報収集、そして、各都市への経路を確保することになった。現在、魔獣の出現率上昇によって都市が分断されている。千名のランサーを動員、クレイ半島方面、ファロス湾方面、行政府方面の三方面に分かれ、街道を確保する。のちに防衛ラインを形成し、徐々に魔獣を駆逐していく」

「それで、エルバへの到着はいつ？」

　わずかな沈黙。そして、古こ参さんのギルドマスターが口を開いた。

「二週間、早くても二週間だ」

　その言葉に、レイは立ち尽くした。

「待ってください！　それでは遅すぎる！　〈白き盾〉のメンバーは最前線のエルバ村にいるんです！　一刻も早く救助に行かなければ！」

　レイの悲鳴のような声に、古参のギルドマスターは淡々とこたえた。

「魔獣の出現域はクレイ半島を中心に広域に広がっている。危険域には五つの都市が巻きこまれている。半島に三つ、ファロス湾内の島々に二つ。我々は優先してこれらの都市を守らなければならない」

「現在、そのどの都市とも連絡が取れないでいる。どれだけの魔獣が待ち受けているのか、行ってみるまでわからないんだ。警戒と戦闘を伴う進軍。とても進行速度は上げられない」

　レイは腹に力を入れ、円卓のギルドマスターたちに立ち向かった。

「〈白き盾〉から提案があります！　船を使いましょう！」

　レイは指をポートファロスに下ろした。

「車輪の軸と輻ハブ・アンド・スポークです。拠点をロックフォートでなく、もっと前方、ポートファロスに置くんです。現在の進行ルートは陸路、Ｌ字型の半島に沿って都市を制圧するルートです。これでは時間が掛かりすぎます。一度、全軍をポートファロスに移動させ、そこから、船を使い各地へランサーを送り込みます。これなら各地への平均距離は変わらず、同時に進行可能です。四日後にはエルバ島まで到達できるはずです！」

「危険過ぎる。同時に攻略するということは、それだけ一カ所に当てる戦力が減ることになる」

　古こ参さんのランサーにレイは反論した。

「一つのルートに数百名のランサーは過剰です。この魔獣の密度なら、数百名単位の戦闘が起こることは考えづらい。集中させ過ぎればランサーの稼働率が低下するだけです」

「少なければ全滅する可能性があるんだぞ」

「騎き竜りゆうを使えばいい」

　レイは古窓の外を指した。

「騎竜はすぐにでも動かせる状態です。空から各都市へと連絡をつけ、魔獣の数と侵攻度合いを測ります。それを元に、適材適所で行動すれば危険は大きく減らせるはずです。海上戦闘もガスパール商会に依頼すればいい」

　その名前が出た瞬間、ギルドマスターたちの表情が変わった。

「奴やつらは武装商船団だぞ。それがわかっているのか」

「そうだ、ガスパールに貸しを作れば、何を要求されるか」

「だから何だと言うんです！　使えるものは使うべきでしょう！」

　レイは円卓に手を突き、ギルドマスターたちに訴えた。

「お願いします！　今は利益や勢力争いなど忘れるべきです！　マリールイズたちはあの島の村人たちと一緒に、最前線で待っているんです！」

「残念だが、彼らは諦あきらめたほうがいい。少なくとも覚悟はしておけ」

　その言葉に、レイは絶句しかけた。

「資料によれば、半径五キロ圏内で生存した村はない。これはその資料にも書いてあることなんじゃないのか」

「無理をして救援隊を送ることはできない。我々はこの地域の安全、そしてランサーの命にも責を負っている。無謀な判断はできない」

「何を言うんですか！　これは無謀な計画じゃない！　きちんとした裏付けのあるものです！」

「我々はこれから防衛計画をまとめなければならない。邪魔をするのなら、出て行ってもらうぞ」

　合図とともに、運営職がレイに近づく。

「待ってください！　俺はギルドマスターと約束したんです！　必ず、五日以内に援軍を用意すると！」

「連れ出せ」

「話を聞いてください！　こんなときに立ち上がるのがランサーギルドじゃないんですか！」

　ドアが閉じられる。取り乱しながら、階下へと連れて行かれるレイの声が、円卓の間から遠ざかっていった。




　レイは追い出されるように建物を出た。

「レイさん！」

　夜の大広場、銅像の下にいたティアナがこちらに駆かけ出してきた。

「どうでしたか……！」

　ティアナの問いに、レイは黙ったままだった。

「どうしたんです！　援軍はいつ？」

「ギルド会議所は動いてくれない。クレイ半島を制圧し、エルバへ救援を出すまで早くても二週間はかかる。とても間に合わない」

「そんな……。じゃあ、ギルドマスターたちはどうなるんですか！」

　レイは歯を食いしばる。そして、大広場を睨ねめ付つけた。行商人、ランサー、さまざまな人々が行き交っている。

「力を貸してください！」

　突然、レイが叫んだ。彼の大声が大広場に反響する。ティアナは目を瞬しばたたかせた。

「今、〈白き盾〉のギルドマスターは危機に陥おちいっています！　ファロス地方が魔獣に襲おそわれているんです！　災さい厄やくの島と呼ばれる存在が、魔獣を送り込んでいるんです！　一刻も早く、援軍を送らなければなりません！」

　いきなりのことに、人々は怪け訝げんな視線をレイに向けた。レイは構わず声をあげた。

「報酬は後で必ず支払います！　どうか！　どうか俺たちに力を貸してください！」

　人々と同じように啞あ然ぜんとするティアナ。

「あなたも声をあげてください！」

「え……？」

「この街の力を借りるんです！　ロックフォートは傭よう兵へいたちの街です。戦力には事欠かない。この街の力なら、災厄の島にだって負けはしません！」

　ティアナはしばらく立ち尽くす。だが、レイの熱気に押されるように、

「お願いします！　力を貸してください！」

　大広場に向け、声をあげはじめた。
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　そこはまさにダンジョンだった。

　島内に張り巡らされた通路。それを一つ曲がるたびに、魔獣が飛び出してくる危険と向き合わなければならない。

　マリールイズは懐かしい感覚に襲おそわれながら、通路の様子を探った。

　魔獣の攻勢には波があった。それは祖父が残した資料にもあった。魔獣の活性と密度が下がっている間に、多くの物資を運ばねばならない。

「大丈夫、行きましょう」

　背後にいたソフィとユージンが頷うなずく。ユージンが巌いわおのような顎あごを歪ゆがめて、笑った。

「ダンジョンなど久しぶりでござる。これはこれで身が震えるでござるな」

「あなたが入るようなダンジョンがあるのですか？」

　ソフィがつぶやく。ソフィは軽口の続きのように、ぽつりとたずねてきた。

「本当に、援軍は来るのですか？」

「……ソフィ？」

「ここには村人はいません。あなたの正直な見立てを知りたいのです」

「大丈夫ですよ。レイならきっと、ロックフォートのギルドを動かしてくれます」

　マリールイズの答えにも、ソフィは感情を見せなかった。

「盲もう信しんなど悪徳ですよ。どうして、そこまでレイを信じるのです？　レイは新大陸へ来て日が浅い。災さい厄やくの島についてもあなたの方が詳しいはず。……恨うらみ言ごとをいうつもりはありません。ただ、私も覚悟を決めねばなりませんから」

「まあ、正確なところは、拙者も知っておきたいところでござる」

　ソフィとユージンに、マリールイズは言った。

「レイは災厄の島を知っています。私よりもずっと詳しく」

「……何と？」

「レイはずっと勉強していたんです。新大陸のこと、ランサーギルドのこと」

　私は知っている。レイが新大陸へやってきたこの数ヶ月間、彼があの街で何を積み重ねてきたのかを。あの部屋でずっと資料を読みふけり、多くのことを知ろうとしていたことを。騎士になりたい、その目標を持ちながらも、運営職としての職責を全うしようとしていたことを。

　彼ならきっと正しい道を探し出してくれる。

「私はレイを信じています。援軍は必ず来ます」

　マリールイズはランサーたちに微笑ほほえみかけた。

　顔を見合わせるソフィとユージン。二人は苦笑すると、マリールイズの後を追って、洞どう窟くつを進んだ。
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「お願いします！　私は〈白き盾〉のティアナ・デ・ラ・フローラです！　みなさんの力を貸してください！」

「今、クレイ半島では魔獣の襲撃が起きています！　一刻も早く、助けに行かなければなりません！　報酬は何年掛かってでも、必ずお支払いします！　力を貸してください！」

　レイたちは大広場に向けて声をあげつづけていた。

　いつの間にか、人ひと垣がきができていた。だが、レイたちに協力を申し出るランサーはいない。通りかかった人々は見み世せ物ものでも眺めるように足を止め、立ち去っていくだけだ。

　それでも、レイは叫ぶことを止めなかった。

「うるさいぞ！　とっくに日は暮れてるんだ！」

　どこからか怒号が飛ぶ。見ると、人垣を割って、どこかのギルドの運営職が現れた。

「さっさと出て行けと言うのがわからないのか！」

「あなたたちには関係ない！　俺はロックフォートの人々に用があるんだ！」

「何だと！」

　レイたちと運営職が睨にらみ合あう。そのときだった。

「これ、使ってちょうだい」

　二人の前に、一人の老婦人が現れた。老婦人は数枚の硬貨をレイたちに差し出した。

「これは……」

「私ね、〈白き盾〉のギルドマスターにお世話になったことがあるのよ。もう大分昔のことになるけど、西の開拓村にいた頃、村が魔獣に襲おそわれてね。そのとき助けてくれたのが〈白き盾〉の先代だったの。私はランサーでもないし、大金も持ってない。これくらいのことしかできないけど」

　ティアナは硬貨を受け取り、瞳ひとみを潤うるませた。

「ありがとうございます……！」

「〈白き盾〉のお嬢さんが危ないのか？」

　そこへ新たな男が現れた。労働者らしい中年の男。走ってきたのか、息を切らせている。

「急いで搔かき集あつめてきたんだ！　これくらいしかできないけど、使ってくれ！」

　男は革の袋をレイに押しつける。

「これは……」

　運営職が言葉を失う。まるで堰せきを切ったかのように、次々と人々が集まってくる。

「みなさん！　ありがとうございます！」

　彼らはあっという間にレイたちを取り囲み、寄付金を渡していく。その熱気に、運営職たちは人ひと垣がきの外へと追いやられていった。




「連中は何をしているんだ」

　古こ参さんギルドマスターの一人が窓の外を見た。

　眼下の大広場、そこで〈白き盾〉の青年と少女が声を上げている。人垣の中からぽつりぽつり、誰かやってきては麻袋の中に寄付を入れていった。

「大したものだ。この時勢、小銭だとしても寄付を出させるとは」

「ヴァイスシルトの名前か、それともあの娘の名前か」

　室内に、重い空気が立ちこめた。

「だが、やれることとやれないことがある」

「被害の状況、戦況の把握、人員の動員。それだけで数日はかかる」

「船を使うにはガスパール商会と交渉をしなければならない。足元を見られれば、一体、いくら要求されるか。とてもやれることじゃない」

「我らは、現実を見なければならない。この戦いを勝ったところで終わりではない」

「いや、この戦いには勝ちはない。負けがつかないようにするだけだ」

「行政府の報酬支払いの確約もない以上、動けるわけがない」

「それが傭よう兵へい稼か業ぎようだ。この商売をしている以上、あの娘だってわかっていたはずだ。わかっていないのなら、はじめから考えが甘かったということだ」

　しばらくの沈黙。奥の席にいたギルドマスターは言った。

「防衛計画をまとめてしまおう。今は犠牲を出さないように、最善を尽くすんだ」

　廊下が騒がしくなった。

　誰かが叫びながら、階段を上がってくる。それを制止しようとする声。だが、声は止まることなく、廊下を突き進んでくる。

　一同の顔がドアに向けられた。

〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の運営職を押しのけて〈白き盾〉の青年が現れた。息を切らせ、額には汗が浮かんでいる。

　ギルドマスターたちは沈黙で青年を迎え入れた。

「ロックフォートの人々が寄付してくれたお金です」

　彼の手には大きな麻袋があった。彼は円卓の前に立ち、ギルドマスターたちに訴えた。

「資金なら用意しました。俺があなたたちを雇います。この金で雇える限り、最高のランサーを出してください」

　反応は様々だった。

　同情。怒り。哀れみ。失笑。

　感情は様々だった。だが、行動は同じだった。

　誰も動かなかった。椅い子すに座ったまま、前の一点を見つめていた。

「お願いします。力を貸してください」

「いい加減にしろ。そんな端はした金がねで何をしろというんだ」

「十億リィルでも不足ですか？」

　青年は言って、袋を円卓の上に放ほうった。上質な天板に金属が打ちつけられる。不快な金属音が鼓こ膜まくを揺らした。

「換金はまだですが、私たちの鑑定では十億は下らない、そう結論が出ました」

　円卓の上に、袋の中身がぶちまけられた。まず、無数の金貨が目に入った。それだけではない、宝石類、貴金属、それが山のように積まれていた。

　部屋の空気が呆ほうけ、そして、凍った。

「この資金で先ほどの作戦を遂行します。このうちの八億リィルは船や物資調達のために業者へ支払い、残りの二億をあなたたちへ支払います」

　狂ったのかと思った。

　それほどまでに、彼は平静に戻っていた。

　先ほどここにいた青年とは別人だった。うろたえ、泣き出さんばかりになっていた青年はいなかった。青年は軍隊風の休めの姿勢で周囲を睥へい睨げいしている。その茶色の瞳ひとみが、暗く燃えていた。

「馬鹿を言うんじゃない。本当に本物なのか？」

「そうだ。それだけの金、こんな短時間で集まるわけがない」

　ギルドマスターの言葉が止まる。

　彼らの、商売人の本能が危機を告げた。

　そうだ。それだけの金額、この短時間で集まるわけはない。じゃあ、何だ？　この宝石類はどこから来た？　一体、こいつは何をしたんだ？

　一人が金貨に手を伸ばした。

　ミカエル・ヴィルトールだった。〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉のギルドマスターは凍った空気の中、いち早く動いていた。

「旧大陸の金貨か」

「何？」

　目を凝こらす。確かにそれは見慣れない硬貨だった。

「金貨だけではないな。装飾の細工を見る限り、宝石類も貴金属も旧大陸で作られたもののはずだ」

　古こ参さんのギルドマスターたちも宝石類に手を伸ばす。

　ヴィルトールは青年を見据えた。青年は身じろぎせず、それを受け止めた。

「物資の調達に八億を支払うと言ったな。その相手は？」

「これを」

　青年は手にしていた筆記板からリストを引き出した。ヴィルトールはそれを受け取り、目を走らせる。

「全すべて、ガスパール商会の傘下にある業者だ」

「ガスパール商会だと！」

「なるほど」

　ヴィルトールは頷うなずいた。

　そのときになって、他のギルドマスターも気付き始めていた。この金を出したのが誰なのか。何のために金を出したのか。

　そして、あの光景の本当の意味。

〈白き盾〉のお人ひと好よしのギルドマスターのために、人々が寄付をしていく光景。

　少なからず、ここのギルドマスターたちの同情を引いたあの光景。

　全てはまやかしだったのだ。ギルドマスターの一人が顔を深紅に染めた。

「あれはお前が仕込んだのか!?　寄付をした連中は全部、お前の手の者だったんだな！」

「…………」

　青年はこたえない。平然と前方を見つめている。

「資金洗浄を引き受けたのか。ガスパール商会から。この金は表に出せない金なのか」

〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉のギルドマスターが言った。





　　　　◆






　眼下にポートファロスの灯あかりが見えてきた。

「ここにも魔獣が……！」

　騎き竜りゆうを駆かっていたティアナは言葉を吞のむ。海面にあの蜘く蛛もの魔獣の遺い骸がいが浮かんでいた。一体、どれだけの魔獣がこの地に現れたのか。マリールイズたちは無事でいるのだろうか。

「降りてください！　〈黒銃士隊〉の支部があるはずです。彼らに協力を要請します！」

　レイが口を開く。ティアナはそれでレイが意識を保っていることを確認する。この数時間、彼はほとんど動かず、口もきかないでいたのだ。

　それがティアナの不安をかき立てた。何を考えているのかわからない。彼は飛び立つ直前、激しく取り乱していた。このままで本当に魔獣たちへの対応ができるのだろうか。

　ティアナは指示に従い、騎竜を着陸させた。レイが地面に降り立つ。

「私は何をすれば？」

　焦じれたティアナがたずねる。事態は一刻の猶ゆう予よもならない。みんながいる島は、今このときもあの大量の魔獣に襲おそわれているのだ。

「ここで待機していてください」

「待機？」

　レイは言い、懐ふところから財布を出した。

「ここでやることがあります。これでウーゴに食事を取らせてください。あなたも今のうちに休息を」

「マリールイズさんは一刻を争うんですよ！　休んでなんていられません！　レイさんは早馬を使ってください。私はギルドマスターを助けに行きます！」

「行ってどうするんです」

　飛び立とうとするティアナをレイは呼び止める。

「あれだけの魔獣の数です。あなた一人が行ったとしてもどうしようもない」

「だとしてもこんなところにじっとなんてしてられません！」

「みんなのために、犬死にする気ですか？」

「犬死にだとしても構いません！　マリールイズさんは私を助けてくれました。今度は私が力になる番です！」

「それはマリールイズの願いじゃない。あなたが犠牲になっても誰も救えない」

　落ち着いた声。そこには感情らしいものがなかった。

　ティアナは、レイの雰囲気が違うことに気付いた。

　普段の頼りなさげな雰囲気とも、島で取り乱したときとも違う。

「最悪の事態に備えなければならない。彼女はそう言ったんです。あれは災さい厄やくの島という存在です。異界への門となり、魔獣を吐き出し続ける。あの周囲には大量に魔獣が湧わき、周囲の集落を襲おそうでしょう。最悪の事態に備えるというのは、それに対抗するということです」

　レイは言った。

「あの人は全すべての人を救うつもりです。あの島だけではない。災厄の島に襲われている全ての人を救う。それが彼女の望みなんです」

　救う。あの島の人々だけではなく、この地域全ての人を……？

「そんなことが……」

「だとしたら、俺はそれを叶かなえる。みんなを救うためには十分な戦力が必要です。あの人は、五日間保たせると言いました。だから、俺はそれを信じます。五日のうちに戦力を整え、人々を救い出す。それにはあなたの力が必要なんです」

　レイの目。深く、暗い炎のようなものが、瞳ひとみの奥で燃えていた。

　レイ・ブラウン。『輜し重ちよう車しやの悪魔』。そして、私の右腕。

　マリールイズの言葉が脳裏に浮かんだ。あの人は彼を信じて、ロックフォートに送り出した。だとすれば、私の為なすべきことは……。

「……わかりました」

　ティアナは頷うなずき、鞍くらから降りた。




　港と市街地を遮さえぎる城壁。衛えい士したちが篝かがり火びを焚たき、警戒にあたっている。そこへ見慣れた黒服の女性を見つけた。

「クレア！　クレア！」

　レイは城壁に走った。レイは名前を呼びながら駆かけていた。

〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉なら、ガスパール商会との連絡がつくはずだ。せめてもの望み。もし、目もく論ろ見みが外れていたとしたら、あの武装商船団と何のコネクションもなしに交渉に臨むしかない。

「どうした、レイ・ブラウン？」

　頭上、城壁の上から黒ずくめの女性が姿を見せた。

「クレア！　頼みがある！」

　レイが言うと、クレアは狼おおかみのような視線を向けてきた。

「私は忙しい。正体不明の魔獣が現れ、調査と警戒に駆り出されたのだ」

「君にしか頼めないことなんだ！」

「あいにくだが、私は〈黒銃士隊〉の運営職だ。つまり、お前とは敵同士だ。その私に……」

「危険な任務だ！　各地に偵察をし、魔獣の位置を把握しなければならない。騎き竜りゆうに乗ってもらう必要があるんだ！」

　クレアは一瞬、止まった。

「本当に騎竜に乗せてくれる……いや、乗らなければならない緊急事態なのだろうな？」

「もちろん！」

「話を聞こう！」




「災さい厄やくの島か……」

〈黒銃士隊〉の運営職は言い、傍らにすました様子で立つ、クレアを一いち瞥べつした。

　……また、余計な話を持ち込みやがって。

　災厄の島。

　その話は聞いたことはあった。数年前、内陸部ウェストエンドに発生した大規模災害。十を超える集落が全滅し、その傷きず跡あとは未いまだに残っている。

　正直、知りたくはなかった。

　完全に、自分の手に余る事案だった。下手をすれば、特級魔獣討とう伐ばつ以上の案件になる。自分は、ガスパール商会への使者としてここに来ただけだ。こんな混乱した状況の中、最前線にいるはめになっただけだ。対応を誤り、自分の責任問題にはしたくない。

　勝手な真ま似ねはできない。市庁舎には報告を済ませたから、行政府には明後日には知らせがいくだろう。最善なのは、ロックフォートの〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉本部に指示を仰あおぐことだ。しかし、それでは消極的な態度だとして、評価に響くかもしれない。結局、こんなところに居合わせた運の悪さを嘆なげくしかない。

〈黒銃士隊〉の宿舎の一室。目の前に座る〈白き盾〉の青年は言った。

「これをロックフォートに知らせなければなりません。この状況を知らせる報告書を作成してくれませんか？　あなたの報告書なら、ギルド会議所も素早く反応してくれるはず。それを俺たちが騎き竜りゆうを使って運びます」

　それくらいなら構わないだろう。明らかな異変が起きているのは確かだ。騎竜を動員して素早く知らせることができたのなら、評価が下がることもない。

「わかった。さっそく報告書を書こう」

「もう一つ、お願いが。ガスパール商会をご存ぞん知じですか？」

「ああ。連中が何かやらかしたのか？」

「反攻作戦には、彼らの大型船が必要になります。その件で支配人と面会したい」

　運営職は絶句した。




　面会。

　ガスパール商会、支配人室。運営職は落ち着きなくソファに座っていた。

　隣には〈白き盾〉の青年。自分が貸した背せ広びろを着ている。

　何を考えているのか。

　相手は武装商船団だ。下手をすれば殺されかねない。

　それなのに彼は落ち着き払っていた。その顔はすでに商売人の顔だった。借り物の背広を、長年着込んできたかのような自然さで着こなしていた。

　クレアといえば、秘書のように、青年の傍らに立っている。

　何な故ぜか、この青年に肩入れし「自分たちだけでも行く！」と言ってきかなかったのだ。

　本当は来たくはなかった。〈白き盾〉のギルドマスターが遠方の島に取り残されていようとだ。しかし、この二人だけガスパール商会に乗り込ませていたら、何をしでかすかわからない。

「どういうつもりなんだ？」

「ご迷惑はかけません。全すべては〈白き盾〉の責任で行います。それなら、一切を知らないほうがいい」

　迷惑はもうかかっている。心でつぶやく。

　支配人が現れた。若き海賊の首領は前回と同じように、優ゆう雅がに背広を着こなし、テーブルの向こうに座った。

「ブラウン商会からまいりました。レイ・ブラウンです」

　レイは言った。手書きのネームカード。そこには紋章が描かれている。噂うわさは本当だったのか。レイ・ブラウンが旧大陸の豪商、ブラウン家の子弟だというのは。支配人はじっとそれに目を落とし、レイはその反応を、食い入るように見つめている。

「それで儲もうけ話というのは？」

「災さい厄やくの島が現れました。その被害を回避することができれば、利益を上げるのと同じ意味を持ちます」

　レイは災厄の島について説明を開始した。

「俄にわかには信じられない」

「各地で狼煙のろしが上がっていたのを見ました。あれはガスパール商会の連絡網でしょう？　異変が起きていることはご存ぞん知じのはずです」

　運営職も反応を探る。ガスパールも、五年前にウェストエンドで起きた大規模災害のことは知っているはずだ。

「ロックフォートの反攻作戦に協力をしていただけませんか。湾の全域をカバーするためには船が、武装商船団の力が必要になります」

「どうして我々が協力しなければならない？」

「あなたたちは半島と湾のあちこちに権益を持っているからです。ロックフォートの作戦に協力すれば、被害を抑おさえることができる」

「我々の身は我々で守れる。そうでなければ、ロックフォートに喧けん嘩かを売るような真ま似ねはしない」

「陸地まではカバーできないでしょう？　それに利用できるものは利用すればいい。ロックフォートのギルドには公共の利益を守らなければならない義務がある。それに応こたえず、見て見ぬ振りをすることはできません」

　公共の利益。数日前、ガスパール自身が言った言葉だ。

「それで戦費は誰が出すのです？　もちろん、ブラウン商会が負担するのでしょうね」

「いいえ。その資金もガスパール商会から出して頂きたいのです」

　空気が変わった。運営職も冷や汗が流れるのを感じた。レイ・ブラウンは何を考えているのか。自分のギルドマスターを救うために、海賊に金まで出せと言うのか？

「……私をからかっているのか？」

「本気です。もちろん、ただとは言いません」

　レイは契約書らしきものを取り出した。

「〈白き盾〉の支払い証明書です。これを買い取ってもらいたいのです」

「……支払い証明書？　それが何だと言うんだ？」

「密輸。あなたがたは旧大陸と密輸をしてるんでしょう？」

　運営職は縮み上がった。噂うわさでは知っている。だが、今、言うことじゃないだろう。

「俺は旧大陸にいた頃、そういった商売を見聞きしていました。新大陸にはめずらしい商材が豊富にあります。希少な薬草、特有の生物、豊富で上質な晶石。海賊が新大陸・旧大陸の税ぜい関かんを通さず、そういった物品を輸送していた。たちの悪い商人はそういった商品を捌さばき、利益を上げていた。それにあなたたちも関かかわっているはずです」

　相手を海賊呼ばわり。もう、頼むからやめてくれ。

「エルバ村のある島は旧大陸へ商材を運び出す拠点です。新大陸の東端に近く、行政府の目も届かない海域。あそこなら外洋に乗り出すのに都合がいい」

「…………」

「晶石の運び出しが必要だとしても、あの港の規模は大きすぎる。それに、俺はあの港に乾燥薬草が保管されているのを見ました。薬草の産地でもなく、大きな需じゆ要ようもないあの場所にあれだけの薬草があるのは不自然です。行政府の税関を通さず、物品の運び入れをすればどうなるか。追つい徴ちよう課か税ぜい、それだけで済めばいいですが」

　脅迫。ガスパールの背後に控えていた男たちが一歩前に出る。牽けん制せいするように、クレアも前に出た。

　頼むからやめてくれ。お前も何を用心棒みたいな真ま似ねをしてるんだ。

　機先を制するように、レイはテーブルに何かを置いた。

　それは硬貨だった。

「薬草、晶石を運び出す代わりに、向こうからは何を持ってくるのか。こちらでも価値があり、嵩かさ張ばらないもの。旧大陸の金貨・銀貨、美術品、宝石類、そういったものだと思います。この部屋にも数点あるようですが」

　レイは室内を見回し、美術品に目を留とめた。同時に緊張が高まってくる。

「一方でそういった物は換金しづらいはず。それを大っぴらに使えるようにしてさしあげます」

「……どうやって？」

　ガスパールはたずねた。からくりの全ぜん貌ぼうが見え始め、落ち着きを取り戻し始めている。

「〈白き盾〉の名前を使います。ロックフォートで寄付という形で資金を募り、換金し、反攻作戦の代金として、その金をガスパール商会に還かん流りゆうする。この混乱の中です、誰も資金の出所を探っている余裕などはない。さらに〈白き盾〉は伝統ある、由緒正しいギルドです。これは、その信頼がある支払い証明書です。この証明書があれば、金は自由にできる」

「その証明書の代償は？」

「手数料として二十五パーセントをいただきます。八億から十億リィルまでは引き受けても大丈夫です。やるのであれば、下手に少額にしないほうがいい」

「我々が安全である保証は？　金を引き出したあと、行政府に売らないという保証は？」

「この二人を証人として置いていきます。それから〈白き盾〉の名前が入った念書を。我々は一いち蓮れん托たく生しようです」

　ガスパールが笑みを洩もらした。

「では、こちらが裏切らないと考える理由は？　金だけ受け取り、船を出さなかったら」

「後ろをご覧ください」

　支配人が振り返る。

　港に浮かぶガスパールの船。その上に騎き竜りゆうが鎮ちん座ざしていた。その背には、槍やりを構えた竜騎士。彼女は武装商船団の船員をものともせず、こちらを見つめていた。

「〈白き盾〉のランサーから逃げられるのなら、それもいいでしょう。俺も、ランサーも死ぬ覚悟でいます。我々を裏切るということがどういうことか。お考えください」

　言下の意味に、支配人が動きを止めた。

　裏切れば、お前を殺す。

「俺は〈白き盾〉を救わなければならない。このファロスに暮らす人々を救わなければならない。そのためなら命は惜しくないのです」

　そのとき、運営職は気付いた。

　この男は、もう壊れていたんだ。












　とっくに正気を失なっていた。荒れ狂う情念の怪物が、それでも壊れない理性の檻おりに閉じ込められ、かろうじて人間の形をしているに過ぎなかったんだ。

〈白き盾〉をどうやって救い出すか。それには何が必要なのか。何い時つまでに動かなければならないのか。それ以外のことは考えてない、いや、考えられないのだ。

　武装商船団との交渉など、もはや盤面の遊戯でしかないのだ。

　ここへ来たことを、運営職は後悔した。何があろうと、かかわりあいになってはいけなかった。

　レイとガスパール。二人は睨にらみ合あっていた。お互い、感情らしいものはなかった。

　レイが言った。

「ガスパールさん。道は二つです。今すぐ、ご返答を」





　　　　◆






（恥ずかしかった……！）

　大広場で、目に涙を浮かべながらティアナは思った。

　みんなの見ている前で、お芝しば居いをするなんて。

　あんな大げさに。あんな大勢の目の前で。あんな大声をあげて。

　でも、私たちは信じ込ませなければならなかった。

「俺たちは『奇跡』を起こさなければなりません。やるなら過剰なほうがいい」

　レイはそう言った。

　奇跡。マリールイズの人望が、奇跡を、たくさんのお金を集めた。

　でも、それは違う。

　彼らはレイが連れてきた人たちだ。それも本当は数人しかいない。服装を変え、入れ替わり立ち替わり寄付をしにきた。

　ティアナにはまだ、これがどういう仕組みなのか、はっきりとはわからない。お金がどこから来たのか、どうしてこんなことをする必要があったのかも。

　それでもわかることがある。

　レイ・ブラウン。『輜し重ちよう車しやの悪魔』。

　彼は、一流の傭よう兵へいたちの目の前に、マリールイズたちを、人々を助けるためお金を積み上げたのだ。

　ティアナは銃十字章が刻まれた建物を見上げた。

　脳裏に、ぐっと拳こぶしを握るマリールイズの姿が現れた。

「これからのランサーには演技力が必要になります！」

　ギルドマスター、あなたの言った通りでした！




　レイとギルドマスターたちは会議室で睨にらみ合あっていた。

　その間には、大量の貴金属が積み上げられていた。

「正気か！　ガスパール商会が海賊だというのは知っていたはずだ！」

「海賊ではありません。武装商船団です」

　軍隊風の休めの姿勢で、レイはこたえた。

「短時間で船を集めるには大手の業者に依頼するしかありませんでした。手を尽くし、結果的にガスパール商会に依頼したに過ぎません」

「しかも、犯罪で得た金を洗浄するだと!?　何を考えているんだ！」

「証拠がありますか？」

「何？」

「寄付をした市民が商会の手の者だという証拠が。彼らが寄付をした財産が非合法活動によって得られたものという証拠がありますか？」

「この……！」

　ギルドマスターの一人が立ち上がりかけ、隣の席の一人に制止された。

「手遅れだな。もうとっくに逃げているだろう」

「証拠も何もあるか！　それ以外に大量の貴金属がここにある理由があるか！」

「言いがかりをつけるつもりですか。これは人々が善意で寄付してくれた財産です。それを有効に使うことに何の問題があります？」

「そんな理屈が通るか！」

「問題は俺や皆さんの見解ではありません。人々がどう思うのかということです」

　レイは窓の近くに立ち、大広場を見下ろした。

「危機が訪れている中、〈白き盾〉が前線で戦っていることを人々は知っています。多額の寄付金があったことも人々は見ている。それでもなお、動かないランサーギルドを人々はどう思うのか」

「…………」

「以前もこのようなことがあったのを人々は知っています。〈アバドン〉が現れたときも、ランサーギルドが利益を優先して動かなかったことを、〈白き盾〉が大きなリスクを冒して討とう伐ばつ隊を出したことを知っています。そして、今、集まった寄付金に難なん癖くせをつけ、動かないでいる。これを人々がどう思うのか、お考えください」

　ギルドマスターたちは言葉を吞のんだ。

　奴やつが、寄付という手段を選んだ理由。資金の流れを不透明にするだけではなかった。

　人々のランサーギルドに対する不満。それを利用したのだ。大金を稼かせいでおきながら、いざというときに立ち上がらない、その陳腐なストーリーに人々を巻きこむためであったのだ。

　寄付とは人々の意志だ。自分は金を出していないとしても、金はロックフォートの人々の意志という性質を持つ。その金を『不正な金』としてはねつけることは、人々の意志をはねつけることでもある。

「みなさんは何も知らなくていい。全すべては〈白き盾〉の責任で行います。これらの換金も心配はいりません。銀行にだって有無を言わせません。資金はこちらで用意した。そして、みなさんには二億リィルを提供しようというのです。十分な報酬のはずです」

　室内の視線が、二点に集まった。

〈白き盾〉の青年。そして、〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉、ミカエル・ヴィルトール。

「皆さん、少し時間をいただけますか？」

　ヴィルトールが口を開く。それからレイに言った。

「こちらへ。二人で話したい」




　二人は、隣室へと移動した。ギルドマスターの居室。この部屋に入ったのはこれで二度目だ。最初は、〈アバドン〉のクエストで交渉に訪れたとき。あのときとは違い、マリールイズはいない。

　ヴィルトールは灯あかりを点ともした。術士風のローブ。撫なでつけた黒髪。ロックフォートを代表する経営者のようには見えない。学者のような雰囲気だった。

　彼は机の向こうに座り、レイに椅い子すを勧めた。

「時間がありません。話というのは」

「ガスパール商会とはどこまで話はつけてきた？」

　ただの質問。

　それに異様な圧迫感を覚えた。このように二人きりになるのは初めてだった。

「すでに船の用意を始めさせています。その保証として、人をつけさせています。必要な物資・食料の確保も。あとはロックフォートのランサーを送り込むだけです」

「協力の引き替えに、資金洗浄を引き受けたのか。そこまで動いているということは、行政府とロックフォートのギルドが動かないと考えていたことになる」

「すぐには動けない。そうは思いました。俺は確実を期さなければならならかった。動くか動かないかわからないものに賭かけるわけにはいかなかったんです」

「もし、迅速に動いていたらどうした。寄付のお膳立てが揃そろわなかったら」

「だとしたら、俺の出番はありません。俺の望みが叶かなうのなら、全てはみなさんにお任せするだけです」

「ガスパールとの協定はどうするつもりだった」

「反ほ故ごにするまで」

　素っ気なく、簡単に言った。

「自分が何をしたのか、わかっているのか？　相手は行政府の法も及ばない武装商船団だ。命を取られていてもおかしくはなかった」

「相手は非合法組織です。何を恐れることがありますか」

「それだけではない。君は〈白き盾〉の名前を使ったのだ。資金洗浄に〈白き盾〉を使った。マリールイズ・ヴァイスシルトの名前を」

　静かな言葉。神父の説教のようだった。あるいは父の説教のような。

「俺が勝手にやったことです。あの人は今、数百キロ先の島にいるんです。知りようもありません」

「周囲はそうは思わない」

「人々はこう思うでしょう。新入りの詐さ欺ぎ師しがやったことだと。このどさくさを好機に、金を集めて逐ちく電でんしようとしていたと。俺は弱い人間です。俺は汚い人間です。やったとしてもおかしくはありません」

「それで、彼女が喜ぶと思うのか」

「生きていなければ、喜ぶこともできません。あの人にどれほど憎まれようと、俺は構いません。あの人が、〈白き盾〉のみんなが生きて帰ってくるのであれば」

「何な故ぜだ？」

　ヴィルトールはたずねてきた。

「何故、そこまでする？」

　たずねられ、レイは言葉に詰まった。

　言葉を出そうとして、急に、喉のどが詰まるのを感じた。

　本心が心から溢あふれそうになった。今、何かを話せば涙が溢れ出てくる、そう思った。

　ミカエル・ヴィルトール。きっとあなたにはわからないだろう。

　何かを求めて、それが手にできた人に、俺のさもしさは理解できないだろう。

　俺は彼女のようになりたかった。

　利よりも義、理よりも仁。そのように生きたかった。

　そのために士官学校へと入り、新大陸へと渡ってきた。

　だが、島が魔獣に襲おそわれたとき、ティアナと一緒にロックフォートに向かえと言われたとき、一瞬でも、俺は思ってしまったんだ。

　これで俺は助かる、ここから逃げられる。

　それから、考え直した。マリールイズたちのことを考えなければ。彼らとともに逃げる方法を探さなくては。

　でも、彼女は違った。災さい厄やくの島を見つけたとき、彼女はすでに考え、動いていた。

　全すべてを救う。そのために。

　そのとき、はっきりとわかったんだ。

　俺は、彼女のようにはなれない。俺に、彼女と同じ道を歩くことはできない。

　どれほど理想を掲げようと、自分という存在がそれを許さないのだ。

　心が、体が、利益を求めるようにできている。目は常に、人の隙すきを探していて、手は勝利を求めている。

　あのときの顔を、ランサーたちは見ていただろうか。自分が助かると知った瞬間のあの微かすかな笑みを。だとしたら、俺はもうあの人たちに顔向けできない。それを隠すために、俺は激げき昂こうしたんだ。あの後ろめたさを打ち消すために。

　俺は弱い。俺は汚い。結局、俺はこういうやり方しかできない。

　だから、俺は決めたんだ。

　どんな手を使ったって、俺はあの人たちを助け出してみせる。

　そして、みんなが無事に帰ってきたら、そのときこそ、俺はあの人の思い描くギルドを作ってあげるんだ。

　あの人が掲げるどんな理想だって、どんな偽ぎ善ぜんだって、どんなわがままだって。

　俺が、力尽くで叶かなえてあげるんだ。

「理由が必要ですか？」

　レイはそれだけこたえた。ヴィルトールは言った。

「相手が災さい厄やくの島だというのなら、まずは都市の安全を優先させなければならない。影響下にある都市の安全を確保しなければ、島への攻撃はできない」

　ヴィルトールが言った。レイは力が抜けるのを感じた。今度こそ、策は尽きたのか。だとしても、できることをやるだけだ。フリーのランサーに片っ端から声を掛け……。

「島への救出部隊を派は遣けんさせるのはそれからだ。三日、それでできると言ったな」

「…………え？」

「ガスパール商会との交渉にあたったのは君だ。責任を取り、兵へい站たんの指揮は君が執とれ。もし、物資が滞とどこおることがあれば、それだけ島への攻撃は遅れることになる。全すべては君の責任となる。それを受け入れるか？」

　立ち直り、レイは言った。

「わかっています！」

　ヴィルトールは席を立ち、隣室へのドアを開けた。

　ギルドマスターたちは全員が立ち上がり、レイとヴィルトールを迎え入れた。

「〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉から提案します。ロックフォートのギルドはただちに行動を開始。第一目標はポートファロス。ガスパール商会と協力し、半島ならびに群島を制圧する。異論がある方はこの場で申し出てください」

　ギルドマスターは黙ったまま、誰も反論しなかった。代わりに、一人のギルドマスターが顎あごをしゃくって、「見ろ」と窓を示した。

　怪け訝げんに思いながら、レイが窓の前に立つ。

　無数の篝かがり火びが大広場を覆おおっていた。そこにランサーたちが集まっていた。

　ロックフォートの傭よう兵へいたち。数百名のランサーが大広場中に犇ひしめき、こちらを見上げていた。

「仕事の臭においを嗅かぎつけてきたのか、それにしてもずいぶん早いな」

「お前が大騒ぎするからだ。まさか、あれもお前の仕込みじゃあるまいな」

　ヴィルトールが頷うなずくと、古こ参さんのギルドマスターが窓から身を乗り出し、怒鳴った。

「ただ今より侵攻を開始する。第一目標、ポートファロス！」

　呼応するように、大広場から鬨ときの声こえが上がった。

　その声が、大広場を、〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の建物を、レイの深しん奥おうを振るわせた。






六、輜し重ちよう車しやの悪魔






　災さい厄やくの発生から十四時間経過。

　夜明け前のポートファロスの港には篝火が焚たかれていた。埠ふ頭とうには船乗りたちが集まり、出航の準備を続けている。その中を〈黒銃士隊〉の運営職は愚ぐ痴ちりながら歩いていた。

「人質に置いてくなんてな。全く、生きた心地がしなかったよ」

「すみませんでした。ガスパールさんは？」

　運営職は倉庫の一画を指した。

　倉庫の一つから、ガスパールが配下を引き連れ、こちらへとやってきた。

「ロックフォートを第一陣が発たちました。午前中にはここへ到着します。状況は？」

「第一陣、五隻の用意はできている。食糧二千食、必要物資は街の備蓄を搔かき集あつめ、ここへ集めてある。宿舎は今のところ、二百人分。足りなければ倉庫で寝てもらうしかない」

　レイは、市街を見やった。

「物資の仕分け、それから運搬に関かかわる人員の数は？」

「二百名」

「とても足りない。もっと集められませんか？」

「何時だと思っている。夜が明けてからでないと、人は集まらない」

「勝負はこの一日です。初動が遅れては意味が無い」

　レイは筆記板から地図を引き出した。数日前、騎き竜りゆう便の構想のために記しておいたものだ。そこには倉庫の位置と街路の位置が記されている。

「この街には物資が集まりすぎている。ここはファロスへの入り口、そして、ロックフォートや行政府へ向かう出発点です。自然と物資が集まり、蓄積される。ですが、それを受け入れるにはここは狭過ぎる。ポートファロスは古くからの城じよう塞さい都と市しです。人口が増えても、城壁のために拡張は難しい。結果、高い建物は増え、道は狭くなり、渋滞は多発する。今や、地の利よりもデメリットの方が大きくなりつつあります。心当たりはありませんか？」

「……なるほど」

　ガスパールは顎あごに手を当てて、地図を見つめていた。

「動線の確保は急務です。通りにはみ出している積荷をどかし、ロックフォートからの人員・物資を入れやすくします。邪魔な建物は壊すことも考えなくては。追加報酬は支払います。人員をできるだけ集めてください」

「いいだろう」

　ガスパールが頷うなずく。

「用意できたぞ！」

　クレアがやってきた。

　クレアはいつもの格かつ好こうではなく、軽装歩兵姿だった。士官学校で甲かつ冑ちゆう姿を見慣れていると、まだ不完全な装備のようにも見える。騎竜で長距離移動をしなければならない以上、甲冑を着込む訳にはいかない。

　レイは埠ふ頭とうに設けられた司令所に入る。広げてあった大地図の前に、ティアナが待ち受けていた。レイは二人に、地図に描かれた赤線を示した。

「これがルートです。大手ギルドの支部がある都市、そして、上陸の拠点となる場所です。あなたたちはこの点を巡り、各地の状況、支部との連絡をとってもらいます。クレア、地図は？」

　クレアは体に巻き付けた郵ゆう袋たいを叩たたいた。

「頭にもここにも入っている」

「ティアナはここの土地に不案内です。ティアナが地形を憶おぼえるまで、クレアは案内役として同行してもらいます。第一陣が上陸を開始したら戦況の報告へ。必要な物資の注文を取り、ここへと帰還してください。制海権を確保し、都市を結ぶルートを確保、クレイ半島、ファロス湾の制圧が終了し次第、エルバ村へと向かいます」

　レイはクレアにたずねた。

「士官学校での報告の書式は憶えていますか？」

「もちろんだ」

「情報は可能な限り正確でなければなりません。よろしくお願いします」

　クレアはティアナに手を差し出した。

「クレア・キャンベルだ。ティアナ・デ・ラ・フローラ、よろしく頼む」

「よろしくお願いします……！」

　緊張した面持ちで、手を握るティアナ。お互い、相手を探るような視線を送った。

「君にとっても、〈白き盾〉は特別な存在なのだな」

「え……？」

「私は〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の運営職だ。マリールイズ・ヴァイスシルトは私の好敵手ライバルにあたる。だが、こんな決着は望んでいない。お互い、全力を尽くそう」

「はい！」

　ティアナは頷うなずき返す。

　港に騎き竜りゆうが待ち受けていた。魔獣との識別のため、首の辺りにギルド会議所の旗が巻き付けてある。

「ベルトを体に巻き付けてください！　それからウーゴからなるべく離れないように、重心が動くとウーゴが消耗しますから！」

「わかった！」

　騎乗したティアナが指示を出す。クレアは馬に跨またがるように鞍くらに掛け、胴に革のベルトを回した。

「ティアナ、無理はしないでください！」

「大丈夫、ウーゴは強い子ですから！　出ます！」

　手た綱づなを引くティアナ。騎竜が助走を開始する。

　騎竜は篝かがり火びで照らされた埠ふ頭とうを駆かけると、翼を大きく叩たたき、空に舞い上がっていった。

　レイは懸けん命めいに不安を押し殺そうとした。この計画は彼女たちの働きにかかっている。もし、俺に見落としがあり、彼女たちに何かあったら……。

「〈白き盾〉！」

　我に返る。狭い路地、馬車の列の先頭に、ガスパール商会の男がいた。

「街から搔かき集あつめてきた食糧だ。どこに運び入れる！」

　そうだ。行動しなければ。もう事は動き始めている。夜明けにはロックフォートのギルドが到着し、各地へと送り出さなくてはならない。考えている時間があったら行動しろ。

「こちらへ！」

　レイは倉庫へ向け、誘導を始めた。





　　　　◆






「チェスト！」

　ユージンが魔獣を切り払う。蜘く蛛もは二つに分かれ、通路に落下した。

「大丈夫ですか！」

「何のこれしきでござる」

　襲撃からおよそ一日が経過していた。正確な時間も岩山の中ではわかりづらい。

　物資を背に、マリールイズ、ソフィ、ユージンは教会への通路を急いでいた。

　岩山に入り込んだ魔獣を排除しながらの物資運搬には限界があった。ユージンにもソフィにも疲労の色が浮かび始めている。

　教会と通路を隔へだてた鉄扉をノックする。

　教会に入った一行を騒ぎが出迎えた。出発したときとは様子が違っていた。村人の数人が興奮状態にあり、大声を上げていた。

「どうしました!?」

「ここから出るんだとよ」

　教会の隅すみに座り込んでいたアメリアが憤ふん然ぜんと言い、村人を見た。

「今からでも逃げよう！　ここでは死ぬのを待つだけだ！」

　人々がざわめく。村人が口々に意見を言いあい、空間に反響する。

「待ってください！　逃げるのは危険です！」

　マリールイズが割って入ろうとする。だが、興奮しきった村人たちは聞く耳を持たない。村長も、諦あきらめたようにただ黙って見ているだけだった。

「俺たちのことは俺たちが決める。ランサーギルドだろうが何だろうが、知らない奴やつらに決められてたまるか！」

「魔獣はどうするんだ。俺たちではとても……」

「俺たちだってここで力仕事をしてきたんだ！　街の軟弱な連中とは違う。採掘道具や掘くつ削さく用の火薬があれば魔獣とだって戦えるはずだ！」

　興奮は徐々に場の空気を好戦的なものへと変えていった。わずかな弾はずみで、すぐにでも外に飛び出していきそうだ。

「行きたきゃ行かせてやれよ。あたしらには関係ねー」

「アメリア、何のために残ってたでござるか」

「あたしはお守りに来たんじゃねー」

　ぼやくアメリアをユージンがたしなめる。

「……マリールイズ？」

　騒ぎから遠ざかるように、ソフィの脇わきを、マリールイズが通り抜けていった。マリールイズは教会の最後列の椅い子すに歩み寄った。そして、背もたれに手を掛ける。

　ばきん！

　轟ごう音おんが、空間を振るわせた。マリールイズは背もたれを力ずくでへし折ると、さらに、座面に拳こぶしを振り下ろす。

　ばきん！　ばきん！　ばきん！

　村人が静まりかえった。マリールイズは長なが椅い子すのいくつかを破壊し終わると、板きれを集め、村人の前に持っていった。

「いい考えです！　それで行きましょう！」

　マリールイズは板きれを村人たちの前に置き、ぱっと笑みを浮かべた。

「みなさんをランサーとして雇います！　一緒に戦いましょう！」

「にゃっ!?」

　アメリアが目を点にした。彼女だけではなかった。ユージンもソフィも、村人の誰も、言葉を出すことができず、マリールイズを見つめるだけだった。

「こちらから討って出るんです！　まずこの岩山を魔獣の手から取り戻しましょう。そして、上階を足がかりに魔獣の数を減らします。ここは堅けん牢ろうな砦とりでです。その防御力を盾に、魔獣と戦うんです。投石でも、木材でも、上からなら有効な打撃を与えられるはずです」

　マリールイズはランサーたちに向き直る。

「ソフィ、ユージン、アメリア。それぞれ班を作り、指示を出してください。皆さんの活力を遊ばせておくのはもったいないことです！　見張り、食料の確保、休息。やることはたくさんあります！」

「ほ、本気ですか？」

　めずらしく、ソフィが動揺していた。

「普段、あなたの言っていることと違うじゃありませんか！　人々を守るのがランサーの使命なのでしょう？」

「ふふふ、優秀な経営者の条件をご存ぞん知じですか？」

「それは？」

「それは既成概念に囚とらわれないことです。状況に合わせ、変化することこそが経営者には必要なのです！」

「…………ご立派ですね」

　ソフィがこめかみを押さえた。

「みなさんは誇り高き、新大陸の人々です！　やってできないことはありません！　生きてここから出るために一緒に戦いましょう！」

　先ほどまで好戦色に染まっていた村人たちは、予想外の展開に立ち尽くしている。

　そんな中、板きれに手が伸びた。

「やってみよう」

　村長だった。彼は村人に呼びかけた。

「お前たちの言う通り、ここは私たちの村だ。私たちが戦わないでどうする」

　その言葉に反応し、男たちは次々と板きれに手を伸ばした。





　　　　◆






　襲撃から四十八時間後。上陸地点へ向かう船上。

「撃て！」

　湾の中、船団は魔獣の群れと遭遇した。次々と撃ち込まれる砲弾。魔獣が海に沈められる中、生き残った蜘く蛛もが船の側面を登ってくる。

「『氷壁』！」

　船を覆おおい尽くすように防護魔術が発動する。

「何で俺がこんなところに！」

　甲かん板ぱんで、宝ほう杖じようを振り回しながら、フリーの治ち癒ゆ士スティングはぼやいた。

　顔見知りが持ってきたうまい話。緊急の依頼、二百万の報酬。ちょうど懐ふところも寂しかったし、目的地も都市への援軍ということで引き受けた。

　相手が災さい厄やくの島とも知らずに。

　不勉強な他のランサーならともかく、オレは知っていた。

　数十年に一度現れ、破壊を引き起こす異界への扉。そうと知っていたら。そして、依頼主が〈白き盾〉のあのガキだと知っていれば絶対に引き受けなかったのに。

「この野郎！　こんなところで絶対に死なせないからな！　オレの生還記録を途絶えさせてたまるか！」





　　　　◆






　第三上陸地点、シエナ市近郊。

　ティアナたちが到着したとき、ランサーたちによる上陸作戦が開始されていた。街道沿いに展開される戦闘。それは乱戦と化していた。

「ここでお別れだ！　私は〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の部隊と合流する！」

「お気を付けて！」

　騎き竜りゆうが高度を下げる。クレアは騎竜から降り立つと、前線へと駆かけた。

　エルバ村に救援を送るためには半島に拠点を確保しなければならない。それには一刻も早く、都市を奪還し、経路を回復しなければならない。

　気持ちが焦る。

　マリールイズ・ヴァイスシルト。私は、こんな決着は望んでいない。

〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉のランサーを見つけた。彼らは蜘く蛛もの突撃を防ぎながら、矢で攻撃を加えていた。

「輸送の手伝いにまいりました！　上司殿はどこです!?」

「北へ移動している！　魔獣の群れが現れ、対応に追われているんだ！」

「何？」

　固まるクレア。ランサーは背後から魔獣が飛びかかってくるのを見つけた。

「後ろだ！」

　声を掛ける時間も無かった。

　襲おそいかかってきた魔獣はクレアを避よけるように二つに分かれると、地面に墜おちた。

　クレア、どこからか長剣を出した彼女は落ち着いた様子で言った。

「そうか。上司殿はいないのか」

　そう言って辺りを睥へい睨げいする。両目が、狼おおかみのように鋭く光る。

「無免許の戦闘がバレないというのなら、遠慮する必要はないな」

　振り返りざま、剣を振るう。跳び、駆かけ、斬きり、貫つらぬく。

　たちまちに切きり裂さかれる十数体の魔獣たち。啞あ然ぜんとするランサーたちの前、クレアは地面に転がる魔獣の遺い骸がいを眺め、頷うなずいた。

「……うむ」

　最近、暇ひまを見つけて訓練を再開した甲か斐いがあった。士官学校で訓練漬けになっていた頃と比べればまだ腕は鈍ってはいるが、使い物にならないわけではない。

「被害を報告しろ！」

　その声に、クレアは肩を震わせる。

　上司の運営職が馬を駆り、戦場へと現れた。

　ランサーたちの視線がクレアに集まる。クレアは剣を地面に落とし、後ろ足で物もの陰かげに押し込むと、何食わぬ顔で報告をした。

「はっ！　ランサーの皆様の奮戦により、無事、魔獣を撃退しました！　見事な手並みでありました！」

「……お前、また余計なことをしたんじゃないだろうな」

「……私は輸送任務の補佐にやってきただけです。何もしていません」

　クレアは視線を逸そらす。そのとき、足元の魔獣が蠢うごめいているのに気付く。

「上司殿！」

　叫ぶクレアの目前で、上司は背せ広びろから引き出した短銃で、魔獣の頭部を打ち抜いた。

「い、い、い、いま……」

「何だ？　俺が魔獣を倒したのがそんなにおかしいか？」

「で、でも、上司殿はランサーライセンスは所持していないはず……」

「正当防衛にライセンスなど必要あるか。掛かる火の粉は振り払うまでだ」

「そんな法の抜け穴まで用意した上に、格かつ好こいい言い訳まで……！」

　恨うらめしげに見つめるクレアを無視し、運営職は言った。

「シエナへのルートを確保する。行くぞ！」





　　　　◆






　ポートファロスの街は破壊されていた。

　魔獣の襲撃のためではない。あのランサーギルドの青年の指揮によって、古い倉庫は壊され、道の脇わきの不法建築物は壊され、さらに城壁の一画などは馬車の通り道のために火薬で爆破されていた。

　壊れゆくポートファロス。ガスパールは高台に立ち、それを眺めていた。

「お頭かしら！」

「…………」

「いや、支配人！」

「……今度は何だ？」

「倉庫の壁を壊させてほしいと。荷物を積んだ馬車がそのまま通り抜けられるようにと」

「好きにさせろ」

　ガスパール商会の人間は驚きの声をあげた。

「どうしてです！　ここは俺たちの街です。あんな小僧に好きにさせていいんですか！」

「奴やつがやらなければ俺がやっていた」

「え……？」

「奴の言った通りだ。この街には物も人も集まり過ぎている。積み重なった余計なしがらみもだ。建物一つ動かすのにも手間が掛かる」

　ガスパールは街を見下ろした。

　そこへ〈白き盾〉の青年が記した地図を重ね合わせた。ガスパールの意志がはっきりと固まったのはあの地図を見てからだった。

　それは新しい物流の設計図だった。曲がりくねった坂道をまっすぐにし、雑然とした倉庫と埠ふ頭とうを整え、より効率的に海と陸を繫つなぐ。

「俺の代になった以上、この街は生まれ変わらなくてはならない。新しい商業の港として。そのためには少し、風通しが良くなったほうがいい」

　奴は使える。願わくば、ああいう奴が自分の配下にもいればいいのだが。





　　　　◆






「第一班は休憩を！　第三班と交代してください！」

　レイは倉庫を巡りながら、指示を飛ばす。

　数十カ所の倉庫では、およそ五百名の人々が整然と荷物の積み卸おろし、仕分け作業を行っていた。元々、港で荷役をしていた人々だ。事前段階の訓練は徹底できなかったが、こちらの意を汲くみ、各々工夫をしながら作業にあたってくれている。

　レイは筆記板にチェックを入れていく。必要な物資を書き入れ、ロックフォート行きの郵ゆう袋たいに入れた。

　ロックフォートからの物資を受け入れるライン。その物資を仕分け、クレイ半島各地へ送り出すライン。ガスパールの協力もあり、それらは上う手まく機能している。問題は……。

　レイは空を見上げた。

　気がかりなのはティアナだった。

　騎き竜りゆうはこの作戦の中核だった。ランサーの進軍速度を支えるためには、情報の伝達速度を速めなければならない。必要な物資を一刻も早く知り、送り出さなければ、ランサーたちの作戦進行の妨げとなる。

　たった一頭の騎竜に作戦の命運を託す危険性、それはわかっていたつもりだった。だが、エルバに救援を出すためには、これしかなかったのだ。

　迷いが頭をもたげる。

　そのとき、外で轟ごう音おんが鳴り響いた。




　遅れている……！

　ティアナは騎竜を駆かり、ポートファロスへと向かっていた。

　もう日は暮れている。予定なら、もう到着していなければならない時刻だ。

　風を読み切れなかった。ウーゴの体力を考え、追い風を選んでいたはずなのに、予想外の向かい風にぶつかってしまった。

　何本目の経路だろう。二十六……いや、七か……？

　手が痺しびれ、ティアナは顔をしかめる。長時間の飛行。背中が、腰が軋きしむ。これくらい何だ。私は竜騎士だ。これくらいの困難なら何度も乗り越えてきたじゃないか！

　灯あかりが見えた。

　ポートファロスだ。ゆっくりと高度を下げる。闇やみの中に目を凝こらすと、一カ所、昼のように明るい場所があった。篝かがり火びが作り出す列が、港の一画を照らしている。

　クエストが始まって以来、彼の繊せん細さいさには驚くばかりだった。私に必要なもの、ウーゴが欲しがるもの、それを何でも揃そろえてくれた。ときには欲しがる前に、すでに用意してくれて……。

　余計な考えをしたのがミスだったのか。ほっとしたのが間違いだったのか。

　どちらにせよ、ティアナは竜騎士として致命的なミスを犯した。

　着陸態勢に入っていたウーゴが突然の強風に煽あおられ、埠ふ頭とうにあった木箱の山に墜落したのだ。




「ティアナ！　ティアナ！」

　崩くずれた木箱。そこへウーゴがめり込み、翼をのぞかせていた。

　空気の漏れるような音。もはや鳴く力もなく、呻うめいているように見えた。

　鞍くらの上には誰もいない。

「ティアナ！」

　彼女は木箱の上に倒れていた。

「わ、私は大丈夫、です……」

　俯うつむいたまま、かろうじてティアナがこたえる。

「それよりも……墜おちてすみません……怪け我が人にんは……？」

「喋しやべらないで！　誰か、治ち癒ゆ士を呼んでください！」

　レイは出立前の治癒士たちにティアナを預け、崩れた木箱に向き直る。

　事故に巻きこまれた者はいなかった。だが、被害は大きい。騎き竜りゆうは息も絶え絶えといった雰囲気だった。離れていても、その体温が伝わってくる。そして、竜騎士は負傷。

　ティアナの意見を聞き、安全には配慮したはずだった。郵ゆう袋たいの輸送は最小限に限ったはずだった。だが、もっとマージンを取るべきだったのでは……。もっと……。

　レイは頰ほおを叩たたいた。後悔をしている場合ではない。計画では、もう一度、飛ばなければならない。ポートファロスには戦闘物資の備蓄はない。不足している戦闘物資をロックフォートへ知らせ、正確な数量を送ってもらわなければならない。限りのある輸送要員を効率的に使うための策が、ここへ来て裏目に出ていた。

　レイは郵袋を抱え、近くにいた〈黄金騎士団〉から来た運営職に叫んだ。

「ここを任せられますか？　俺が早馬でロックフォートへと向かいます！」

「馬鹿を言うな！　魔獣はどこにいるかわからないんだぞ！」

「構いません！　俺が言い出したことです！　俺が責任を取ります！」

　そこへ。

「それを……運べばいいんですか？」

　ティアナが立っていた。水袋に口をつける。喉のどを潤うるおすと、水を頭から浴びた。

「……休めと言っても聞かないんだ」

　傍らに立つ治癒士が呆あきれたように言った。レイはティアナに駆かけ寄った。

「ティアナ！　休んでいてください！」

「平気です。少し、着地に失敗しただけですから」

「しかし無理をしては……！」

「無理ではありません。私は竜騎士です」

　ティアナはレイの制止を払いのけ、騎き竜りゆうに正対した。肩に手を掛け、手て槍やりの収まったベルトを外し、地面に投げ捨てた。

「ウーゴ！」

　ティアナの声に騎竜が反応した。騎竜は首を巡らし、力ない視線を向けた。ティアナは大きく呼吸すると、怒号を響かせた。

「蒼そう穹きゆうの翼！　天空の覇者！」

　その勢いに、騎竜は怯おびえたようにびくり、と体を退しりぞけた。

「汝なんじ、王家を守りし勇者の末まつ裔えいよ！　我らは今、このときのために、この空を駆かけるために生を受けたのだ！」

　そして、ティアナは微笑ほほえみかけた。

「飛べるね、ウーゴ」

　翼がゆっくりと持ち上がっていく。両の拳こぶしを突き上げるように翼を広げ、長い首を天へと突き上げる。

　雷のような轟ごう音おん。騎竜の咆ほう哮こうが、大気を切きり裂さいた。

　ウーゴが木箱の山から抜け出す。歩きながら、翼をゆっくりと動かす。

「新しい郵ゆう袋たいを」

　言われるまま、レイはティアナへ郵袋を手渡した。

「これをロックフォートへ。一晩休み、明朝、帰還してください」

「わかりました！」

　ティアナは郵袋を体に巻き付けると、騎竜に軽やかに駆け寄り、鐙あぶみに手を掛けると、一気に鞍あん上じように体を持ち上げた。

「行ってきます！」

　ティアナは騎竜を駆った。

　騎竜は上空へと飛び立っていった。みるみる遠ざかっていく。

　強い。みんな、その強さを見せつけてくる。

　自分の想定よりももっともっと強く。自分の杞き憂ゆうさえ簡単に乗り越えていく。

　あの人と同じ強さ。

　途端に、自分に対する情けなさが溢あふれ出だしてくる。

　レイはティアナが置いていった水袋を手に取り、頭から水を被かぶった。

「よし！」

　気合いを入れ直すと、終わりのない作業へと戻っていった。





　　　　◆






　災さい厄やくの島の出現から四日目。午前。

「今だ！」

「押せ！」

　合図と共に、村人たちが岩を押した。

　岩が断だん崖がいを転げ落ちた。斜面を這はい上あがっていた蜘く蛛もたちが押しつぶされる。

　足止めにはなった。だが、一ひと際きわ大きい蜘蛛が崖がけを登り切り、村人の頭上に迫った。

「チェストォォ！」

　大太刀の一いつ閃せん。蜘蛛が二つに分かれ、崖の下に落ちていった。

　魔獣たちのさらなる進行。

「一旦、退くでござる！」

　ユージンが殿しんがりを務めながら、一行は岩山の通路を後退する。仕切り扉へ飛び込むと、後方に待機していた村人たちがユージンの合図で扉を閉める。

　直後、鉄扉が揺れた。だが、数体の魔獣ではそれを破ることはできず、目標を失った魔獣たちは別なルートを探し始めた。

「何とか凌しのいだでござるか……。一旦、戻るでござる！」

　汗だくとなったユージンがつぶやき、一行は洞どう窟くつの奥へと戻っていった。




　岩山の頂上近くにある、大きな空間。そこが現在の本拠地となっていた。戦いから帰ってきた一行を、村人たちが迎え入れる。

「いい働きでござった。息が合ってきたようでござるな」

　巨人族テイターンの大きな手が、攻撃に参加していた子供たちの頭を撫なでる。戦闘から解放された村人たちから笑みが漏れた。

　ランサーと村人たちによるローテーション。それがかろうじて魔獣の攻勢を防いでいた。

　魔獣たちの活性は一定ではなかった。不定期な周期、混こん沌とんとした行動原理。それらに対応しながら、ダンジョンと化した岩山を移動し、安全な場所を確保し、反攻する。

「アメリア、そろそろ起きるでござるよ」

「にゃ……？　ふあ……よく寝た」

　岩の平台の上、平然と眠っていた豹人族リユンクスが起き上がった。彼女は大きく伸びをすると、ストレッチを始める。顔も髪も土つち埃ぼこりで汚れていたが、目にはまだ生気が漲みなぎっている。

「よーし、行ってくるか！　野郎ども、準備いいか!?」

　少女がたずねると、待機していた村人たちが気力に満ちた返事をし、立ち上がる。

「さあ、ごはんの時間ですよ！」

　部屋の中心に作られた簡易型の竈かまど、そこにマリールイズがいた。彼女は女性陣とともに、村人に食事を配りはじめた。パンとも言えない堅焼きのパン。

「どんどん食べてください！　みなさんの活躍で食糧と水は確保できています！　あとは救援が来るまで堪たえきるだけです！　あと一日、あと一日頑張りましょう！」

　マリールイズの檄げきにこたえるように、村人たちは食事に手を伸ばす。

　村長は、その光景を眺めていた。

　ここはダンジョンと変わらない。

　いつ、魔獣と遭遇するかわからない。次の攻勢に備えられるかもわからない。

　それなのに、明るさが消えることはなかった。

　その明るさが、あの少女から発していることは確かだった。

　この数日、彼女が眠っているところを見ていない。あちこちに目を配り、話しかけ、鼓舞する。ここへ来たときと全く変わらない様子で。

「不思議な気がします」

　隣にいたエルフの術士に、村長は話しかけた。

「あの人を見ていると、本当に助かるんじゃないか、そう思えてくるんです。魔獣に攻撃を仕掛ける。聞いたときは無謀だと思いましたが、彼女はこうなることを考えていたんですね」

「……考え？」

「五日に限って全力を出させるように村人に役割を与え、目の前のことに集中させた。余計なことを考えないように。恐怖を感じないように。さすがはランサーギルドのギルドマスターです」

「ふふ、あの人がそこまで考えてるわけがないでしょう？」

　術士は、けらけら笑った。少し、酔っているようにも見えた。

「あの人は本気です。本気で生き残るつもりです。自分、周囲、全員含めて。全員で全力を出せばきっと助かる。勝手にそう思い込んでやってるんです」

　術士はそう言って、穏やかな眼まな差ざしでマリールイズを見つめた。

　そのとき、地響きが起こった。

　岩山が揺れた。立っていられないほどに空間が震え、どこかで岩が崩くずれ落ちる音が聞こえてくる。

「外のようですね」

　揺れが収まると、ランサーたちは目め配くばせをしあった。それぞれ得物を取り、お互いに掩えん護ごできる体勢を作り、仕切り扉を開ける。

　海が広がっていた。

　先ほどまで通路があった場所が崖がけになっており、そこから海を望むことができた。

「これは……」

　ランサーたちは立ち尽くした。後からやってきた村人たちも、同じように、呆ほうけたように空を見上げていた。

　災さい厄やくの島が浮かび上がっていた。

　岩肌から、海水が滝のように流れ落ちていく。

　滝が消えると、水煙の向こうに、巨大な柱が見えてきた。天を支えるかのような、巨大な四本の足。それが島から伸び、海に突き立っていた。

　まるで、神話の中の出来事のようだった。

「移動、してるのか……？」

　誰かがつぶやく。

　足の一つが持ち上がる。象の鼻を歪いびつに巨大化させたようなそれは、海を押しつぶすように水面を割った。また、地面が揺れた。

　どれほどの大きさなのかわからない。どれほどの速度かわからない。

　あまりの巨大さに、意識が捉とらえきれないのだ。目の距離感が合わないのだ。

　岩の肌を持つ、巨大な海月くらげが、ゆっくりと海を割りながら、こちらへと迫っていた。

「にゃんだよ……これ……」

　豹人族リユンクスが、ぽつりと言った。

　縞しま模も様ようの尻尾しつぽが力なく垂たれ下がっていた。目がたちまち潤うるみ、涙が頰ほおを落ちていった。

「ずるいだろ……こんなの……。あと一日だってのに……期待させといて今頃、出てくるなんて……」

　ぺたん、と豹人族が座り込んだ。

「どうしろって言うんだよ、あんなもの……」

　彼女は代弁していた。

　誰しもの心に浮かんだこの世界に対する理不尽。圧倒的な暴力の前に、人間が創り出した秩序などは無力に過ぎないのだと。

「アメリア」

　マリールイズが豹人族に歩み寄った。

「ほらほら、泣かないんですよ。アメリアはお姉さんなんですから」

　マリールイズがアメリアを抱きしめる。アメリアはマリールイズの胸に、顔を埋うずめた。

　笑い声が上がった。子供たちの甲かん高だかい笑い声が洞どう窟くつに響く。子供たちはアメリアを指さしながら笑っていた。

「アメリア、泣いてるー」

「なさけねーの」

「にゃ!?」

　アメリアは呆ぼう然ぜんとなったあと、涙目を吊つり上あげた。

「何を笑ってんだ、てめーら！　あのでかいのが見えねーのかよ！」

「何だよ、散々威張ってたくせに。ランサーなんだから何とかしてくれよ」

「ああ！」

　アメリアが涙目を吊り上げ、尻尾しつぽを逆立てる。

「あたしはここまで散々、頑張ってきただろー！　にゃんであたしが弱虫みたいに思われなきゃなんねーんだ！　ちょっとくらい弱音吐いたっていいだろーが！」

「まあまあ、アメリアが頑張ったのはみんな知ってますよ」

「にゃっ！」

「いたっ！」

「大体、お前が悪いんだろーがこのポンコツ！」

　みんな、笑っていた。子供たちも、大人たちも、笑っていた。

　こんなのは変だ。どうして、この後に及んで、笑いが出るのだろうか。

「みなさん」

　マリールイズが口を開いた。その場にいる誰もが、彼女に視線を向ける。

「奥へ避難しましょう。〈白き盾〉ができる限り、時間を稼かせぎながら後退します。大丈夫。もう少しです。ランサーは必ず、助けに来ます」

　誰も、反論はしなかった。

　たぶん、助かると思ってる者はいなかったはずだ。それでも、みんなは彼女に従っていた。最後のこの時間を彼女に預けてもいいのではないか。村人たちは、そう運命を受け入れているように見えた。

　力尽くの明るさ。力尽くの善意。それが、洞どう窟くつの闇やみを押し返していた。




　マリールイズは崖がけの上に立った。眼帯は外していた。両目で、海の彼方かなたから迫り来る災さい厄やくの島を見つめていた。

　手が震えていた。

　死ぬことが、こんなに怖かったなんて。

　マリールイズは人々の姿を思い浮かべた。新大陸へ渡り、開拓に命を賭かけた人々。魔獣と戦い、散っていった人々。彼らの気持ちを思った。この世界にいろんなものを残したまま、旅立っていった人々の心。

　私は何も持っていなかったのだと気付いた。だから、何も怖くはなかった。

　ただ、魔ま眼がんの後継者としての運命を全うすることだけを考えていた。父のように、母のように、立派なランサーとして死ぬ。理由さえ考えたこともなかった。それが自分の運命だと信じていた。いつ終わっても構わない。そう思っていた。

　今は違う。

　もっと、生きていたい。

　守るべきもの、帰ってこられる場所、それを残して行くことが、こんなに怖かったなんて。どんなに頑張ってもどうしようもないことが、約束を守れなかったことが、こんなに怖かったなんて。

　叶かなうなら、レイに、もう一度、会いたい。もう一度会って、彼に謝りたかった。

「あなたがここにいても、邪魔なだけです」

　ああ言うしかなかった。言わなければ、きっと彼は残ると言っただろう。

　本当は、レイを傷つけたくはなかった。

　彼をずっと傷つけてきたこともマリールイズは知っていた。

　彼が弱さを気にしていること。戦闘のたびに、レイが前衛に立つたびに、マリールイズは不安を感じ、それを隠しきれず、レイが傷ついていたことも知っていた。

　でも、これだけは伝えたかった。

　私が、あなたをどれだけ尊敬していたのか。

　ソフィ、ユージン、アメリア。彼らの代わりになるランサーはいない。

　それと同じように、レイ・ブラウンという人間はいないのだ。

　心残り。それだけでこんなに怖い。

　他の人たちはどうだったのだろう。二百年の間、人々のために戦い命を落としてきたランサーたちはどれほど怖かったのだろう。

　そして、エルバ村の人々は、どれだけの怖さを抱えて、ここまで戦ってきたのだろう。

　この怖さに立ち向かうことを勇気というのなら、私は勇気なんて持っていなかった。

「マリールイズ？」

　ソフィがいつの間にか隣にいて、こちらにたずねてくる。

「ほれ、大人しく来るでござるよ」

「うるせー！　あたしだって、もっといっぱいやりたいこともあったんだ！」

「そんな調子だとまた笑われるでござるよ」

「知るか、馬鹿野郎！」

　ユージンとアメリアがやってくる。

　私はギルドマスターとして、彼らを守ってあげることができなかった。

「ソフィ、怒ってますか？」

　おそるおそる、マリールイズはたずねた。

「ごめんなさい、私が……」

　ほっぺたをつねられた。彼女は両の頰ほおをつねりながら、こちらの目を覗のぞき込こんでいた。

「いふぁふぁふぁ……」

「私はそんな言葉を聞きたくてこんなところまで来たのではありませんよ」

　そう言って、手を離す。マリールイズは頰を押さえ、ぽかんとした。そして、言った。

「ありがとう、ソフィ」

「どういたしまして」

　ソフィは微笑を浮かべる。

「ユージン、アメリア。二人とも、ありがとう」

　ユージンは巌いわおのような顎あごを歪ゆがめて笑った。アメリアはふん、と鼻を鳴らした。

「今さら、何言ってんだ……！」

　アメリアが尻尾しつぽの毛を逆立て、大砲に弾薬を押し込んだ。

「おめーがやるっていうからここまで来たんだろ！」

　ソフィは杖つえをくるりと一回転させた。ユージンが大太刀を両手に持った。

　マリールイズは懐ふところから眼帯を取り出した。

　今こそ、勇気を出すんだ。もっともっと、心の底から。みんなと同じくらい勇気を振り絞しぼるんだ。

　マリールイズは震える手で眼帯を締め直した。

　そして、眼前の、巨大な存在を見上げた。

「災さい厄やくの島、私を見なさい」

　その一撃は、ゆっくりと迫ってきた。それ自体が巨石のような質量。とても受け止められない。マリールイズは目を閉じた。

　轟ごう音おん。

　痛みはなかった。本当に痛いときは痛みを感じない。マリールイズはランサーだったときの経験から知っていた。痛みはゆっくり、ゆっくり、やってくるのだ。

　それにしても変だ。全然、痛くない。衝撃も何もなかった。

　マリールイズは、はっとなった。

　もしかして、痛いのを通り越して死んでしまったのではないだろうか。私が、死ぬ。意外なような、ようやく訪れたような、そんな感じだった。

　ちょっと待って。

　死んでしまったとしたら、今、いろいろ考えている私は何なのだろう？　これが幽霊になったということなのだろうか。

　マリールイズは薄く目を開けた。

　目の前に手があった。その手が、災厄の島の一撃を支えている。

　私の手ではない。手なら、ここにある。比べてみると、それは何十倍も大きかった。

　マリールイズはその腕の伸びている方向を見た。

　それは城のように思えた。海から生えた巨大な腕。それが災さい厄やくの島を受け止めていた。




「本当に我々まで出陣する必要があるのかね？」

〈黄金騎士団〉ギルドマスター、ジョージ・キャッシュマンがたずねた。

「若い奴やつらに任せておけばいいだろう。経験を積ませるのにもいい機会だ」

〈赤せき鎧がい兵団〉ギルドマスター、ルート・ヴァン・ゲルダーも同意する。

「わしらはもう年寄りだぞ。一線を退ひいて何年も経たつ」

〈アズール神職会〉、フランチェスコ・フロレンツィが言った。

　それらの問いに、〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉、ミカエル・ヴィルトールはこたえた。

「依頼人が最高のパーティを要請した。それが理由です」

「依頼人、あの子供がか？」

「彼は責任を取る覚悟を示しました。己を省みず、交渉をし、資金を用意した。その資格は十分にある」

　その言葉に、ギルドマスターたちは気まずそうに視線を逸そらした。

「俺が聞きたいのは、これで本当に利益が出るのかということだ。まさか、ゴーレムまで持ち出すとはな」

　ギルドマスターは足元の岩山を蹴けった。そして、そこから眼下を見下ろした。

　一面の青い海が広がっていた。遥はるか水平線まで、彼方かなたの隣島まで余裕で見渡せる。

　ゴーレム。青い海の上に突き出た岩石の巨人は、海面を割りながら一歩一歩前進を続けていた。

　こんなものを目の前で見る日が来ようとは。

〈黒銃士隊〉のギルドマスター、ミカエル・ヴィルトール。

　希代の経営者にして希代の召喚術士。

　彼が一線から引退せざるを得なくなった理由は明らかだった。

　その力があまりに強大過ぎ、それに相応ふさわしい魔獣がいなかったから。

　そして、その大型召喚に必要な晶石があまりにも高額になりすぎることだった。

　海上に描かれた召喚陣。それを一時間維持するだけでも百万単位の金が掛かっている。

「お前まで情にほだされたのではないだろうな？　あの子供とあの娘と」

「怖おじ気けづいたのですか？」

「言いやがって」

　その肩に乗ったギルドマスターは行く手を見つめた。

　厄災の島。それは異形の姿に変化していた。神話の中の存在のような、巨大で醜しゆう悪あくな魔獣となって。

「さて、行くか」

「そうだな」

「まだ、若い者には負けていられんか」

　口々にギルドマスターが言い、一瞬後には風のように姿を消していた。

　残されたヴィルトールは岩山に手を触れさせ、命令を下した。

「行け、ゴーレム」




　オオオオオオオ……。

　ゴーレムの腕が引き絞しぼられる。弓を引き絞るように、大きく腕を引いた。

　そして、弧を描くかのように魔獣に叩たたき込こまれた。

　単純な衝突が、爆発のように広がった。

　追撃の前に、ゴーレムの巨体が轟ごう音おんとともに揺れた。災さい厄やくの島が胴体をゴーレムにぶつけたのだ。振り回される腕。叩たたきつけられる巨きよ軀く。お互い防御など考えていない。力尽くの質量のぶつかりあいだった。

「にゃんだあれ……」

「まさかゴーレムを持ち出してくるとは……」

「まさに大おお相撲ずもうでござるな……」

　ランサーたちが、ぽかんと空を見上げていた。

　黒鉄の巨人。災厄の島。規格外の新たなる戦闘が開始されていた。

　双方に巨大な質量が叩き込まれる。殴り、組み伏せ、押しつぶそうとする。

　動く度に体が削り落ち、水面に落ち込んでいく。あまりに巨大な、子供の喧けん嘩かだった。

「何をぼうっとしている！」

　岩山の麓ふもとから大声が聞こえる。

　眼下に船団が現れていた。

　島の港近くに現れた船団。船上から次々と魔術が放たれる。その火力は凄すさまじく、島近くにいた魔獣たちをあっという間に沖に押し返していく。

　冷たい風が吹く。直後、海が凍り付いていた。魔術に固められた海上を、ランサーたちが駆かけ、上陸してくる。援軍のランサーが怒鳴った。

「長居はできない！　さっさと脱出するぞ！」

　マリールイズの体に、力が戻ってくる。

　間に合った！　レイがやってくれた！

「ソフィ！　アメリア！　ユージン！」

　マリールイズはランサーに呼びかける。彼らは目に獣のような光を宿らせていた。

「脱出の用意を！　船まで村人を掩えん護ごしてください！」

　ランサーは頷うなずき、洞どう窟くつへと駆かけ出していった。




　両の腕を振り回す巨人と、災さい厄やくの島との戦い。

　魔術が、砲撃が撃ち込まれていく。戦場に火の鳥が舞い、氷の塔が突き立ち、雷が落ちる。花火のように、次々と弾丸が炸さく裂れつしている。

　最後の村人グループと一緒に船に乗り込んだマリールイズが叫んだ。

「全員、乗り込みました！」

「船を出せ！」

　氷を砕きながら、最後の船が出航する。ロックフォートのランサーは無数の魔獣を押し返しながら、救出を成功させていた。

　何かが、海に落下した。ゴーレムが崩くずれかけていた。あれほどの頑がん強きようさを誇った召喚物。その腕がもげ、海面に落下し、白い水柱を上げた。

　マリールイズは災厄の島を振り返る。

　巨人と災厄の島の戦い、その形勢は傾いていた。災厄の島の前ぜん肢しが、巨人の体を抉えぐり取とっていく。何とか島を押さえ込んでいた巨人が海中に崩れ落ちる。

　ヴィルトールはゴーレムから跳ちよう躍やくし、船の甲かん板ぱんに降り立った。

「間に合わない」

　災厄の島の巨大な脚あしが迫ってくる。

　甲板のあちこちから悲鳴が上がる。魔術士たちが風を、波を操り、船を加速させる。だが、向こうの方が数段早い。

　そのとき、甲板の上を影が走った。

　頭上を何かが飛び抜ける気配。

　そして、突風。

　見上げた先を、騎き竜りゆうが災厄の島へ向け、高速で天あま翔がけていった。




「ウーゴ！　全速力だ！」

「キュー！」

　騎竜の咆ほう哮こうが戦場に響き渡る。

　蒼そう穹きゆうと蒼そう海かいの間を、竜騎士が疾しつ駆くする。

　海面に浮かぶ木の葉のような船団に、魔獣が前肢を伸ばす。

　山脈のごとき巨大な存在。

　それを制覇するように、ウーゴは高度を上げていった。

　ティアナは手た綱づなを引き、鞍くらに足を踏ん張らせる。そして、ベルトから槍やりを引き抜いた。その途端、槍がぐっと重さを増したのを感じた。

　私は知っている。

　一本の槍やり。これを戦場に送り込むために、どれだけの人々が関かかわったのか。

　これを作ったのはティアナではなかった。とても用意している余裕はなかった。

　レイが用意してくれたものだった。彼が職人に依頼し、本当は竜騎士にしか作成法が伝わっていない槍を作らせたのだ。それは本職のティアナが驚くほど整えられていて、工芸品のように美しかった。

　ポートファロスで生まれた槍。

　それが何かと繫つながり、自分を導いてくれるのを感じた。

　船上にいるマリールイズさん。みんなを助けるという意志を示し、私を導いてくれた。

　ポートファロスにいるレイさん。資金を、物資を調え、私を送り出してくれた。

　二つの篝かがり火び。それが槍を介して手に伝わり、遥はるか彼方かなたの地、ポートファロスとこの島とを結んでいた。

　騎き竜りゆうは高度を上げていく。

　ティアナは息苦しさを覚えた。空気が重い。

　ウーゴもまた空気の重さを感じ、あえぐように翼を動かしていた。

　ティアナの背中に、ウーゴの翼に、のし掛かってくるような重圧を感じる。

　それなのに、騎竜はかつてないほどの速度で天へ昇っていった。

　力強く、速く。今日までの飛行で疲れているはずなのに、それなのに力が全身から湧わき起こってくる。

　これは私だけの力じゃない。

　この一撃を放つために、押してくれた人々の力。

　この重さが、私たちをより強く、より速くしてくれる。

　ウーゴ！

　私たちは一騎当千だ！

　だって、私たちは何千の、何万もの人々の想おもいを背負っているんだから！

「いっくぞおおおおおおお！」

　ティアナは魔獣目がけ、急降下を開始した。

　貫つらぬけ。天から地へ。乾けんから坤こんへ。

　見よ。この一撃を。人々の力を。

　我らは天空の覇者。

　我らは蒼そう穹きゆうの翼。

　そして、

「私たちは！」

　ティアナは槍を振りかぶる。

「〈白き盾〉のランサーだっ！」

　撃ち込まれた槍やりが一本の光の柱と化した。

　それは魔獣に突き刺さり、大きな爆発を引き起こした。




　水蒸気が持ち上がる。

　大波が起こり、船が大きく揺れた。

　船上に悲鳴が上がる。

　マリールイズは揺れる船尾に立ち、災さい厄やくの島の姿を目に焼き付けていた。

　足を踏み出そうとしていた魔獣の体を、霧が取り付くかのように包み込む。霧は膨張を続け、魔獣の全身を覆おおい尽くす。

　いつか見た光景。災厄の島が、消えようとしていた。

　霧の向こうから、じっと見つめ返してくる感触があった。

　また、きっと現れるだろう。マリールイズは思った。そのときには、私はこの世界にすらいないかもしれない。

「きっと大丈夫」

　そのときには、またランサーが立ちふさがるはずだ。何度でも何度でも。

　霧が晴れたとき、災厄の島は消えていた。海は何事もなかったかのように、陽光で煌きらめいている。

　海鳥のような声をあげながら、騎き竜りゆうがこちらへ向け、飛んでくるのが見えた。





　　　　◆






「少しは眠ったらどうだ」

「大丈夫」

　レイはクレアにこたえた。簡易寝台で仮眠をとっていたクレアは諭さとすように続ける。

「無事を知らせる狼煙のろしが上がったのだ。ティアナが戻ってこないのも、何事もなかったからウーゴの翼を休めているだけだ。お前がそう指示を出したんだぞ」

「わかっています」

　そう言いながらも、レイは筆記板に向かっていた。

　ポートファロスの倉庫の中。物資の殺さつ到とうの山は越えていた。代わりに各地から負傷したランサーたちが帰還していた。先ほどまで、宿舎の手配に走っていたのだ。

　何事もないはずだ。知らせがないなら、無事なはずだ。

　ティアナには無理をしないように告げてある。この数日の強行軍で、ウーゴも彼女も限界のはずだった。帰りは船で来るはずだ。

　みんな、無事なはずだ。

　帰ってきたぞ！

　港から、声が聞こえた。

　足が表へと向かっていた。レイはクレアの脇わきを抜け、駆かけ出していた。

　強い日差しに目がくらむ。レイは意識を保ち、人混みをかき分け、桟さん橋ばしへ向かう。

　船が入ってくる所だった。エルバ村に送り出した船。

　寝不足でぼやける視界の中、レイは懸けん命めいに目を凝こらした。

　彼らがいた。

　ウーゴ。騎き竜りゆうが船を守護する像のように、甲かん板ぱんに鎮ちん座ざしている。

　ティアナ。その傍らで、大声で叫びながら、身を乗り出している。

　ユージン。巨人族テイターンが大きく手を振っている。

　ソフィ。エルフの魔術士は静かに微笑ほほえんでいる。

　アメリア。リュンクスの砲兵は少し、ふてくされたようにそっぽを向く。

　あの人は。レイは手で陰を作り、さらに上を見上げた。

　そして。

　真しん珠じゆ色いろの髪がたなびく。

　甲板の上から、白銀のきらめきを伴って、一人の少女が宙に躍り出た。




「レイ！」

　体が勝手に動いていた。

　茶色の髪が見えた瞬間、あの優しげな容よう貌ぼうが目に入った瞬間、マリールイズは甲板を駆けだし、左さ舷げんから空中に飛び出していた。桟橋に着地。高さなんて考えなかったせいで足が少し痺しびれたが、そんなのは関係なかった。

「レイ！　レイ！」

　何も考えられず、マリールイズは彼の元へ向かって駆けた。

「マリールイズ！」

　レイが叫ぶ。彼はこちらに足を踏み出し、マリールイズの体を抱きしめた。

「おおおおおう……!?」

　マリールイズは頭が真っ白になった。一秒でも早くレイに会いたかったが、今このときになって、会ってどうするかまでは考えていなかったのに気付く。

「あ、あの、レイ！　お気持ちは嬉うれしいんですが、今は人の目もありますし……！」

「すみませんでした……！　俺は、助けにも行けずに……！」

　レイの様子がおかしいことに気付いた。レイの体から力が抜けていく。

　膝ひざから崩くずれ落ちるレイを、マリールイズは慌あわてて抱き留とめた。途端に、異常に高い体温が伝わってくる。












「レイ！　どうしたんですか！」

　マリールイズは抱きかかえたまま、レイの耳元で叫んだ。

「大丈夫です。あなたたちが無事だとわかって安心したのでしょう」

　傍らに、クレアが立っていた。

「彼はこの数日、ほとんど不眠不休で働いていました。今は、休ませてやってください」

　レイは苦しげに息をしていた。髪はぼさぼさに乱れていた。顔と手は白はく墨ぼくと炭で汚れ、目の下には隈くまが浮かんでいた。

「こちらへ」

　クレアはレイに肩を貸すと、マリールイズと共に、倉庫の一角を指した。

　倉庫の一つだった。クレアは隅すみにある、簡素な長なが椅い子すへ案内した。

「仮眠用の寝台です。宿舎は今のところ負傷したランサーで一杯なので」

　二人で、気を失ったレイの体を横たえた。

　マリールイズは倉庫を見回した。一画に机が置かれていた。紙片が、彼の性格を示すかのように整然と置かれていた。壁には汚れた黒板が掛けられ、足元には砕けた白墨が散らばっていた。そして辺りに漂う、異様な湿度と汗の臭におい。

　彼の仕事の痕こん跡せき。それがここには染みついていた。

「レイはここで……」

「ええ。彼の働きは見事なものだった、皆、そう話していました。物資を捌さばき、情報を処理し、指示を出す姿は鬼気迫るものだったと」

　クレアは神妙に言った。

「彼の名誉のために、彼の友人として申し上げておきます。彼もまた、身を削って兵へい站たんを支えていたのです。セシリアル士官学校では軽んじられていて、彼の能力に目を留とめる者は多くはありませんでした。ですが、彼の働きは前線にいる者に引けを取るものではありません。彼があなたたちを助けに行かなかったのは……」

「わかってます。一人でも多くの戦力を送るため、一人でも多くの人々を助け出すため、レイはここに残ったんですね」

「ええ」

　マリールイズは、倉庫の中に、彼の姿を思い浮かべた。

　計算し、指示をし、叱しつ咤たする。自らが前線に行けないことを恥じ、自らを責め、埋め合わせるように動き続けた彼の姿。

　あなたは何も恥じることはない。罪の意識を持つことはない。

　でも、あなたは決してそうはしないだろう。

　自分の弱さを恥じ、それを覆おおい隠すかのように自分を傷つける。

　自分の内にある心の影。それが浮かび上がるのは心の中に光があるからだ。

　あなたは気高い。

　知らず知らず無む茶ちやをする私の傍らに、あなたは寄り添ってくれようとした。

　空に架かかる虹、断だん崖がいの上に立った私はそれを摑つかめると思い、手を伸ばす。

　あなたは違う。あなたは虹を摑めないことを知っている。

　それでも、あなたはそれを摑もうとしてくれた。断崖の深さ、空の高さ、世界の恐ろしさを知りながら、それでも虹に手を届かせようとしてくれた。落ちそうになる私を導きながら、けして諦あきらめず、足元を少しずつ固めながら、高みへ登ろうとしてくれた。

　そして、私の願いを叶かなえてくれた。

「みんな無事でしたよ。あの島の人たちも、無事にここまで来られました」

　マリールイズは慈しむようにレイの手を取った。

「ありがとう、レイ」

　マリールイズは彼の手を包み込む。

　いまだ苦しげな寝顔が、穏やかなものになるように願いながら。






終章






　ファロス群島。

　青い海。青い空。白い光。白い砂浜。

　青と青との狭間はざま。そこに竜が舞っていた。さわやかな海風を受けながら、ティアナは騎き竜りゆうを駆かる。やがて、目的地の島が見えてくると、ティアナはウーゴに呼びかけた。

「ウーゴ！　見えてきたよ」

「キュー！」

　騎竜がこたえ、体を傾けた。空と海が回転し、白い砂浜が目に入る。風を切り、急降下。海面近くまで高度を下げると、今度は上昇。最後はふわりと浮かび上がり、砂浜に舞い降りた。

　ティアナは騎竜から降りざま、集落に向けて大声を上げた。

「毎度ありがとうございます！　〈白き盾〉の騎竜便でーす！」

「ドラゴンのねーちゃん、来たー！」

　集落から、郵便の包みを取り合いながら、子供たちが駆けてくる。

「これ、今週のやつ！」

「ごくろうさま。飴あめをあげましょうね」

「やったー！」

　ティアナの手から奪うように飴を摑つかむと、子供たちはさっさと砂浜を駆けていく。

　その後ろから、村長が笑みを浮かべ、ゆっくりとやってきた。

「こんにちは！　郵便です。港の息子さんからもありますよ」

「ご苦労様、ティアナ」

　村長は村宛あての手紙の束を受け取り、代わりに港への注文書を渡した。

「今回の注文、よろしく頼むよ」

「お預かりします」

　ティアナは手紙の束と注文書を身体からだに巻き付けた郵ゆう袋たいに入れた。村長はしみじみと騎竜を見上げた。

「便利になったもんだ。昔は内海周回の定期便で返事が来るまで一週間はかかったのに。この子も、最初は怖かったけどすっかり慣れるもんだ」

「キュー」

　村長にやさしく撫なでられ、騎竜は目を閉じた。

「休んでいかないのかい？」

「ありがとうございます。でも、今日は急がないといけないので」

「相変わらず忙しいみたいだね」

「でも、お兄さんたちが来てくれたのでだいぶ楽になったんですよ」

「おや、ティアナ。兄弟がいたのかい？」

　ティアナは一瞬、きょとんとして、それから笑う。

「違うんです。ウーゴのお兄さんですよ」

「キュー！」

　ウーゴが吠ほえる。それに応こたえるよう、彼方かなたから海鳥のような鳴き声が返ってきた。水平線の上に、騎き竜りゆうが一体、飛んでいくのが見えた。

「じゃあ、行ってきます！」

「気をつけて」

「はい！」

　騎竜は大きく翼を広げた。ばたばたと砂浜を駆かけながら、海風を受け、宙に舞い踊る。ティアナは併行しながら駆け、手た綱づなを摑つかみ、一気に鞍くらの上に登った。

　蒼そう穹きゆうに舞う、大きな翼。

　海風に乗って、また騎竜が舞い上がった。





　　　　◆






「以前申し上げたとおり、この街には物が集まりすぎていたんです」

　ポートファロスの街を見下ろし、レイは言った。

　坂道の港町、それは数ヶ月前よりもすっきりとしていた。

　道は整備され、通りのあちこちにはみ出していた荷物は姿を消し、荷車は整然と街を行き交っている。

「ここはファロス湾への拠点であり、行政府への入り口でもある。自然と物資が集まる構造となっています。ここは車輪の軸であり、何本もの動線がここから始まっています。過剰集積の結果、引き起こされたのが地価の上昇や保管費用の増大です。それで思ったんです。騎竜を連絡に使い、倉庫の回転率を上げることができれば、倉庫の保管費用を削減し、利益を上げることができるのではないかと」

　レイは聴衆に向きなおった。

　ポートファロスの商家の人々、そしてロックフォートと行政府の商家の人々がいた。そこにはガスパール商会の支配人の姿も、ロックフォートのギルド関係者もある。

「この街の交易のほとんどが船、それも魔獣の襲撃に耐えられる大型船の定期便に頼っています。ロックフォートや行政府からここまでは一日から二日、群島を巡る定期便を使うと一巡するのに一週間かかります。群島の住人から注文が入り、行政府から品物が届くまで最短でも十日以上かかる計算です。ですから、この街の商人はある程度の商品在庫を確保しておくしかなかった。品切れを起こしてから注文を出していたらとても間に合わない。機会損失を起こすどころか、下手をすれば他の商人に顧客を取られてしまいますから、主要な商品、日持ちする商品は多めの在庫を用意していたんです。それがこの街にさらなる過剰在庫を引き起こしていた」

　そこで騎き竜りゆう便だ。

　騎竜は必ずしも物資そのものを運ぶ必要はない。一巡に一週間かかっていた定期航路を騎竜は一日で回ることができる。そのときに群島からの注文を受け、都市に伝えることができれば、物資のサイクルを平均で三日縮めることができるようになる。サイクルを三日縮めれば、それだけ準備しておく在庫を減らし、保管費用を削減することができる。

　高騰する地価を考えれば、騎竜の数体は養えるだけの額が拠きよ出しゆつできる。安定して騎竜を維持することができれば、それに並行して郵便業務を行い、軌道に乗せることだってできる。

　それだけではない。在庫量が減れば、不良在庫を抱えるリスクだって避さけられる。注文から配達・決算までの速度が上がれば資し金きん繰ぐりだって楽になるし、手形の割引手数料だって安く済む。災さい厄やくの島が現れたときのような危機が起こっても、素早く伝えることができる。

「私たちは競争相手ですが敵同士ではない。お互いに協力できる分野があり、お互いの利益になる部分がある。私たちなら、これからもこういったものを見つけていけるはずです」

　レイはそう話を締めくくった。





　　　　◆






　ロックフォート。いつもの酒場。マリールイズが二階に呼びかけた。

「レイ、そろそろ外回りに行きますよー！」

「お待たせしました」

　新調した背せ広びろ姿のレイが現れると、マリールイズは嬉うれしそうに、ぱちんと手を叩たたいた。

「よく似合ってますよ、レイ」

　マリールイズは得意気にランサーたちのテーブルに向き直った。

「どうです？　私が見立てたんですよ」

「……やめてください。恥ずかしいですから」

「せっかくギルドのお金で調えたんですから、ちゃんとお披ひ露ろ目めしないと」

　照れくさそうにするレイに、マリールイズは諭さとすように言った。アメリアが頰ほお杖づえをつきながら運営職二人に愚ぐ痴ちった。

「まったく。そんなもの買う金があったらこっちに寄よ越こせばいいのに」

「何を言っているんです。運営職に大事なのは清潔感ですよ。いつまでも傭よう兵へい姿でお客さまの前に立つわけにはまいりません」

「その割りにはお前は変わらねーじゃねーか」

「私はいいんです。ディファレンシエーションですから」

　軽装歩兵姿に眼帯のマリールイズが言った。ユージンが腕組みをしながら言った。

「それにしても良かったでござるな。あれだけ大暴れして、半年の謹慎で済んだのでござるから」

　本来、レイがやったことは立派な犯罪なのだ。その上、武装商船団に脅しをかけるような真ま似ねをした。牢ろう屋やに入れられるならまだましで、下手をすれば殺されていてもおかしくなかった。

〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉のヴィルトールをはじめとするロックフォートのギルドマスターたちが各方面に取りなしてくれた、と聞いたのは後になってからだ。行政府に対しては緊急事態だったことによる免責を申し出てくれた。ガスパール商会にも同様で、ロックフォートとポートファロスとの間で協定を結び、今後、お互いに便べん宜ぎをはかることになった。武装商船団がファロス湾の治安を守ってきたのは確かだったから、一部の権限を与える代わりに、違法活動から手を引くように勧告したのだった。圧力と報酬。レイの命が助かったのはそのためだ。

　そして、今日、謹慎が解ける。晴れて、ギルド〈白き盾〉の一員に戻った。

　ソフィが静かに言った。

「まあ、休んでいたぶん、きっちり仕事を取ってきてもらいたいものですね」

「レイは別に遊んでいたわけではありませんよ。騎き竜りゆう便の立ち上げで頑張っていたじゃないですか」

「それよりマリールイズ、そろそろ時間です」

「おっと、そうでした。オーナーシェフ。ディナータイムまでには帰ってきますので」

　ドワーフの店主がレイとマリールイズに頷うなずく。

　二人は通りへ出た。

　灼しやく熱ねつの季節が戻ってきていた。ここへやってきてから一年。今日も、砂と埃ほこりの赤色の街に白い太陽から光が降り注いでいる。

　新大陸、傭よう兵へい都市ロックフォート。ランサーたちの集まる街。

〈白き盾〉の運営職としての第一歩。

　マリールイズが微笑ほほえみかけてくる。レイは頷うなずき返す。

　二人は酒場に振り返り、ランサーたちに出立を告げた。

「「行ってきます！」」






あとがき






　ギルドに幾度となく訪れた（経済的な）危機。それを固い友情（や金銭的なインセンティブなど）で退しりぞけてきたレイくんと〈白き盾〉のメンバー。

　新しい仕事も受注し、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんと思われたギルド運営の前に立ちはだかったのは、またしても『彼女』だった。三度のごはんよりも人材大好きなマリールイズさんはレイくんの目を盗み、こっそり『大型新人』の採用を目もく論ろんでいたのだ……。




　と、いった内容の第三巻、お手に取っていただきありがとうございます。

　ご無ぶ沙さ汰たしております。方かた波ば見み咲さくと申します。

『ギルド〈白き盾〉の夜明譚オーバード』。レイくんとマリールイズさんの苦闘も、この巻で一区切りとなります。




　このシリーズでデビューさせていただいて数ヶ月。私にとっても苦闘の連続でした。生来、迷いやすい性格であるために、分かれ道に立つたびに立ち止まってしまうこともしばしば。これがベストであるのか、これが完璧な形なのか、自問自答の繰り返しでした。しかし、それでも一作、一作、渾身の力で書くことができたように思います。




　最後ですので、主人公二人への想おもいを書き連ねていこうと思います。

　まずはマリールイズさん。解散寸前のギルドのオーナーということで、最初は儚はかなげな女性をイメージしていました。ところが『間違ったビジネス観でギルドを窮きゆう地ちに陥おとしいれる』というキャラクターが固まったあたりで状況は一変、気がつけば猪ちよ突とつ猛もう進しんの剛ごう腕わんすぎる細ほそ腕うで繁はん盛じよう記きとなっていました。

　そして、レイくん。当初、主人公の候補はもう一人いました。〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉ヴィルトールです。己の力を隠し、ギルドの立て直しにやってきた非情のヒーロー。そのキャラクターにも魅力を感じ、いろいろと迷い、試しながら、ストーリーを組み立てていきました。

　決め手になったのはレイくんの『弱さ』でした。理想がありながらそこに辿たどり着つけない。目標に進んでいるように見えて、どこか諦あきらめている。その卑屈さ・弱さは、レイと私の共通するところであり、忌いみ嫌いながらも離れがたい部分でした。

　結果的に、二人とも最初の想定とはだいぶ違った姿になりました。ですが、この二人が主人公になってくれて本当によかったと思います。

　マリールイズさんの怒ど濤とうの推進力とレイくんの繊せん細さいな舵かじ取とり。

　ギルドを運営するように、この物語も、二人のそのような部分が押してくれたおかげで、完成まで辿り着けたのだと思います。




　スペースがあまったのでもうちょっと裏話を。

　今作に登場するレイナちゃんは、レイくんに先輩面したいというマリールイズさんの願望が生み出した想像上の後輩です。かなりのドジっ娘こです。こわい！




　それでは、最後になりましたが皆様に謝辞を。

　担当様、私の迷いまくった日々を見守っていただき、ありがとうございました。

　イラストを担当してくださった白しら井い様、今回も素敵なイラストをありがとうございました。登場人物たちに姿形が与えられていく過程を、毎回、一読者のように楽しみにしておりました。

　編集部の皆様、この作品に力を貸してくださった皆様、ありがとうございました。

　校正様、毎回、毎回、同じミスをして申し訳ありません。丁寧に直してくださり、ありがとうございました。

　そして、お手に取ってくださった皆様。

　最後までお付き合いいただき、ありがとうございました。

　またお目にかかれたら幸いに存じます。


方かた波ば見み　咲さく　　
























特別付録　書き下ろし短編







「帳簿と金庫の数字が合わないんです」

　眉根を寄せるマリールイズの言葉に、レイは凍り付いた。

「え……？　ほ、本当ですか？」

「はい。今期の帳簿を整理していたんですが、いくら調べても違算が出てしまって……」

　マリールイズの曇った顔。帳簿と金庫の管理をしているのはマリールイズとレイだ。マリールイズに心当たりがない以上、原因はレイにあることになる。だが、帳簿は昨日チェックしたばかりだ。細かい違算はあったが、原因を確認して記入してある。

　レイは生きた心地がしないまま、マリールイズの後について二階へ上がった。彼女は自分を信頼して帳簿を預けてくれている。その信頼を失いたくない。

　マリールイズの部屋の小さな机。そこに帳簿と現金が広げてあった。

「そ、それで、いくら足りないんです？」

「いえ、多いんです」

　レイは少し固まってから、聞き返した。

「……え？」

「多いんです。いくら数えてみても、二万リィル多いんです」

　マリールイズは困り果てた様子で、テーブルの上の現金に目を落とした。

「どうしよう……きっとどこかへの支払いを見落としているんだと思うんですが……」

「それは……ギルドの利益じゃありませんか？」

　マリールイズは少し固まってから、聞き返してきた。

「……え？」

「ここです。利益剰余金の項目と同じ金額なので間違いないと思いますが」

　レイが言った瞬間、マリールイズは紙幣から、ばっと距離を取った。

「……今、どうして現金を怖がったんです？」

「い、いえ、普通にクエストをやってこんなにお金が余ることがなかったので、びっくりしてしまって……。そ、それでこのお金はどうしたら？」

「どうしたらも何も、ギルドの利益なんですからあなたが決めることですよ」

「わ、私が……!?」

　完全に現金を持て余しているマリールイズを見て、レイは心中で嘆息した。普段、採算度外視の運営をしているわりに、目の前にある現金の使い途は思いつかないらしい。

「まあ二万リィルと少額ですし、とりあえず積立金のままにしておきましょう。そのうち、ギルドの装備や人材への投資が必要になるかもしれませんから」

「装備……人材……投資……」

　その言葉をつぶやきながら、マリールイズは何故かうっとりと虚空を見上げた。自分の軽はずみな言葉。それがあのような事態を招くとは、今のレイには知るよしもなかった。
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